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高等教育研究 vol.2 の発刊にあたって

安田 年博    

（高等教育推進センター長） 

本学は、理念として「格致（かくち）によりて 人と社会の未来を拓（ひら）く」をあげ、これ

を具現化するための道標として、2040 年に向けた「福大ビジョン 2040」を策定しています。教育に

ついては、 

●●深深いい実実践践的的教教養養をを備備ええるる卓卓越越高高度度専専門門職職業業人人のの育育成成  

Society5.0 の時代にしなやかな存在感を発揮できる、Specialist でもあり Generalist でもあ

る卓越高度専門職業人（プロフェッショナル、匠）として、学生が生涯にわたり自らの力を伸長

できるよう、課題解決能力や数理データサイエンスを活用できる能力等を十分身に付けた人材を

分野横断的に育成する。このために、学部を超えた多職種連携教育、異分野融合教育、数理デー

タサイエンス教育等を推進し、単なる知識の習得に留まらない実践的教養を培う教育プログラム

を構築するとともに、教学マネジメント等学びの質保証を強化し、大学院レベルの創造性・専門

性を主体とする教育を向上させる。 

●●学学生生ののキキャャンンパパススラライイフフのの質質のの向向上上  

キャンパスは、学生が学び、交流し、人間として成長していくのに重要な場であるとの認識の

下、デジタル技術を駆使したハイブリッド型教育への転換により学生が意欲的・主体的に学ぶこ

とのできる学生中心のキャンパスを実現する。このために、学生と教職員が共に議論する体制を

強化し、学生の声を反映した教育改革を推進する。 

等を 2040 年の本学のあるべき姿に向けたミッションとしています。 

従来から、「高等教育推進センター」は、これらミッションの実現に向けた具体的な施策の企

画・実施とともに教学支援並びに教学 IR の充実など、様々な本学における高等教育改革を進める

牽引車としての役割を果たしてきました。その活動の一環として、高等教育改革の情報発信ツール

となる「高等教育推進センター年報」を毎年度発刊し、11 巻まで巻を重ねてきました。他方、昨

今、「学修者本位の教育の実現」並びに「個々人の可能性を最大限に伸長する教育への転換」が強

く求められており、それには「教育の質保証」に向けた教学マネジメントの確立、その基盤となる

教学 IR の展開、三つの方針に沿った教育プログラムと実施体制の整備、学修成果の可視化などが

不可欠です。そこで、これらに応じるため、昨年度に本センターを大幅に改組し、組織を「教学

IR 部門」と「教学企画・支援部門」に集約し機能強化を図りました。これに併せ、「高等教育推

進センター年報」を発展的に廃刊し、高等教育改革の情報発信ツールを強化するため「高等教育研

究」を新たに発刊することといたしました。本巻がその第２巻となります。本巻には、国際地域学

部羽田野 慶子先生からの論文並びに工学部飛田 英孝先生からの報告などを掲載しています。先
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生方におかれましては、ご多忙の中、ご投稿くださり、誠に有難うございます。特に、「高等教育

研究」の発刊に当たり、査読制度を導入し、査読を受けた“学術論文”並びに実践報告等の“報

告”を掲載することといたしました。査読制度を導入することで、「高等教育研究」掲載論文等の

学術的な価値を向上させるとともに、昨今求められている“査読付き論文”を輩出することを図っ

ており、関係の皆様からのご投稿もお待ちしております。 

「高等教育研究」が様々な教育改革の情報発信ツールとして活用され、広く教育改革に貢献でき

ることを期待いたしております。どうぞ、関係の皆様におかれましては、よろしくご閲覧のほどお

願いいたします。
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学術論文・報告

オ ン デ マ ン ド 教 材 と 対 面 を 組 み 合 せ た ブ レ ン ド 型 授 業 の デ ザ イ ン  

羽 田 野  慶 子 *

キ ー ワ ー ド ： オ ン ラ イ ン 授 業 、 オ ン デ マ ン ド 教 材 、 ブ レ ン ド 型 授 業 、 反 転 授 業 、

ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ

 コ ロ ナ 期 に 実 践 し た オ ン ラ イ ン 授 業 の 経 験 を 生 か し て お こ な っ た 、 資 料 提 示 型

の オ ン デ マ ン ド 教 材 と 対 面 の 講 義 ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 組 み 合 わ せ た ブ レ ン ド 型

授 業 の 実 践 を 振 り 返 っ た の ち 、 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ の 観 点 を ふ ま え つ つ 能 動 的

学 習 を 促 す 授 業 デ ザ イ ン に つ い て 考 察 す る 。 受 講 生 ア ン ケ ー ト か ら は 、 対 面 の デ

ィ ス カ ッ シ ョ ン へ の 評 価 が 高 い 一 方 で 、 パ ワ ー ポ イ ン ト を 用 い た 講 義 は 対 面 よ り

も オ ン デ マ ン ド 教 材 で の 学 習 の 方 が 理 解 が 深 ま る と の 意 見 が み ら れ た 。 こ れ ら の

結 果 か ら 、 能 動 的 学 習 を 促 す た め に は 、 オ ン デ マ ン ド に よ る 丹 念 に 設 計 さ れ た 事

前 学 習 を 対 面 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 繋 げ る と い う 反 転 授 業 の 要 素 を 取 り 入 れ た ブ

レ ン ド 型 授 業 が 適 し て い る と 考 え ら れ る 。  

1． は じ め に  ― 本 稿 の 目 的  

 2020 年 に 始 ま っ た コ ロ ナ 禍 は 大 学 教 育 に オ ン ラ イ ン 授 業 の 本 格 的 な 導 入 と い

う 大 き な 変 化 を も た ら し た 。 コ ロ ナ 禍 が 収 束 す る に つ れ 、 徐 々 に 対 面 授 業 に 戻 っ

て き た が 、 2024 年 現 在 に お い て も 、 オ ン ラ イ ン を 活 用 し た さ ま ざ ま な 授 業 方 法

が 継 続 し て 実 践 さ れ て い る 。 本 稿 で は 、 筆 者 が 2020 年 度 か ら 2024 年 度 に か け て

担 当 し た 授 業 に お い て 、 オ ン ラ イ ン と 対 面 の そ れ ぞ れ の メ リ ッ ト を 組 み 合 わ せ た

授 業 方 法 を 模 索 し 実 践 し た プ ロ セ ス を 、 授 業 実 践 記 録 と 受 講 生 へ の ア ン ケ ー ト 調

査 を も と に ふ り 返 り 、 そ の こ と を 通 じ て オ ン デ マ ン ド 教 材 と 対 面 を 組 み 合 わ せ た

ブ レ ン ド 型 授 業 の デ ザ イ ン を 提 案 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 筆 者 は さ き に 、 コ ロ ナ 禍 に 実 践 し た 資 料 提 示 型 の オ ン デ マ ン ド 教 材 と リ ア ル タ

イ ム の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 組 み 合 わ せ た オ ン ラ イ ン 授 業 に つ い て 実 践 報 告 を お こ

な っ て い る 。 オ ン デ マ ン ド 教 材 は 一 般 に 講 義 動 画 の 配 信 と い う 方 法 が 採 用 さ れ る

こ と が 多 い が 、 筆 者 は 動 画 で は な く パ ワ ー ポ イ ン ト に 説 明 文 を 付 け た 資 料 を 「 読

む 」 教 材 と し て 配 信 し 、 小 課 題 を 出 し て リ ア ル タ イ ム の 回 で 教 材 の 内 容 を 抜 粋 し

た 講 義 と デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 う と い う 方 法 を 採 っ て き た 。 オ ン デ マ ン ド 教 材 を

「 読 む 」 学 習 、 小 課 題 を 「 書 く 」 学 習 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に よ る 「 話 す 」「 討 論

す る 」 学 習 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 オ ン ラ イ ン 授 業 の 特 性 を 生 か し た ア ク テ ィ ブ

ラ ー ニ ン グ の あ り 方 を 考 察 し た （ 羽 田 野  2022）。  

* 教 育 ・ 人 文 社 会 系 部 門  総 合 グ ロ ー バ ル 領 域  
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学術論文・報告

 本 稿 で は こ れ ら の 授 業 実 践 を ふ ま え 、 対 面 授 業 が 可 能 に な っ た 後 に 実 施 し た 、

資 料 提 示 型 の オ ン デ マ ン ド 教 材 と 対 面 の 講 義 ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 組 み 合 わ せ た

ブ レ ン ド 型 授 業 の 実 践 を 振 り 返 り 、 ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ の 観 点 を ふ ま え つ つ 、

学 習 者 の 自 発 的 ・ 能 動 的 学 習 を 促 す 授 業 デ ザ イ ン に つ い て 考 察 す る 。  

 ポ ス ト コ ロ ナ の 時 代 に あ っ て 、 コ ロ ナ 禍 で の オ ン ラ イ ン 授 業 の 経 験 を ど う 生 か

す こ と が で き る か を 模 索 す る こ と は 、 コ ロ ナ 前 の 対 面 授 業 に 戻 す だ け で な い 、 新

た な 授 業 方 法 を 開 発 で き る ま た と な い 機 会 と 考 え る 。 例 え ば コ ロ ナ 禍 に お け る 自

身 の オ ン ラ イ ン 授 業 実 践 を 報 告 し た 山 本 （ 2023） は 、 講 義 動 画 の 配 信 と リ ア ル タ

イ ム 形 式 の グ ル ー プ ワ ー ク を 組 み 合 わ せ た 演 習 や 、 双 方 向 性 に 配 慮 し た ハ イ フ レ

ッ ク ス 形 式 の 講 義 に お い て 、 出 席 率 は コ ロ ナ 禍 前 よ り 高 く 、 試 験 ・ レ ポ ー ト の 結

果 か ら 教 育 効 果 も 概 ね 高 く な っ て い る と 報 告 し た 上 で 、 教 育 ・ 学 生 双 方 へ の ア ン

ケ ー ト 調 査 か ら も 、 一 律 に 対 面 の 満 足 度 が オ ン ラ イ ン （ オ ン デ マ ン ド 、 リ ア ル タ

イ ム 、 ハ イ フ レ ッ ク ス ） の 満 足 度 を 上 回 っ て い る わ け で は な く 、「 コ ロ ナ 禍 が 収

束 し て も 完 全 な 対 面 授 業 の み の 状 態 に 戻 す べ き 合 理 的 な 理 由 は な く ， オ ン ラ イ ン

授 業 を 部 分 的 に で も 継 続 し て い く べ き で あ る 」 と 主 張 し て い る （ 山 本  2023 

42)。 一 方 、 コ ロ ナ 禍 の オ ン ラ イ ン 授 業 を 経 験 し た 学 生 の 立 場 か ら は 、 オ ン ラ イ

ン 授 業 の デ メ リ ッ ト と し て 「 課 題 が 多 い 」「 友 達 が で き な い 」「 授 業 が 理 解 し に く

い 」 等 の 声 が あ り 、「 評 価 の た め の 授 業 や 課 題 で は な く ， 学 び の た め の 授 業 に し

て ほ し い 」 と の 要 望 が 上 が っ て い る （ 益 田  2022） 1）。 こ の よ う な 教 員 と 学 生 双

方 の 意 見 を ふ ま え る な ら ば 、 オ ン ラ イ ン の メ リ ッ ト を 生 か し つ つ 学 生 が 学 び の 充

実 感 を 得 る た め に 、 対 面 と オ ン ラ イ ン を 組 み 合 わ せ る ブ レ ン ド 型 授 業 に 可 能 性 を

見 い だ す こ と が で き る の で は な い か と 考 え る 。  

2． ブ レ ン ド 型 授 業 に 関 連 す る 概 念 の 整 理  

2-1． ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ  

 は じ め に 、「 ブ レ ン ド 型 授 業 」 に 関 連 す る 用 語 ・ 概 念 に つ い て 、 先 行 研 究 を も

と に 整 理 し て お き た い 。  

 e ラ ー ニ ン グ 研 究 に お い て は 、 2000 年 代 初 頭 か ら e ラ ー ニ ン グ と 対 面 に よ る 集

合 学 習 と の 組 み 合 わ せ を 「 ブ レ ン デ ィ ン グ 型 」「 ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ 」 と

呼 ん で い る 2）。 ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ は 、 も と も と e ラ ー ニ ン グ に よ る プ ロ

グ ラ ム に お け る 学 習 者 の ド ロ ッ プ ア ウ ト 率 の 高 さ を 克 服 す る た め に 生 み 出 さ れ た

方 策 で あ っ た 。 90 年 代 に e ラ ー ニ ン グ が 広 ま っ た 後 、 そ の さ ま ざ ま な 欠 点 3） が

明 ら か に な り 、「 e ラ ー ニ ン グ の 持 つ 長 所 を そ の ま ま 生 か し 、 そ の 短 所 を 「 対 面

学 習 」 と い う 形 で 補 う 形 の 教 育 ・ 学 習 方 法 の 必 要 性 が 叫 ば れ 始 め た 」 の が ブ レ ン

デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ の 起 こ り と さ れ て い る （ 宮 地 編  2009 96）。  

 『 ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ の 戦 略 』（ Bersin 2004＝ 訳 書 2006） は 、 e ラ ー ニ

ン グ を 用 い た 企 業 内 学 習 プ ロ グ ラ ム に つ い て 書 か れ た も の で 、 日 本 で 「 ブ レ ン デ

ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ 」 を 冠 す る 最 初 の 出 版 物 と さ れ て い る が 、 こ の 中 で 「 ブ レ ン デ

ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ と は 、 特 定 の 顧 客 に 対 し て 最 適 の ト レ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム を 作
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学術論文・報告

り 出 す た め に 、 異 な る ト レ ー ニ ン グ の 「 メ デ ィ ア 」（ 技 術 、 活 動 、 事 象 の 種 類 ）

を 組 み 合 わ せ る こ と で あ る 。」 と 定 義 さ れ て い る （ Bersin 2004＝ 2006 3）。 ま

た 宮 地 編 （ 前 掲 書 ） で は 、 ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ を 「 集 合 学 習 と 各 種 e ラ ー

ニ ン グ を 組 み 合 わ せ た 学 習 形 態 で あ り 、 非 同 期 型 の 個 別 学 習 と 同 期 型 の 集 合 学 習

の そ れ ぞ れ の 短 所 を 補 っ て 展 開 す る 学 習 」 で あ り 、「 異 な っ た 学 習 形 態 の そ れ ぞ

れ の 良 い と こ ろ を 集 め た 学 習 ス タ イ ル 」 と し て い る （ 宮 地 編  2009 99）。 こ の

よ う に ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ は 、 既 存 の e ラ ー ニ ン グ に よ る 学 習 プ ロ グ ラ ム

を 補 う 目 的 で 、 対 面 に よ る 集 合 学 習 を 組 み 合 わ せ た 学 習 方 法 と し て 発 展 し て き た

と い え る 。  

2-2． 反 転 授 業  

 反 転 授 業 （ flipped classroom） は 、 教 室 で の 一 斉 授 業 と 自 宅 で の 授 業 外 学 習

を 入 れ 替 え た 教 育 方 法 で あ る 。 反 転 授 業 の 萌 芽 と な る 実 践 は 2000 年 頃 か ら あ っ

た が 、 2007 年 に ア メ リ カ の 公 立 高 校 教 師 が お こ な っ た 、 オ ン ラ イ ン の 動 画 教 材

に よ る 自 宅 で の 事 前 学 習 と 教 室 で の 個 別 指 導 を 組 み 合 わ せ た 授 業 実 践 が "flipped 

classroom"と 名 付 け ら れ 、 紹 介 さ れ た こ と を き っ か け に 広 く 知 ら れ る よ う に な っ

た （ 山 内 ・ 大 浦  2014）。 き っ か け と な っ た 授 業 実 践 で オ ン ラ イ ン で の 動 画 教 材

が 用 い ら れ て い た こ と か ら 、 反 転 授 業 に は オ ン ラ イ ン の 活 用 と 動 画 教 材 の 作 成 が

必 須 で あ る と と ら え ら れ る こ と が 多 い が 、 必 ず し も そ う し た テ ク ノ ロ ジ ー の 活 用

は 必 要 条 件 で は な い と す る 立 場 も あ る 。「 反 転 授 業 」 を 「 従 来 授 業 に お け る 予

習 」 お よ び 「 ブ レ ン ド 型 授 業 」 と 比 較 ・ 検 討 し た 澁 川 （ 2021） は 、 反 転 授 業 を

「 学 習 者 が 事 前 学 習 時 に 教 師 に よ る 解 説 と 丹 念 な 設 計 が な さ れ た 学 習 活 動 に 取 り

組 ん だ の ち に ， 対 面 授 業 時 に 理 解 の 定 着 や 応 用 ・ 発 展 を 意 図 し た 学 習 活 動 に 取 り

組 む 授 業 形 態 」 と 定 義 し 、「 テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 す る こ と は 反 転 授 業 の 必 要 条 件

や 前 提 で は な い た め 、 定 義 に は 含 め な い 」 と 結 論 づ け て い る （ 澁 川  2021 

569）。 要 は オ ン ラ イ ン を 活 用 す る か 否 か を 問 わ ず 、 丹 念 に 設 計 さ れ た 事 前 学 習 と

対 面 授 業 の 組 み 合 わ せ を 広 く 「 反 転 授 業 」 と と ら え ら れ る と い う こ と で あ る 。  

 反 転 授 業 に は 二 つ の 類 型 が あ る と さ れ る 。 一 つ は 「 完 全 習 得 学 習 型 」 ま た は

「 習 得 型 」 と 呼 ば れ る も の で 、 基 礎 的 な 知 識 ・ 技 能 を 学 習 者 全 員 が 一 定 基 準 以 上

理 解 す る こ と を 目 指 す も の で あ る 。 も う 一 つ は 「 高 次 能 力 学 習 型 」 ま た は 「 探 究

型 」 と 呼 ば れ る も の で 、 問 題 解 決 学 習 や プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 を 通 し て 思 考 力 や 判 断

力 、 表 現 力 等 の 育 成 を 目 指 す も の で あ る （ 溝 上  2017 12-13）。 前 者 は 主 と し て

初 等 中 等 教 育 お よ び 大 学 等 に お け る 理 数 系 科 目 等 が 想 定 さ れ る 。 後 者 は 初 等 中 等

教 育 の 読 解 ・ 作 文 ・ 討 論 等 を 含 む 授 業 や 、 大 学 等 に お け る 講 義 、 演 習 、 PBL 型 授

業 な ど が 幅 広 く 想 定 さ れ る だ ろ う 。  

2-3. ブ レ ン ド 型 授 業  

 さ き に ふ れ た ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ は 、 当 初 は 企 業 内 学 習 プ ロ グ ラ ム の 発

展 型 と し て 生 み 出 さ れ た も の で あ っ た が 、 学 校 教 育 に も 導 入 が 進 ん で き た 。 日 本

7 Higher Education Studies, University of Fukui　Vol.2



学術論文・報告

国 内 で も 、 2000 年 代 前 半 か ら 「 ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ 」「 ブ レ ン ド 型 授 業 」

の 語 で e ラ ー ニ ン グ と 対 面 授 業 を 組 み 合 わ せ た 方 法 に よ る 授 業 研 究 、 実 践 報 告 が

登 場 し て い る 。「 ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ 」 は 学 校 教 育 だ け で な く 広 く 生 涯 学

習 の 射 程 に お い て 展 開 さ れ う る が 、「 ブ レ ン ド 型 授 業 」 は 、 学 校 教 育 の 正 規 科 目

に お け る 授 業 で 行 わ れ る ブ レ ン デ ィ ッ ド ラ ー ニ ン グ を 指 す 語 と し て 理 解 す る こ と

が で き る （ 澁 川  2021 562）。  

 以 上 を ふ ま え 、 本 稿 で は 「 ブ レ ン ド 型 授 業 」 を 「 オ ン ラ イ ン に よ る 学 習 と 対 面

に よ る 集 合 学 習 を 組 み 合 わ せ た 、 学 校 教 育 に お け る 授 業 形 態 」 と し て 定 義 す る 。

ブ レ ン ド 型 授 業 と 反 転 授 業 は 類 似 し た 概 念 で あ る が 、 ブ レ ン ド 型 授 業 は オ ン ラ イ

ン に よ る 学 習 が 組 み 込 ま れ る こ と が

前 提 と な っ て い る の に 対 し 、 反 転 授

業 は 必 ず し も オ ン ラ イ ン に よ る 学 習

を 前 提 と し な い 点 が 相 違 し て い る 。

オ ン ラ イ ン 学 習 を 組 み 込 ん だ 反 転 授

業 は 、 ブ レ ン ド 型 授 業 の 一 形 態 と し

て と ら え ら れ る が 、 ブ レ ン ド 型 授 業

の 全 て が 反 転 授 業 の よ う な 「 丹 念 に

設 計 さ れ た 事 前 学 習 」 を 含 ん で い る

わ け で は な い 。 両 者 の 関 係 を 図 示 す

る な ら ば 、 図 1 の よ う に な る 。  

3． ブ レ ン ド 型 授 業 の 教 育 実 践   

3-1． 授 業 方 法 の 変 遷 ： 対 面 → オ ン ラ イ ン → ブ レ ン ド 型 授 業 へ  

 ブ レ ン ド 型 授 業 の 実 践 事 例 と し て 、 福 井 大 学 国 際 地 域 学 部 専 門 科 目 「 生 涯 学 習

概 論 」 の 授 業 実 践 を 報 告 す る 。 生 涯 学 習 概 論 は 国 際 地 域 学 部 の 2 年 生 以 上 を 対 象

と す る 選 択 必 修 科 目 の 一 つ で あ り 、 講 義 型 の 科 目 で あ る が 、 一 部 に ア ク テ ィ ブ ラ

ー ニ ン グ の 要 素 を 含 む 授 業 で あ る 。 受 講 人 数 は 、 年 度 に よ っ て や や ば ら つ き が あ

る が 、 お お む ね 30 名 ～ 50 名 の 範 囲 で あ る 。  

 図 2 は コ ロ ナ 禍 前

の 2019 年 度 か ら 2024

年 度 ま で 授 業 方 法 の

変 遷 を 大 ま か に 示 し

た も の で あ る 。 2019

年 度 ま で 対 面 授 業 の

み を お こ な っ て い た

が 、 2020 年 度 ～ 2021

年 度 は 全 て の 回 を オ

ン ラ イ ン 授 業 と し 、

資 料 提 示 型 の オ ン デ
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マ ン ド 教 材 と リ ア ル タ イ ム 型 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 組 み 合 わ せ る 方 法 を 採 っ た 。

対 面 授 業 が 可 能 に な っ た 2022 年 度 以 降 は 、 対 面 と オ ン ラ イ ン を 組 み 合 わ せ た ブ

レ ン ド 型 授 業 に 移 行 し て い る 4）。  

コ ロ ナ 禍 前 の 2019 年 度 ま で は 、 対

面 に よ る 講 義 の ほ か 、 2 回 の デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン と 学 外 研 修 へ の 参 加 を 取

り 入 れ て い た （ 表 １ ）。 2020 年 度

は 、 コ ロ ナ 禍 で 全 面 オ ン ラ イ ン 授 業

と な っ た た め 、 講 義 部 分 を 資 料 提 示

型 の オ ン デ マ ン ド 形 式 、 デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン 部 分 を Zoom を 用 い た リ ア ル タ

イ ム 形 式 で 実 施 し た 。 翌 2021 年 度 は

受 講 生 の 要 望 を ふ ま え て 、 リ ア ル タ

イ ム で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 回 を 増

や し 、 資 料 提 示 型 の オ ン デ マ ン ド 形

式 と リ ア ル タ イ ム 形 式 の デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン を 組 み 合 わ せ る 形 で 行 っ た

（ 表 2） 5）。  

 2022 年 度 は 、 教 室 の 収 容 人 数 に 制 限 を か け た 上 で 対 面 授 業 が ほ ぼ 全 面 的 に 解

テーマ 方法 テーマ 方法
1 オリエンテーション オンデマンド オリエンテーション リアルタイム
2 生涯学習とは何か 〃 生涯学習とは何か オンデマンド
3 日本の生涯学習の現状 〃 日本の生涯学習の現状 〃
4 思想としての生涯学習  〃 グループ・ディスカッション リアルタイム
5 フレイレの識字教育 〃 思想としての生涯学習  オンデマンド
6 ペダゴジーとアンドラゴジー 〃 フレイレの識字教育 〃
7 まちづくりと生涯学習（１） 〃 グループ・ディスカッション リアルタイム
8 まちづくりと生涯学習（２） 〃 ペダゴジーとアンドラゴジー オンデマンド
9 グループ・ディスカッション リアルタイム まちづくりと生涯学習 〃
10 男女共同参画と生涯学習（１） オンデマンド グループ・ディスカッション リアルタイム
11 男女共同参画と生涯学習（２） 〃 男女共同参画と生涯学習（１） オンデマンド
12 最終レポート構想をつくる（１） 〃 男女共同参画と生涯学習（２） 〃
13 最終レポート構想をつくる（２） 〃 グループ・ディスカッション リアルタイム
14 グループ・ディスカッション リアルタイム 最終レポート構想をつくる オンデマンド
15 まとめ オンデマンド グループ・ディスカッション リアルタイム

表2 「生涯学習概論」オンライン授業のシラバス（2020年度〜2021年度）

回
2020年度 2021年度

テーマ 方法
1 オリエンテーション 対面
2 生涯学習とは何か 〃
3 日本の生涯学習の現状 〃
4 思想としての生涯学習  〃
5 フレイレの識字教育 〃
6 ペダゴジーとアンドラゴジー（1） 〃
7 ペダゴジーとアンドラゴジー（2） 〃
8 まちづくりと生涯学習（1） 〃
9 まちづくりと生涯学習（2） 〃
10 グループ・ディスカッション 〃
11 男女共同参画と生涯学習（1） 〃
12 男女共同参画と生涯学習（2） 〃
13 生涯学習実践レポートの作成（1） ※学外
14 生涯学習実践レポートの作成（2） ※学外
15 グループ・ディスカッション 対面

表１ 「生涯学習概論」対面授業のシラバス（2019年度まで）
2019年度

回
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禁 と な っ た た め 、 前 年 度 に リ ア ル タ イ ム 形 式 で お こ な っ た デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 回

を 対 面 に 変 更 し 、 資 料 提 示 型 の オ ン デ マ ン ド 形 式 と 対 面 で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を

組 み 合 わ せ る ブ レ ン ド 型 授 業 と し た 。 こ れ に よ り 全 15 回 の う ち 6 回 が 対 面 、 9

回 が オ ン デ マ ン ド 形 式 と な っ た 。 2023 年 度 以 降 は 、 講 義 の み の 回 に も 対 面 を 増

や し 、 9 回 を 対 面 、 4 回 を オ ン デ マ ン ド 、 2 回 を 学 外 研 修 へ の 参 加 （ レ ポ ー ト 作

成 含 む ） と し た （ 表 3）。  

 学 外 研 修 へ の 参 加 は 、 受 講 生 が 各 自 で 地 域 の 生 涯 学 習 プ ロ グ ラ ム （ セ ミ ナ ー や

地 域 活 動 等 ） を 探 し て 参 加 す る と い う も の で あ る 。 受 講 生 は そ の 体 験 を 実 践 レ ポ

ー ト と し て ま と め 、 最 終 回 の 授 業 で 小 グ ル ー プ 内 で 発 表 し て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を

お こ な う 。 学 外 研 修 は 2019 年 度 ま で の シ ラ バ ス に は 組 み 込 ん で い た が 、 コ ロ ナ

禍 で 地 域 の 生 涯 学 習 プ ロ グ ラ ム の 多 く が 中 止 と な り 、 ま た 参 加 に よ る 感 染 の 可 能

性 や 受 講 生 の 心 理 的 負 担 を 考 慮 し 、 2020 年 度 か ら 2022 年 度 の ３ 年 間 は シ ラ バ ス

か ら 除 外 し て い た 。 2023 年 度 か ら は 学 外 研 修 を 再 び シ ラ バ ス に 組 み 入 れ る 形 に

戻 し て い る 。  

3-2． ブ レ ン ド 型 授 業 の 実 施 方 法  

（ 1） 2022 年 度   

オ ン デ マ ン ド 教 材 と し て 、 パ ワ ー ポ イ ン ト に 説 明 文 を 付 し た テ キ ス ト 型 の 教

材 を 作 成 し た 6）。 受 講 生 は 教 材 を 読 ん で 学 習 し 、 期 日 ま で に 小 課 題 を 提 出 す る 。

オ ン デ マ ン ド の 回 を 2 回 お こ な っ た 後 、 対 面 の 回 で は 、 受 講 生 が あ ら か じ め 提 出

し た 2 回 分 の 小 課 題 を 各 自 で 3 部 印 刷 し て 持 参 し て も ら う 。 オ ン デ マ ン ド 教 材 の

テーマ 方法 テーマ 方法
1 オリエンテーション 対面 オリエンテーション 対面
2 生涯学習とは何か オンデマンド 生涯学習とは何か 対面
3 日本の生涯学習の現状 〃 日本の生涯学習の現状 対面
4 グループ・ディスカッション 対面 思想としての生涯学習  オンデマンド
5 思想としての生涯学習  オンデマンド フレイレの識字教育 対面
6 フレイレの識字教育 〃 ペダゴジーとアンドラゴジー オンデマンド
7 グループ・ディスカッション 対面 グループ・ディスカッション 対面
8 ペダゴジーとアンドラゴジー オンデマンド まちづくりと生涯学習 オンデマンド
9 まちづくりと生涯学習 〃 グループ・ディスカッション 対面
10 グループ・ディスカッション 対面 男女共同参画と生涯学習 オンデマンド
11 男女共同参画と生涯学習（1） オンデマンド グループ・ディスカッション 対面
12 男女共同参画と生涯学習（2） 〃 近代日本の社会教育史 対面
13 グループ・ディスカッション 対面 生涯学習実践レポートの作成（1） ※学外
14 最終レポート構想をつくる オンデマンド 生涯学習実践レポートの作成（2） ※学外
15 グループ・ディスカッション 対面 グループ・ディスカッション 対面

表3 「生涯学習概論」ブレンド型授業のシラバス（2022年度〜2024年度）
2022年度 2023年度・2024年度

回
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内 容 を 抜 粋 し て 講 義 を お こ な い 、 3-4 名 の 小 グ ル ー プ に 分 か れ て 各 自 の 小 課 題 を

グ ル ー プ 内 に 配 付 し 、 一 人 ず つ 発 表 し 、 相 互 に コ メ ン ト し て も ら う 。 こ れ に よ

り 、 受 講 生 が お 互 い に オ ン デ マ ン ド 教 材 で ど の よ う に 学 習 し 、 授 業 内 容 を 理 解 し

た の か を 共 有 で き る よ う 促 し た 。 こ の よ う に オ ン デ マ ン ド 2 回 ＋ 対 面 1 回 の 組 み

合 わ せ を 4 セ ッ ト お こ な っ た 後 、 最 後 の 2 回 は 最 終 レ ポ ー ト の 構 想 レ ジ ュ メ を 作

成 し て 持 ち 寄 り 、 小 グ ル ー プ 内 で 発 表 す る 形 と し た 。  

（ 2） 2023 年 度 ・ 2024 年 度  

2023 年 度 か ら は 対 面 の 回 を 増 や し 、 オ ン デ マ ン ド の 回 を 4 回 に 減 ら し て い

る 。 2023 年 5 月 に 新 型 コ ロ ナ が 5 類 感 染 症 に 移 行 し た た め 、 全 面 的 に 対 面 授 業

に 戻 す 選 択 肢 も あ っ た が 、 こ れ ま で お こ な っ て き た オ ン デ マ ン ド 教 材 を 活 用 し た

授 業 方 法 に 一 定 の 手 応 え を 感 じ て い た た め 、 基 本 的 に は 対 面 授 業 に 戻 し つ つ 、 部

分 的 に オ ン デ マ ン ド の 回 を 残 す 形 と し た 。 受 講 生 に は 、 対 面 の 回 は 出 席 と コ メ ン

ト シ ー ト （ 授 業 の 感 想 を 数 行 程 度 ） の 提 出 、 オ ン デ マ ン ド の 回 は 小 課 題 の 提 出

（ A4 で 1 枚 程 度 ） を 課 し た 。 こ れ ま で 同 様 、 小 課 題 は 対 面 の グ ル ー プ デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン で 発 表 し て も ら っ た 。 対 面 の 回 が 増 え 、 オ ン デ マ ン ド の 回 が 減 っ た た

め 、 受 講 生 に と っ て は 出 席 す べ き 回 数 が 増 え た 一 方 、 提 出 が 必 要 な 課 題 の 量 は 減

っ た こ と に な る 。  

4． 学 生 の 反 応 ： ア ン ケ ー ト よ り  

こ こ で は 、 2023 年 度 と 2024 年 度 に 実 施 し た ア ン ケ ー ト を も と に 、 ブ レ ン ド 型

授 業 に 対 す る 受 講 生 の 反 応 を 紹 介 す る 。 回 答 数 は 2023 年 度 が 30（ 履 修 人 数 37

名 、 回 収 率 81.1％ ）、 2024 年 度 が 22（ 同 35 名 、 回 収 率 62.9％ ） で あ っ た 。  

4-1． オ ン デ マ ン ド 教 材 と 小 課 題 に つ い て  

 パ ワ ー ポ イ ン ト に 説 明 文 を 付 し た オ ン デ マ ン ド 教 材 に つ い て は 、 約 7 割 が 「 わ

か り や す か っ た 」（ 図 3）、 教 材 の 分 量 に つ い て は 8 割 ～ 9 割 が 「 ち ょ う ど よ か っ

た 」 と 回 答 し て い る （ 図 4）。  

オ ン デ マ ン ド の 回 に 提 出 さ せ た 小 課 題 に つ い て は 、 8 割 以 上 が 「 取 り 組 み や す か
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っ た 」 と し て お り （ 図 5、「 そ う 思

う 」「 や や そ う 思 う 」 の 合 計 。 以 下 同

様 ）、 ま た 、 9 割 以 上 が 「 小 課 題 に 取

り 組 む こ と で 授 業 の 理 解 が 深 ま っ

た 」 と し て い る （ 図 6）。 な お 、 図 表

は 省 略 す る が 、 小 課 題 の 作 成 に あ た

っ て 利 用 し た も の （ 複 数 回 答 ） を 訊

ね た と こ ろ 、 い ず れ の 年 度 も 「 イ ン

タ ー ネ ッ ト 検 索 サ イ ト 」 が 8 割 以 上

と も っ と も 多 く 、「 教 材 で 紹 介 さ れ て

い た 文 献 、 ウ ェ ブ サ イ ト 」（ 5～ 6

割 ）、「 同 じ 授 業 を 履 修 し て い る 学 生

と の 情 報 交 換 」（ 2～ 3 割 ） が 続 く が 、

「 ChatGPT」 を 利 用 し た と す る 者 が

2023 年 度 に 1 名 、 2024 年 度 に は 4 名

お り 、 今 後 さ ら に 増 え る こ と が 予 想

さ れ る 。  

オ ン デ マ ン ド の 回 の 受 講 1 回 あ た

り に か か っ た 時 間 は 、 2023 年 度 受 講

生 は 「 1～ 2 時 間 」 が 60.0％ 、「 2～ 3

時 間 」 が 23.3％ で あ っ た が 、 2024 年

度 は 「 1～ 2 時 間 」 が 31.8％ 、「 2～ 3

時 間 」 が 45.5％ で あ っ た 。 教 材 と 小

課 題 の 内 容 と 分 量 は 、 い ず れ の 年 度

も ほ ぼ 同 じ で あ る が 、 年 度 に よ っ て

学 習 時 間 に ば ら つ き が み ら れ た 。 た

だ し 全 体 の 7～ 8 割 の 受 講 生 は 1 時 間

～ 3 時 間 の 学 習 時 間 で 収 ま っ て お り 、 オ ン デ マ ン ド 教 材 の 分 量 は お お む ね 適 切 で

あ っ た と 考 え ら れ る （ 図 7）。  

4-2． ブ レ ン ド 型 授 業 の 方 法 に つ い て  

 次 に 、 ブ レ ン ド 型 授 業 に お け る 「 対 面 」 と 「 オ ン ラ イ ン （ オ ン デ マ ン ド ）」 の

そ れ ぞ れ の 授 業 方 法 に 対 す る 受 講 生 の 評 価 を 確 認 す る 。 ま ず 、 対 面 で お こ な っ た

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に つ い て の 評 価 は 図 8 の と お り で あ る 。 8～ 9 割 の 受 講 生 が

「 小 課 題 を 発 表 す る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で 学 習 が 深 ま っ た 」 と し て お り 、 オ ン デ マ

ン ド 教 材 で の 学 習 と 対 面 に よ る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 組 み 合 わ せ が 受 講 生 の 深 い 学

習 を 促 し て い る こ と が 示 唆 さ れ る 。 ま た 、 6～ 8 割 の 受 講 生 は 「 デ ィ ス カ ッ シ ョ

ン は 楽 し か っ た 」 と し て お り 、「 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は 負 担 で あ っ た 」 と の 回 答 は

ゼ ロ で あ っ た 。 対 面 で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が 学 習 を 「 楽 し い 」 と 感 じ さ せ て い る
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こ と が わ か る 。 一 方 、「 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は 小 課 題 の モ チ ベ ー シ ョ ン に な っ た 」

と す る 者 は 3～ 4 割 ほ ど に と ど ま る ほ か 、「 対 面 で は な く オ ン ラ イ ン で デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン を し た か っ た 」 と す る 者 も 少 数 な が ら 見 ら れ る 。  

 次 に 、 オ ン デ マ ン ド 教 材 と 対 面 の 組

み 合 わ せ に よ る ブ レ ン ド 型 授 業 の 方 法

に 対 す る 評 価 は 、 図 9 の と お り で あ

る 。 9 割 以 上 の 受 講 生 が 「 対 面 と オ ン

デ マ ン ド の バ ラ ン ス が ち ょ う ど よ か っ

た 」 と 回 答 し て い る 。 回 数 の 内 訳 は 前

述 の 通 り 、 対 面 9 回 、 オ ン デ マ ン ド 4

回 、 学 外 研 修 2 回 で あ る 。 全 体 か ら す

る と 少 数 で あ る が 、

や し て ほ し い 」 と の 回 答 （ 2024 年 度 1

名 ） よ り 、

や し て ほ し い 」 と の 回 答 （ 2023 年 度 3

名 、 24 年 度 1 名 ） の 方 が 多 く な っ て

い る 。  

 ま た 、 パ ワ ー ポ イ ン ト を 用 い た 講 義

に つ い て 、

と 「 オ ン デ マ ン ド 教 材 で 学 習 し て 小 課

題 を 提 出 す る 」 の で は ど ち ら が 理 解 が

深 ま る と 思 う か 、 と い う 問 い に 対 し て

は 、 3～ 4 割 の 受 講 生 は 「 ど ち ら と も
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言 え な い 」 と 回 答 し て い る が 、「 対 面 」 と 「 オ ン デ マ ン ド 」 を 比 較 す る と い ず れ

の 年 度 も 「 オ ン デ マ ン ド 」 を 選 ぶ 者 の 方 が が 多 い こ と が 注 目 さ れ る （ 図 10）。  

4-3． 自 由 記 述 か ら  

 授 業 方 法 と 内 容 へ の 感 想 を 述 べ る 自 由 記 述 で は 以 下 の よ う な 回 答 が 見 ら れ た 。  

資料 2023・2024 年度「生涯学習概論」アンケート自由記述（抜粋）

11））オオンンデデママンンドド教教材材ででのの学学習習ににつついいてて  
・オンデマンドで資料をじっくり見ながら課題を

する形式が、理解が深まったと感じる。（2024）
・オンデマンドを挟むことで、自分１人で内容へ

の理解を深めることができたため良かった。
（2023） 

・パワーポイント型の講義はオンデマンドでも大
丈夫であると感じた。（2023） 

・オンデマンド型の授業だと、自分の理解度のス
ピードに合わせて講義を受講できるのでオンデ
マンド型の授業がもっとあればよかったと感じ
た。（2023） 

・オンデマンドのパワポの説明文章は分かりやす
くて面白かったと思う。この授業のおかげで生涯
学習をするモチベーションが高くなってきた。
（2023） 

・講義を聞くだけでなく、オンデマンド課題で自
身の思考をアウトプットする機会があったので
内容が理解しやすかったです。（2024） 

・オンデマンドが多かったので、朝が苦手な私で
も受講しやすかったです。（2024） 

22））オオンンデデママンンドドとと対対面面のの組組合合せせににつついいてて
・オンデマンドと対面のバランスがちょうど良く、

取り組みやすかった。（2023） 
・オンラインと対面のバランスが良く、最終課題

を作成する期間がしっかり設けられている点が
良いなと思います。（2023） 

・オンデマンド授業の後に対面授業があったのは、
理解が深まったので良かった。（2023） 

・対面・オンデマンド併用型の授業のよい事例だ

と考えました。多くのオンデマンド型授業では、
対面の際に前回の内容を確認するということは
少ないため、生涯学習概論は、自らの理解を深め
るのに非常に役立ちました。（2024） 

・セルフラーニング→グループディスカッション
→振り返り。他の授業ではないプロセスで一番学
びに良い授業のプロセスだと思いました。難しい
内容は先生が講義で説明してくださったのもよ
かったです。（2023） 

・対面を継続しつつ、オンデマンドを取り入れる
という形式は今の時代にあっていていいと思い
ました。（2023） 

33））デディィススカカッッシショョンンににつついいてて  
・ディスカッションはみんなと交流が深められて

よかったです！（2023） 
・グループワークが多かったため、自分の考えに

はなかった他の人たちの意見がたくさん聞けて、
非常に勉強になった。（2023） 

・グループワークの時間はお互いの意見や考えを
深く知る機会であって、そういった機会がもっと
欲しかった。（2023） 

44））課課題題ににつついいてて  
・オンデマンドの教材が分かりやすく、理解しや

すかったが、1 週間と言う期間の中で課題をまと
めることは難しかった。 

・オンデマンドの授業が多かったと思うのですが、
正直得られる学びは深かったですが課題の負担
が大きかったので、学習に対するやる気が減って
しまうなと感じました。 
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資 料 提 示 型 の オ ン デ マ ン ド 教 材 に よ る 学 習 は 、「 理 解 が 深 ま っ た 」「 自 分 の 理

解 度 の ス ピ ー ド に 合 わ せ て 講 義 を 受 講 で き る 」 と 評 価 さ れ て い る 。 ま た 、 オ ン デ

マ ン ド の 課 題 に よ り 「 自 身 の 思 考 を ア ウ ト プ ッ ト す る 機 会 が あ っ た 」 こ と で 内 容

の 理 解 に つ な が っ た と の 声 が み ら れ る 。  

 オ ン デ マ ン ド と 対 面 の 組 み 合 わ せ に つ い て は 、 ア ン ケ ー ト 結 果 と 同 様 、「 バ ラ

ン ス が ち ょ う ど 良 か っ た 」 と す る 声 が 多 か っ た ほ か 、 オ ン デ マ ン ド で 学 習 し た

後 、 同 じ テ ー マ に つ い て 対 面 の 講 義 と 小 課 題 を 共 有 す る グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ

ン を 組 み 合 わ せ た こ と で 理 解 が 深 ま っ た と す る 声 が み ら れ た 。 オ ン デ マ ン ド 教 材

に よ る 「 セ ル フ ラ ー ニ ン グ 」 → 対 面 授 業 で の 「 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 」 と

「 振 り 返 り 」（ 講 義 内 容 の 補 足 ） と い う 流 れ を 良 い 学 び の プ ロ セ ス と 評 価 す る 声

も あ る 。 ま た 、「 対 面 を 継 続 し つ つ オ ン デ マ ン ド を 取 り 入 れ る 形 式 が 今 の 時 代 に

合 っ て い る 」 と い う ポ ス ト コ ロ ナ の 時 代 に 合 っ た 授 業 形 式 と の 評 価 も み ら れ た 。  

 対 面 に よ る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン へ の 評 価 も ア ン ケ ー ト 結 果 同 様 高 く 、 も っ と デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン を 増 や し て ほ し い と の 要 望 も あ る 。 一 方 で 、 オ ン デ マ ン ド の 回 に 課

し た 小 課 題 に つ い て は 、「 1 週 間 で 課 題 を ま と め る の は 難 し い 」「 課 題 の 負 担 が 大

き い た め モ チ ベ ー シ ョ ン が 低 下 す る 」 と の 声 が 一 部 み ら れ た 。  

5． 分 析 と 考 察   

5-1. 反 転 授 業 の 要 素 を 含 む ブ レ ン ド 型 授 業 の デ ザ イ ン  

 本 稿 で 紹 介 し た 授 業 実 践 は 、 対 面 授 業 か ら 全 面 オ ン ラ イ ン 授 業 を 経 て 、 対 面 と

オ ン ラ イ ン の 双 方 を 組 み 合 わ せ た ブ レ ン ド 型 授 業 で あ る 。 た だ し 、 単 純 に 組 み 合

わ せ る の で は な く 、 オ ン デ マ ン ド 教 材 を 対 面 授 業 に 向 け た 事 前 学 習 と 位 置 づ け て

設 計 し た 。 そ の 意 味 で 、 反 転 授 業 の 要 素 も 取 り 入 れ て い る （ 図 11）。  

ブレンド型授業 反転授業
オンライン学習

対面授業

丹念に設計された
事前学習

対面授業

図11 本稿の授業実践の位置づけ

反転授業の要素を含むブレンド型授業

本
稿
の
授
業
実
践

 本 授 業 実 践 で は 、 資 料 提 示 型 か つ テ キ ス ト 型 の オ ン デ マ ン ド 教 材 を 対 面 授 業 に

向 け た 事 前 学 習 に 使 用 し 、 対 面 授 業 で 受 講 生 が 小 課 題 を 持 ち 寄 っ て グ ル ー プ デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン で 発 表 す る と い う 学 習 の 流 れ を つ く っ た （ 図 12）。 事 前 学 習 は 個 人

ブレンド型授業 反転授業
オンライン学習

対面授業

丹念に設計された
事前学習

対面授業
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学 習 で あ り 、 対 面 授 業 は 集 合 学 習 と な る 。  

オ ン ラ イ ン （ オ ン デ マ ン ド ） で テ キ ス ト 型 教 材 を 読 み 、 小 課 題 を 書 く こ と は 、 対

面 授 業 で お こ な う 講 義 と グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の た め の 事 前 学 習 と 位 置 づ け

ら れ る 。 事 前 学 習 を お こ な う こ と で 、 対 面 授 業 で の 講 義 内 容 に 対 す る 理 解 を 定 着

さ せ 、 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 通 し て そ れ ら の 応 用 、 発 展 を は か る こ と が 可

能 と な る 。  

こ の よ う に 、 本 授 業 実 践 は オ ン ラ イ ン （ オ ン デ マ ン ド ） 授 業 を 対 面 授 業 の た め

に 設 計 さ れ た 事 前 学 習 と 位 置 づ け て デ ザ イ ン し て お り 、 反 転 授 業 の 要 素 を 含 む ブ

レ ン ド 型 授 業 の 実 践 事 例 と 言 え る 。ま た 、本 授 業 実 践 を 2-2.で 述 べ た 反 転 授 業 の

2 類 型 に 当 て は め る な ら ば 、「 高 次 能 力 学 習 型 」ま た は「 探 究 型 」に 分 類 で き る で

あ ろ う 。  

5-2. ブ レ ン ド 型 授 業 の デ ザ イ ン に お け る 留 意 点  

最 後 に 、 実 践 分 析 を ふ ま え 、 効 果 的 な ブ レ ン ド 型 授 業 を デ ザ イ ン す る に あ た っ

て 留 意 す べ き 点 を 述 べ る 。  

① 対 面 に 意 味 を 持 た せ る  

 コ ロ ナ 禍 を 経 て オ ン ラ イ ン 授 業 の ノ ウ ハ ウ が 一 定 程 度 蓄 積 さ れ 、 講 義 型 の 授 業

だ け で な く 、 対 面 で し か 可 能 で は な い と 考 え ら れ て い た ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 型

の 授 業 も か な り の 程 度 オ ン ラ イ ン で も 可 能 で あ る こ と が 経 験 的 に 明 ら か に な っ た 。

そ の た め 、対 面 授 業 に 戻 す に あ た っ て は 、「 対 面 で あ る こ と 」に 意 味 を 持 た せ る こ

と が 求 め ら れ る よ う に な っ た と 考 え る 。  

 本 授 業 実 践 で は 、オ ン デ マ ン ド 教 材 で「 読 む 」「 書 く 」学 習 を お こ な っ た 後 に 対

面 授 業 を 位 置 づ け て い る 。 対 面 授 業 は 、 事 前 学 習 を ふ ま え 、 ① 講 義 内 容 を 直 接 聴

く こ と で 理 解 の 定 着 を 図 り 、 ② グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 通 じ て 応 用 、 発 展 を
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促 す と い う 意 味 を 持 た せ た （ 図 12）。 受 講 生 ア ン ケ ー ト に お い て 、 対 面 に よ る デ

ィ ス カ ッ シ ョ ン へ の 評 価 が 高 か っ た こ と を 確 認 し た が（ 図 8）、受 講 生 に と っ て も 、

事 前 学 習 で 学 ん だ 知 識 を 講 義 で 再 度 確 認 し 、 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で 他 の 受

講 生 と の 意 見 交 換 を す る こ と が 対 面 授 業 に 出 席 す る 目 的 と な っ た と 考 え ら れ る 。  

② オ ン デ マ ン ド の 学 習 効 果 を 活 か す  

 コ ロ ナ 禍 で オ ン ラ イ ン 授 業 が 導 入 さ れ た 際 は 、 オ ン ラ イ ン 授 業 は あ く ま で も 対

面 授 業 の 代 替 物 で あ っ た 。そ の 後 オ ン ラ イ ン 授 業 の ノ ウ ハ ウ が 蓄 積 さ れ る に つ れ 、

対 面 授 業 で お こ な っ て い た 内 容 の 多 く は オ ン ラ イ ン で も 可 能 で あ る こ と が 明 ら か

に な っ た 。 し か し 対 面 授 業 が 全 面 的 に 可 能 に な っ た 現 在 、 オ ン ラ イ ン （ オ ン デ マ

ン ド ） の 方 法 を 採 る こ と は 、「 オ ン ラ イ ン で も 可 能 だ か ら オ ン ラ イ ン に す る 」、 で

は な く 、「 オ ン ラ イ ン の 方 が 学 習 効 果 を 期 待 で き る た め 、オ ン ラ イ ン を あ え て 選 択

す る 」 こ と が 求 め ら れ る 。  

 オ ン デ マ ン ド の 利 点 と し て は 、 自 分 の ペ ー ス で 学 習 を 進 め ら れ る こ と 、 繰 り 返

し 学 習 で き る こ と 等 が 挙 げ ら れ る 。 受 講 生 の ア ン ケ ー ト を ふ り 返 る と 、 パ ワ ー ポ

イ ン ト を 用 い た 講 義 に つ い て は 、「 対 面 授 業 に 出 席 す る 」よ り も「 オ ン デ マ ン ド で

学 習 し て 小 課 題 を 提 出 す る 」 方 が 学 習 内 容 へ の 理 解 が 深 ま る と い う 回 答 が 多 か っ

た 。 ま た 、 9 割 以 上 の 受 講 生 が 小 課 題 で 自 身 の 思 考 を ア ウ ト プ ッ ト す る こ と を 通

し て 理 解 が 深 ま っ た と 回 答 し て い た 。 こ こ か ら 、 講 義 部 分 は 必 ず し も 対 面 で あ る

こ と が 最 善 で は な く 、「 読 む 」「 書 く 」 と い う 能 動 的 学 習 を 促 す テ キ ス ト 型 の オ ン

デ マ ン ド 教 材 を 活 用 す る こ と で 、 対 面 と 同 等 以 上 の 学 習 効 果 を 期 待 で き る と 考 え

ら れ る 。  

③ ド ロ ッ プ ア ウ ト を 防 ぐ 工 夫  

 た だ 、 丹 念 に 設 計 し た つ も り の ブ レ ン ド 型 授 業 デ ザ イ ン で あ っ て も 、 受 講 生 に

よ っ て は 課 題 が 多 す ぎ る と 感 じ た り 、 そ の こ と に よ っ て モ チ ベ ー シ ョ ン が 低 下 す

る 場 合 も あ る 。 受 講 生 が ど の 程 度 意 欲 を 持 っ て 学 習 に 関 与 す る か 、 ま た 学 習 へ の

レ デ ィ ネ ス が 整 っ て い る か 否 か は 、 教 育 す る 側 に は 十 分 に コ ン ト ロ ー ル し き れ な

い と こ ろ で あ る た め 、 根 本 的 な 対 策 を 採 る こ と は 難 し い が 、 小 課 題 の 内 容 や 提 出

状 況 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン へ の 参 加 状 況 な ど を モ ニ タ リ ン グ す る こ と に よ り 、 で き

る 限 り ド ロ ッ プ ア ウ ト を 防 ぐ こ と が 求 め ら れ る 。  

5-3.結 語  

 本 稿 で は 、 オ ン デ マ ン ド 教 材 と 対 面 を 組 み 合 わ せ た ブ レ ン ド 型 授 業 の 実 践 事 例

分 析 を も と に 、 望 ま し い 授 業 デ ザ イ ン の あ り 方 を 検 討 し た 。 学 習 者 に 能 動 的 学 習

を 促 す た め に は 、 オ ン デ マ ン ド に よ る 丹 念 に 設 計 さ れ た 事 前 学 習 を 対 面 授 業 で の

講 義 や デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 繋 げ る と い う 反 転 授 業 の 要 素 を 取 り 入 れ た ブ レ ン ド 型

授 業 が 適 し て い る と 考 え ら れ る 。 ブ レ ン ド 型 授 業 の デ ザ イ ン に お い て は 、 オ ン デ

マ ン ド 教 材 と 対 面 授 業 、 そ れ ぞ れ の 特 性 を 活 か し て 学 習 の 深 化 を 促 す よ う 工 夫 す
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る こ と が 重 要 で あ る 。 オ ン デ マ ン ド 教 材 を 準 備 す る だ け で は 不 十 分 で あ り 、 課 題

を 出 し て オ ン デ マ ン ド に よ る 学 習 の イ ン プ ッ ト を ア ウ ト プ ッ ト さ せ る だ け で な く 、

対 面 で の 講 義 の 振 り 返 り で 学 習 内 容 を 確 認 ・ 補 足 す る こ と が 必 要 だ と 考 え る 。 さ

ら に 、 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で 課 題 を 発 表 す る な ど 、 学 習 者 同 士 の 対 話 を 促

す こ と を 一 連 の 流 れ と し て 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 オ ン デ マ ン ド で の セ ル フ

ラ ー ニ ン グ を 「 深 い 学 習 」 7） に つ な げ ら れ る の で は な い だ ろ う か 。  

注 釈  

1） 益 田 （ 2022） は 、 富 山 大 学 の 学 生 が 2020 年 に 実 施 し た 学 生 へ の ア ン ケ ー ト 調

査 結 果 の 報 告 で あ る 。 遠 隔 授 業 （ オ ン ラ イ ン 授 業 ） の メ リ ッ ト と し て 「 大 学 に

行 く 手 間 が 省 け る 」「 自 分 の ペ ー ス で 勉 強 で き る 」「 授 業 が 理 解 し や す い 」、 デ

メ リ ッ ト と し て 「 課 題 が 多 い 」「 友 達 が で き な い 」「 授 業 が 理 解 し に く い 」 等 が

挙 げ ら れ て い る 。 一 方 対 面 の メ リ ッ ト は 「 友 達 が 簡 単 に で き る 」「 勉 強 の モ チ

ベ ー シ ョ ン が 上 が る 」 等 で あ る 。 対 面 か 遠 隔 か を 問 う 2 択 質 問 で は 、 約 6 割 が

対 面 派 、 4 割 が 遠 隔 派 で あ っ た と い う 。 自 由 記 述 で は 、「 対 面 授 業 な ら デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン を 多 く し た い 。」  「 課 題 が 多 す ぎ る と 処 理 で き な い 。」  「 対 面 講 義 が

始 ま っ て か ら 人 と の 関 わ り が 増 え て  日 々 の 生 活 が 充 実 す る よ う に な っ た 。」

「 評 価 の た め の 授 業 や 課 題 で は な く ， 学 び の た め の 授 業 に し て ほ し い 。」 等 の

回 答 が 寄 せ ら れ た と い う 。  

2） 例 と し て 、 出 口 ・ 村 本 （ 2002）、 林 ・ 林 田 （ 2003） な ど 。  

3） e ラ ー ニ ン グ の 欠 点 と し て は 例 え ば 、 ① 学 生 一 人 ひ と り が 孤 立 し が ち で 途 中

挫 折 す る 者 が 多 い 、 ② PC と 向 き 合 っ て い る だ け で は 学 習 意 欲 が わ か な い 、 ③ 実

体 験 か ら 学 ん だ り 対 面 の 討 論 を 通 じ て 経 験 的 に 学 ぶ 機 会 に 恵 ま れ な い 、 ④ 教 師

は 教 材 作 成 や 個 別 対 応 に 忙 殺 さ れ る 、 等 が 挙 げ ら れ て い る （ 宮 地 編  2009 

96）。  

4） 図 2 で は 2022 年 度 以 降 の 「 ブ レ ン ド 型 授 業 」 に 学 外 研 修 が 含 ま れ て い る が 、

2022 年 度 は 学 外 研 修 を お こ な っ て い な い 。 学 外 研 修 を シ ラ バ ス に 復 活 さ せ た の

は 、 新 型 コ ロ ナ が 5 類 に 移 行 し た 2023 年 度 以 降 で あ る 。  

5） 2020 年 度 ・ 2021 年 度 の 授 業 実 践 報 告 は 、 羽 田 野 （ 2022） を 参 照 の こ と 。  

6） パ ワ ー ポ イ ン ト を 用 い た 講 義 型 の 授 業 の オ ン デ マ ン ド 教 材 と し て は 、 講 義 動

画 を 作 成 す る の が 一 般 的 で あ る が 、 筆 者 は 動 画 は 作 成 せ ず 、 代 わ り に パ ワ ー ポ

イ ン ト の ス ラ イ ド 画 像 に 口 語 調 の 詳 細 な 説 明 文 を 付 し た テ キ ス ト 型 の オ ン デ マ

ン ド 教 材 を 作 成 し 、 配 付 し て い る 。 こ れ に よ り 、 受 講 生 は 対 面 で 授 業 を 聞 い て

い る よ う な 流 れ で ス ラ イ ド の 説 明 を 読 む こ と が で き る 。 な お 、 過 去 の 受 講 生 数

名 に イ ン フ ォ ー マ ル な 聞 き 取 り を し た 結 果 、 オ ン デ マ ン ド 教 材 と し て の 講 義 動

画 に つ い て は 、「 速 度 が 決 ま っ て い る 」「 音 を 出 さ な い と い け な い 」「 通 信 が 必

要 」 等 の 点 で 使 い づ ら さ を 感 じ る 者 が お り 、 中 に は 「（ 他 の 授 業 の ） 講 義 動 画

は ほ と ん ど 見 な か っ た 」 と い う 者 も い た 。 テ キ ス ト 型 の オ ン デ マ ン ド 教 材 に つ
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い て は 、「 動 画 よ り は 文 章 の 方 が 自 分 の ペ ー ス で 読 め る 」「 通 信 で き な い 環 境 で

も い つ で も 読 め る 」 点 が メ リ ッ ト と し て 挙 げ ら れ た 。  

7） 松 下 （ 2015） は 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン な ど 学 習 の 「〈 外 的 活 動 に お け る 能 動

性 〉 を 重 視 す る あ ま り 、〈 内 的 活 動 に お け る 能 動 性 〉 が な お ざ り に な り が ち な

ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 型 授 業 」 を 批 判 し 、 内 的 ／ 外 的 活 動 の 両 方 を 重 視 す る 学

習 を 「 デ ィ ー プ ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 」 と 呼 ん で い る 。「 深 い 学 習 deep 

learning」 と は 、 そ の 発 想 の も と に な っ た も の の 一 つ で 、 学 習 の 内 容 を 自 分 で

理 解 す る 意 図 を 持 ち 、 概 念 を 既 有 の 知 識 や 経 験 に 関 連 付 け た り 、 共 通 す る パ タ

ー ン や 根 底 に あ る 原 理 を さ が す な ど し て 、 理 解 を 深 め 、 よ り 積 極 的 な 関 心 を も

つ よ う に な る 、 と い う 学 習 の ア プ ロ ー チ を 意 味 す る 。 こ れ に 対 し 、 授 業 で 求 め

ら れ る こ と を 単 に 「 こ な す 」 だ け の 学 習 が 「 浅 い ア プ ロ ー チ 」（ 浅 い 学 習 ） で

あ る （ 松 下  2015 11-12、 18-19）。  
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1991–2024： 大 学 改 革 時 代 の 教 育 経 験 個 人 史  

飛 田  英 孝 *  

キ ー ワ ー ド ： 創 成 教 育 、 環 境 教 育 、 技 術 者 倫 理 、 反 転 授 業 、 社 会 貢 献  

大 学 設 置 基 準 が 大 綱 化 さ れ た 1 99 1 年 に 企 業 か ら 福 井 大 学 工 学 部 の 教 員 に 転 身

し 、2 0 25 年 3 月 に 定 年 退 職 す る 一 大 学 教 員 の 三 十 余 年 に わ た る 教 育 経 験 を 個 人 史

と し て 記 録 に 留 め る 。1 9 9 0 年 代 の 学 校 週 5 日 制 を き っ か け と し た 初 等・中 等 教 育

へ の 貢 献 、地 球 環 境 問 題 意 識 の 高 ま り に 伴 う 環 境 関 連 教 育 の 強 化 、20 0 0 年 代 に 入

る と J A B E E 開 始 に 伴 う 技 術 者 倫 理 教 育 の 導 入 、 学 生 の 主 体 性 を 育 む 創 成 教 育 、

2 0 0 4 年 の 国 立 大 学 法 人 化 に 伴 う 研 究 以 外 の 負 担 増 大 、 さ ら に は 2 0 1 0 年 代 に お け

る 大 学 授 業 の ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ 化 ・ 反 転 授 業 の 導 入 、 コ ロ ナ 禍 中 で 急 速 に

進 ん だ 教 育 の IT 化 な ど 、 報 告 者 自 身 が 体 験 し た 経 験 を こ れ ま で に 公 表 し た 文 書

を 引 用 し つ つ 、 一 個 人 史 と し て 概 観 す る 。

序 章 ： 1990 年 代 の 教 育 経 験  

子 ど も の 頃 、な り た く な か っ た 職 業 が 2 つ あ る 。そ れ は 、警 察 官 と 学 校 の 先 生 。

と に か く 、人 に 指 図 す る の も さ れ る の も 大 嫌 い で 、「 権 威 」で も の を 言 う 輩 が 許 せ

な い 性 分 で あ っ た 。 そ ん な 人 間 が ひ ょ ん な こ と か ら 大 学 教 員 に 転 職 す る こ と に な

っ た 。 大 学 教 員 に な っ た の は 、 も ち ろ ん 研 究 す る た め で あ り 、 う か つ に も 教 育 に

関 す る 職 務 の こ と は 考 慮 の 埒 外 で あ っ た 。 赴 任 し た 際 、 専 門 分 野 が 同 じ 先 代 の 教

授 に 「 反 応 工 学 」 以 外 の 分 野 の 授 業 を 担 当 す る よ う 指 示 を 受 け 、 大 慌 て で 授 業 の

準 備 を 行 っ た こ と を 懐 か し く 思 い 出 す 。 と は い え 、 赴 任 時 に 同 様 の 経 験 を さ れ た

大 学 教 員 は 多 い の で な か ろ う か 。 こ れ は 必 ず し も 悪 習 と は 言 え ず 、 こ の よ う な 経

験 を 経 て 、 た い て い の 分 野 な ら 勉 強 す れ ば 授 業 で き る と い う 自 信 を 培 っ た こ と も

事 実 で あ る 。 こ の よ う な 自 信 が 、 後 述 す る 様 々 な 分 野 の 教 育 に 携 わ る 際 に 大 い に

役 立 っ た 。 た だ し 、 付 け 焼 き 刃 で 向 か っ た 初 め て の 教 室 で 多 く の 学 生 を 前 に 話 し

始 め た と き 、 教 卓 の 影 で 密 か に 足 が 震 え て い た こ と は 告 白 し て お く 。

大 学 院 修 士 課 程 の 授 業 で は 、 専 門 の 「 高 分 子 反 応 工 学 」 に 関 す る 授 業 を 開 講 し

た 。 授 業 内 容 は 、 自 身 が M c M a s t e r 大 学 の 博 士 課 程 で 受 け た 恩 師 の 授 業 を も と に

構 成 し 、課 し た 課 題 も 恩 師 の 授 業 に 倣 い 、「 授 業 で 出 て き た 式 を 自 ら 設 定 し た 課 題

*工 学 系 部 門  工 学 領 域  材 料 開 発 工 学 講 座

21 Higher Education Studies, University of Fukui　Vol.2



学術論文・報告

に 適 用 し 、 実 際 に 計 算 を 行 っ た 上 で 考 察 を 加 え て レ ポ ー ト に て 報 告 せ よ 」 と い う

高 度 な 内 容 で あ っ た が 、 当 時 の 学 生 は こ の よ う な 課 題 に も 熱 心 に 取 り 組 み 、 担 当

教 員 と し て は や り が い の あ る 授 業 で あ っ た 。 な お 、 北 米 の 大 学 で は 博 士 課 程 の 授

業 と 言 っ て も 学 部 生 や 修 士 課 程 の 学 生 も 受 講 で き る 授 業 が 多 く 、 私 が 元 に し た

P o l y me r  R e a c t i o n  E n g i n e e r i n g の 授 業 は 、 修 士 課 程 と 博 士 課 程 の 学 生 の 受 講 が 認 め

ら れ て い た 。 1 9 9 5 年 に は 独 自 の 英 文 テ キ ス ト 「 In t r o d u c t i o n  t o  P o l yme r  R e a c t i o n  
E n g i n e e r i n g」 を 作 成 し 、 授 業 の 目 的 に 科 学 技 術 英 語 の 修 得 を 加 え た 。

1 9 9 0 年 代 に は 、工 学 教 育 に お け る 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 必 要 性 が 囂 し く な

り 、1 9 98 年 に 学 科 に て 科 学 技 術 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 担 当 す る 外 国 人 教 員 を 初 め

て 採 用 し た 。 採 用 の 際 、 東 京 ま で 出 向 い て 複 数 の 候 補 者 に イ ン タ ビ ュ ー し た こ と

を 懐 か し く 思 い 出 す 。私 自 身 も TO E IC 学 習 を 念 頭 に 授 業 外 の セ ミ ナ ー を 学 生 向 け

に 実 施 し た ほ か 、材 料 開 発 工 学 科 時 代（ 1 9 9 9 -2 0 1 5）に は 大 学 院 の 英 語 入 試 を 担 当

し 、 入 試 を 契 機 と し て 専 門 分 野 の 英 語 を 身 に つ け る 一 助 と す べ く 、 学 科 教 員 に 呼

び か け て 、「 材 料 開 発 工 学 科  必 修 英 単 語 集 」を 編 纂 し 、希 望 者 に 配 布 し て 英 語 学

習 を 支 援 し た 。

学 生 実 験 で は 、 着 任 2 年 目 の 1 9 92 年 に は 本 学 の 化 学 系 学 生 実 験 で は 初 め て と

な る 計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 取 り 入 れ た「 拡 散 現 象 の 計 算 機 実 験 」を 開 始 し た 。

こ の 実 験 で は 、 数 値 計 算 の 他 、 数 式 処 理 、 統 計 処 理 、 グ ラ フ ィ ッ ク ス を 統 合 し て

取 り 扱 え る Ma t h e ma t i c a（ 飛 田  2 00 1）を 採 用 し た 。M a t h e ma t i c a が 最 初 に リ リ ー ス

さ れ た の が 1 9 8 8 年 で あ る か ら 大 学 の 、し か も 化 学 系 教 育 で M a t h e ma t i c a を 使 い 始

め た の は 、 日 本 の 大 学 で は か な り 早 い 部 類 で あ っ た と 思 う 。 数 学 嫌 い の 化 学 系 学

生 に 対 す る 数 学 ソ フ ト に よ る 学 習 支 援 効 果 は き わ め て 高 い と 考 え て い る 。

私 が 福 井 大 学 に 赴 任 し た 19 9 1 年 は 奇 し く も 大 学 設 置 基 準 が 大 綱 化 さ れ 、 政 策

的 に 大 学 改 革 へ の 道 筋 が 付 け ら れ た 年 で あ る 。 思 い 起 こ せ ば 、 最 初 か ら 大 学 改 革

の 波 に 飲 み 込 ま れ る こ と が 運 命 づ け ら れ て い た こ と に な る 。本 学 で の「 自 己 点 検・

評 価 」 が 始 ま っ た の は 1 9 93 年 。「 福 井 大 学 −現 状 と 課 題 」 が 刊 行 さ れ る よ う に な

り 、 福 井 大 学 創 立 50 周 年 を 迎 え た 1 999 年 に は 工 学 部 ・ 工 学 研 究 科 の 外 部 評 価 が

実 施 さ れ た 。 従 来 の 大 学 に は な か っ た 「 仕 事 」 が 教 員 に も 降 り か か る よ う に な っ

て き た 。

環 境 教 育  

1 9 9 2 年 リ オ で 開 催 さ れ た 所 謂「 地 球 サ ミ ッ ト 」以 来 、地 球 環 境 問 題 が 東 西 冷 戦

に 変 わ る 新 た な キ ー ワ ー ド と し て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ る よ う に な っ た 。 日 本 で も

環 境 教 育 は ブ ー ム と も 言 え る 普 及 を み せ（ 中 村  2 0 2 2）、大 学 で も 環 境 教 育 が 必 須

の も の と み な さ れ る よ う に な っ た 。

天 邪 鬼 な 私 は 、 ブ ー ム の 中 で の 環 境 教 育 に は 興 味 を 持 つ こ と は な か っ た が 、

1 9 9 6 年 に 在 外 研 究 員 と し て 過 ご し た オ ー ス ト ラ リ ア に て 、日 本 に 比 べ て 圧 倒 的 に

脆 弱 な 自 然 と 環 境 保 全 意 識 の 高 さ 、 そ し て 、 子 ど も の 通 っ て い た 小 学 校 で 、 ”N o  
h a t ,  n o  p l a y”、つ ま り 帽 子 な し で は 外 で 遊 ぶ な と 言 わ れ る ほ ど オ ゾ ン ホ ー ル 問 題 が
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身 近 に 存 在 す る こ と が 、 単 な る 理 念 で は 無 く 生 活 に 根 付 い た 問 題 と し て 環 境 を 意

識 す る 契 機 と な っ た 。 地 球 環 境 問 題 は 、 今 や 猛 暑 と 異 常 気 象 続 き で 現 在 世 代 の 問

題 と も な り つ つ あ る が 、 基 本 的 に は 将 来 世 代 に 対 す る 責 任 意 識 に 起 因 す る 倫 理 問

題 で あ る 。 私 自 身 、 子 ど も の 将 来 に 対 す る 責 任 が 世 代 間 公 平 意 識 の 根 源 に あ る 。

刊 行 直 後 に 読 ん だ「 O u r  S t o l e n  Fu t u r e」（ C o l b o r n  e t  a l .  1 9 9 6）、さ ら に 環 境 問 題 を 人

類 史 の 中 に 位 置 づ け た 「 A G r e en  H i s t o r y  o f  t h e  Wo r l d」 (P o n t i n g  1 9 9 1 )に 刺 激 を 受

け た こ と も 環 境 ／ 倫 理 教 育 に 興 味 を 持 つ き っ か け と な っ た 。 後 者 の 書 籍 は 、 当 時

の 情 報 検 索 技 術 の 低 さ か ら 日 本 語 の 翻 訳 が す で に あ る と は 知 ら ず 、 本 気 で 日 本 語

翻 訳 を 始 め た こ と を 懐 か し く 思 い 出 す 。

環 境 関 連 科 目 を 担 当 す る こ と を 構 想 し て い た 1 99 8 年 3 月 、上 里 宿 舎（ 公 務 員 宿

舎 ）の 町 内 会 役 員 を し て い た と き 、宿 舎 南 側 を 流 れ る 底 喰 川 改 修 問 題 に 遭 遇 し た 。

都 市 部 を 流 れ る 地 域 住 民 の 意 識 の 低 い 小 河 川 で は あ る が 、 そ の 無 関 心 さ が 翡 翠 も

観 察 で き る 豊 か な 自 然 を 育 ん で い た 。 こ の 河 川 改 修 を 巡 り 、 福 井 県 土 木 事 務 所 と

の 1 年 に わ た る「 交 渉 」を 通 じ て 、環 境 運 動 を 体 験 す る 機 会 を 得 た 。（ 飛 田  1 99 9）
実 体 験 を 踏 ま え た 上 で 、 1 99 9 年 度 に 共 通 教 育 科 目 「 地 球 環 境 工 学 」 を 開 講 し た 。

理 系 の 立 場 か ら 環 境 問 題 を 論 じ る に あ た り 、 エ ン ト ロ ピ ー と い う 視 点 か ら 環 境 問

題 に ア プ ロ ー チ し た 著 述 （ 槌 田  1 9 8 2、 槌 田  19 9 2） を 取 り 入 れ る と と も に 、 工 学

と い う 観 点 か ら 経 済 の 視 点（ 室 田  1 97 9、中 村  19 9 5）も 取 り 入 れ る よ う 心 が け た 。

ち ょ う ど 開 講 の 年 の 講 義 中 に 刊 行 さ れ た「 物 理 学 に 基 づ く 環 境 の 基 礎 理 論 」（ 勝 木

1 9 9 9） に は 大 い に 助 け ら れ た 。

開 講 初 年 度 の 授 業 実 施 計 画 を 表 1 に 示 す 。 第 1 5 回 目 が 定 期 試 験 と な っ て い る

こ と か ら 、 当 時 は 15 回 の 講 義 プ ラ ス 試 験 １ 回 と い う 文 科 省 の 指 導 が 行 わ れ る 前

で あ っ た こ と が 覗 え る 。 試 験 以 外 に 、 当 初 の 「 課 題 」 に は 、 授 業 を 開 設 す る に 際

し て 学 習 し た 2 00 冊 余 り の 書 籍 の 中 か ら 読 み や す い 8 7 の 書 籍 を リ ス ト で 示 し 、

「 リ ス ト 中 か ら 1 冊 と 自 分 で 選 ん だ 環 境 関 係 の 図 書 、 合 計 2 冊 以 上 （ 2 冊 と も リ

ス ト か ら 選 ん で も 良 い ） を 読 み 、 環 境 問 題 に つ い て 考 え た こ と を レ ポ ー ト に ま と

め よ 」 と い う 現 在 の 老 教 員 の 視 点 か ら 見 る と か な り 「 ご 無 体 な 」 課 題 と な っ て い

る 。 開 講 当 時 、 か な り 「 熱 」 が 入 っ て い た こ と が 推 察 さ れ る 。

地 球 環 境 工 学 は 、生 涯 学 習 市 民 開 放 プ ロ グ ラ ム と し て も 開 講（ 飛 田  20 0 8）す る

と と も に 、 20 0 8 及 び 2 0 0 9 年 度 、 医 学 部 の 教 養 科 目 と し て 双 方 向 授 業 シ ス テ ム を

用 い て 授 業 を 行 っ た 。 せ っ か く の 「 双 方 向 」 シ ス テ ム で あ る か ら 、 文 京 キ ャ ン パ

ス と 松 岡 キ ャ ン パ ス の 学 生 の 発 言 を 授 業 に 取 り 入 れ る べ く 努 力 し た 。 当 時 の シ ス

テ ム で は 、 学 生 の 姿 が 教 員 し か 見 ら れ な か っ た た め 、 学 生 同 士 で 互 い に 姿 が 見 ら

れ る よ う に ビ デ オ カ メ ラ を 持 ち 込 ん だ こ と も あ っ て 、 多 数 の 機 器 を 操 作 し な が ら

の 授 業 は ス リ ル と サ ス ペ ン ス に あ ふ れ た 体 験 で あ っ た 。 医 学 部 の キ ャ ン パ ス か ら

も 何 度 か 配 信 を 行 っ た 。 両 キ ャ ン パ ス の 学 生 の 理 解 度 は 、 毎 回 、 コ メ ン ト シ ー ト

で 確 認 し た 。 共 通 教 育 科 目 を 担 当 す る 楽 し さ に 一 つ は 、 各 学 部 ・ 学 科 の 学 生 気 質

の 違 い を 楽 し め る こ と で あ る が 、 医 学 部 医 学 科 ・ 看 護 学 科 の 学 生 の 気 質 に 触 れ る

こ と が で き た こ と は 、 私 に と っ て 貴 重 な 体 験 と な っ た 。 時 期 は 前 後 す る が 、 福 井
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医 科 大 学 と の 統 合 間 も な い 2 0 0 5 年 に 福 井 大 学 の 学 生 ・ 教 職 員 が 医 学 部 と の 交 流

を 深 め る こ と を め ざ し て 、 医 学 部 探 検 バ ス ツ ア ー を 実 施 し た こ と も 懐 か し い 思 い

出 で あ る 。（ 福 井 大 学 広 報 セ ン タ ー  2 0 05 a）

表 1 1999 年 度 の 共 通 教 育 科 目 「 地 球 環 境 工 学 」 授 業 計 画  

第 1 回 た わ し と わ た し

ヤ シ の 実 と 日 本 人

第 2 回 イ ー ス タ ー 島 の 警 告

古 代 文 明 崩 壊 か ら 学 ぶ こ と

第 3 回 快 適 さ に ひ そ む 悪 魔

自 動 車 に 乗 る の は 自 由 か ？ （ ロ ー ル プ レ ー ）

第 4 回 生 物 と し て の 人 間 、 地 球 に と っ て の 人 間 （ 1）
人 類 と エ ネ ル ギ ー 消 費

第 5 回 生 物 と し て の 人 間 、 地 球 に と っ て の 人 間 （ 2）
人 面 ゾ ウ の 落 と し 物 （ 二 酸 化 炭 素 問 題 ）

第 6 回 温 故 知 新 ： 歴 史 に 学 ぶ （ 1）
地 球 と ヒ ト の 歴 史

第 7 回 温 故 知 新 ： 歴 史 に 学 ぶ （ 2）
狩 猟 採 集 生 活 〜 農 業 〜 ヨ ー ロ ッ パ 人 の 侵 略

第 8 回 ク ラ ウ ジ ウ ス の 憂 鬱 と 江 戸 の 知 恵

近 世 ヨ ー ロ ッ パ と 日 本

第 9 回 省 エ ネ ル ギ ー を 科 学 す る （ 1）
エ ネ ル ギ ー 問 題 で は な く 「 エ ン ト ロ ピ ー 」 問 題 ！

第 1 0 回 省 エ ネ ル ギ ー を 科 学 す る （ 2）
熱 エ ネ ル ギ ー は ど こ ま で 交 換 で き る か ？

第 11 回 「 え ん と ろ ぴ ー 」 で 考 え る

生 産 ／ 消 費 の 科 学

第 1 2 回 我 々 は 牛 を 食 べ る べ き か

農 業 と 環 境

第 1 3 回 化 学 物 質 の 氾 濫

化 学 物 質 の リ ス ク ア セ ス メ ン ト

第 1 4 回 ゴ ミ が 捨 て ら れ な い ！

（ ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン グ ）

第 1 5 回 定 期 試 験

1 9 9 9 年 の 改 組 時 に「 材 料 開 発 工 学 科 」を 学 科 名 と す る こ と が 決 ま っ た と き 、「 開

発 」 と い う 名 の も と で 人 類 が 行 っ て き た こ と を 考 え る と 新 学 科 名 に は 強 い 違 和 感

が あ り 、 国 際 連 合 に よ る 定 義 を 参 考 に 「 開 発 」 を 単 に 経 済 的 （ 金 銭 的 ） 観 点 か ら
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捉 え る の で は な く 、 食 料 、 住 宅 、 文 化 と い っ た 人 間 と し て 基 本 的 に 必 要 と す る も

の す べ て を 総 合 的 に 現 状 よ り 良 く す る 活 動 と し て 位 置 づ け る こ と を 主 張 し 、 文 科

省 へ の 申 請 書 類 や 学 科 パ ン フ レ ッ ト で 「 資 源 収 奪 ・ 環 境 破 壊 型 の 材 料 開 発 か ら 環

境 調 和 型 の 材 料 開 発 へ の 転 換 」 を ア ピ ー ル し た 。

材 料 開 発 工 学 科 の カ リ キ ュ ラ ム に も 、 専 門 科 目 の 必 修 科 目 と し て 「 環 境 と 材 料

開 発 の 科 学 」 が 導 入 さ れ 、 2 0 1 6 年 の 改 組 ま で 担 当 し た 。

「 地 球 環 境 工 学 」の 授 業 は 、 20 1 6 年 の 改 組 を 期 に 、同 じ く 共 通 教 育 科 目 と し て

開 講 さ れ て い た 「 環 境 化 学 」 と 統 合 し て 「 科 学 技 術 と 環 境 」 と 改 称 し 、 物 質 ・ 生

命 化 学 科 の 教 員 4 名 が 担 当 す る 共 通 教 育 科 目 と し て 開 講 し て い る 。

技 術 者 倫 理 教 育  

1 9 9 9 年 に 日 本 技 術 者 教 育 認 定 機 構（ J A B E E）が 設 立 さ れ 、日 本 の 大 学 に お け る

工 学 教 育 に 技 術 者 倫 理 教 育 が 必 須 と さ れ る よ う に な っ た 。 日 本 で の 技 術 者 倫 理 教

育 の 推 進 に は 、 地 下 鉄 サ リ ン 事 件 を 始 め と す る オ ウ ム 真 理 教 事 件 に 大 学 の 理 系 卒

業 者 が 多 く 関 わ っ て い た こ と に 対 す る 日 本 社 会 が 受 け た シ ョ ッ ク の 大 き さ も 強 く

影 響 し た と 記 憶 す る 。

本 学 工 学 部 の 全 学 科 で 必 修 科 目 と し て 技 術 者 倫 理 関 連 科 目 が 設 置 さ れ る こ と

に な り 、 材 料 開 発 工 学 科 で も 「 社 会 と 技 術 者 」 と 称 し た 科 目 が 3 年 後 期 に 新 設 さ

れ る こ と に な っ た 。 計 画 当 初 、 非 常 勤 講 師 に よ る 授 業 も 構 想 さ れ て い た が 、 学 科

の 必 修 科 目 を 非 常 勤 講 師 に 依 存 す る こ と は 如 何 な も の か と い う 意 見 を 述 べ た こ と

が き っ か け と な り 、 こ の 科 目 の 担 当 も 引 き 受 け る こ と に な っ た 。

化 学 系 の 技 術 者 倫 理 教 育 に は 、 水 俣 病 事 件 が 事 例 と し て 必 須 で あ る と 判 断 し 、

水 俣 病 事 件 を 一 つ の 軸 と し て 授 業 の 構 想 を 立 て た 。 と は い え 、 水 俣 の 地 を 訪 れ た

経 験 す ら な か っ た の で 、 2 00 3 年 の 3 月 2 0 日 、 東 京 出 張 の あ と 、 羽 田 空 港 か ら 鹿

児 島 へ 飛 び 、 レ ン タ カ ー で 水 俣 に 入 っ た 。 こ の 日 は 、 イ ラ ク 戦 争 が 始 ま っ た 日 で

あ り 、 午 前 1 0 時 か ら 羽 田 空 港 は 特 別 警 戒 態 勢 と な り 、 1 0 時 直 前 に セ キ ュ リ テ ィ

検 査 を 通 過 し た あ と 、乗 客 が ほ と ん ど 入 っ て こ な く な る と い う 貴 重 な 経 験 を し た 。

ま た 、 ま っ た く 想 定 し て い な か っ た の だ が 、 こ の 日 は 、 ち ょ う ど 1 9 7 3 年 3 月 2 0
日 に 熊 本 地 裁 で あ っ た 水 俣 病 裁 判 勝 訴 の 日 か ら 3 0 周 年 を 迎 え た 日 で も あ っ た た

め 、 水 俣 に は 多 く の 関 係 者 が 集 結 し て い た 。 水 俣 で は 多 く の 資 料 収 集 に 恵 ま れ 、

大 量 の コ ピ ー を 抱 え て 意 気 揚 々 と 帰 路 に つ い た 。 レ ン タ カ ー で 鹿 児 島 空 港 に 戻 る

途 中 、「 曽 木 の 滝 」と い う 観 光 地 が カ ー ナ ビ に 現 れ た 。興 味 本 位 で 立 ち 寄 っ た と こ

ろ 、 そ の 地 に 建 設 さ れ た 発 電 所 が チ ッ ソ 水 俣 工 場 建 設 の き っ か け で あ る こ と を 知

っ た 。 旧 発 電 所 の 使 わ れ な く な っ た 導 水 管 の 暗 闇 で 水 俣 病 事 件 に つ い て 思 索 を 巡

ら し た 体 験 は 忘 れ が た い 。 鹿 児 島 空 港 へ は 早 め に 到 着 し た が 、 セ キ ュ リ テ ィ ー チ

ェ ッ ク は 気 が 抜 け る ほ ど 「 平 常 通 り 」 で あ っ た 。 南 九 州 の 地 は 、 か く も 「 東 京 」、

す な わ ち 水 俣 病 事 件 に お け る 「 国 」 か ら 遠 い 地 に あ っ た 。 か つ て 、 日 本 の 国 立 大

学 で は 、 水 俣 病 事 件 に 関 わ る 者 は 教 授 に な れ な い と 言 わ れ た 時 代 も あ っ た が 、 そ

の 調 査 の す ぐ 後 、 教 授 に 昇 任 し た 。
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調 査 資 料 の 他 、多 く の 資 料 を 読 み 込 ん で 授 業 準 備 を 行 い 、2 0 0 4 年 後 期 よ り 3 年

後 期 の 必 修 科 目 と し て 「 社 会 と 技 術 者 」 を 徳 永 雄 次 教 員 と 分 担 し て 開 講 し た 。 技

術 者 倫 理 と い う 科 目 の 性 質 上 、 事 例 の 中 に 受 講 者 が 入 り 込 み 、 感 情 移 入 を 通 じ て

当 事 者 意 識 を 持 っ て 体 感 す る こ と が 望 ま し い 。 水 俣 病 事 件 に は 多 数 の 裁 判 記 録 も

あ り 、 多 く の 証 言 が 記 録 さ れ て い る 。 こ れ ら の 資 料 を も と に 社 長 、 工 場 長 、 技 術

部 長 、 そ し て 一 人 ひ と り の 技 術 者 の 証 言 を 抽 出 し て ま と め 、 簡 単 な 人 物 紹 介 ・ 年

表 と と も に 受 講 者 に 配 布 し て グ ル ー プ ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン や ロ ー ル プ レ ー を 行 っ

た 。2 0 04 年 度 の 担 当 部 分 、特 に 水 俣 病 事 件 に 関 す る 授 業 に つ い て は 、大 学 紀 要（ 飛

田 ・ 柳 瀬  2 00 5） に て 報 告 し た 。「 会 社 （ 上 司 ） の 命 令 で あ れ ば 、 倫 理 的 に 問 題 が

あ る 命 令 で あ っ て も 違 法 行 為 で な け れ ば 従 い ま す か ？ 」 と い う 設 問 に 対 し 、 受 講

前 に は 6 3％ の 学 生 が Ye s と 回 答 し た の に 対 し 、受 講 後 に は 8 3％ の 学 生 が N o と 回

答 す る な ど 、 技 術 者 倫 理 教 育 に よ る 顕 著 な 意 識 の 変 容 が 示 さ れ た 。

「 社 会 と 技 術 者 」 は 、 思 い の ほ か 受 講 生 に 好 評 で あ っ た 。 中 に は 、 加 害 企 業 で

あ る チ ッ ソ 株 式 会 社 の 就 職 試 験 を 受 け て 通 っ た 学 生 も い た 。 結 局 、 こ の 学 生 は 他

の 企 業 に 就 職 し た が 、チ ッ ソ で の 面 接 の 際 、学 生 が こ の 授 業 の 事 を 話 し た と こ ろ 、

「 良 い 授 業 を し て い ま す ね 」 と の コ メ ン ト が あ っ た と の こ と 。 こ の 授 業 が 技 術 者

倫 理 意 識 を 涵 養 す る た め の 授 業 で あ り 、「 告 発 」 す る た め の 授 業 で は な い こ と は 、

学 生 に も 企 業 に も 伝 わ っ た と 感 じ て い る 。

こ の 授 業 は 、 2 0 16 年 度 の 改 組（ 3 年 生 の 科 目 で あ る の で 、 2 0 1 7 年 度 ま で ）担 当

し た 。20 1 6 年 に 実 施 さ れ た カ リ キ ュ ラ ム・ア ン ケ ー ト の 結 果 を 見 る と 、「 倫 理 観・

社 会 的 責 任 感 の 育 成 」 と い う 項 目 に つ い て 、 材 料 開 発 工 学 科 （ つ ま り 2 年 生 と 3
年 生 ）の 学 生 で「 非 常 に 良 い・良 い 」と 回 答 し た 学 生 は 、71％ に の ぼ り 、こ れ は 、

工 学 部 全 体 の 平 均 値 5 5％ を 大 幅 に 上 回 っ た 。 こ の 当 時 、 2 年 生 後 期 に 「 環 境 と 材

料 開 発 の 科 学 」を 、3 年 後 期 に「 社 会 と 技 術 者 」を 担 当 し て お り 、多 少 は こ の よ う

な ア ン ケ ー ト 結 果 に 反 映 さ れ た と 自 負 し て い る 。 こ の 年 は 、 新 学 科 で あ る 物 質 ・

生 命 化 学 科 の 学 生 は 1 年 生 の み で あ っ た が 、 初 年 次 教 育 と し て 「 物 質 ・ 生 命 化 学

概 論 」で も 5 回 の 授 業 を 担 当 し 、技 術 者 倫 理 に 関 わ る 話 題 も 意 識 し て 取 り 入 れ た 。

2 0 1 6 年 度 の カ リ キ ュ ラ ム・ア ン ケ ー ト に て 物 質・生 命 化 学 科 1 年 生 の 回 答 を 見 る

と 、「 倫 理 観・社 会 的 責 任 感 の 育 成 」と い う 項 目 に つ い て「 非 常 に 良 い・良 い 」と

回 答 し た 学 生 は 、 6 3％ と な っ て お り 、 こ れ も 全 工 学 部 平 均 （ 5 5％ ） を 上 回 っ て い

る 。 種 々 の 授 業 科 目 の 中 に 技 術 者 倫 理 教 育 を 取 り 入 れ る E t h i c s  A c r o s s  t he  
C u r r i c u l u m（ 札 野  20 0 6） と 呼 ば れ る 教 育 方 法 の 有 効 性 が 示 唆 さ れ る 。

創 成 教 育  

2 0 0 0 年 代 に 入 る と 20 0 4 年 度 か ら 国 立 大 学 が 独 立 法 人 化 さ れ る こ と が 周 知 さ れ 、

一 般 企 業 で は す で に 陰 り を 見 せ て い た 「 成 果 主 義 」 が 大 学 に も 遅 れ ば せ な が ら 本

格 的 に 取 り 入 れ ら れ 、「 集 中 と 選 択 」の 名 の 下 に 各 大 学 が 予 算 獲 得 を 競 い 合 う 時 代

と な っ た 。工 学 部 で は 、 20 0 2 年 度 後 半 か ら 、公 募 に 向 け た 新 教 育 プ ロ グ ラ ム の 作

成 に 取 り 組 む よ う に な っ た 。（ 鈴 木  2 0 04）私 自 身 は 2 0 03 年 5 月 か ら「 教 育 C O E
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ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ（ WG）」と 命 名 さ れ た W G に 参 加 し た こ と で 教 育 プ ロ グ ラ

ム 作 り に 関 わ る よ う に な っ た 。 C O E と い う の は C e n t e r  o f  E xc e l l e n c e の 略 で 2 0 02
年 か ら 文 部 科 学 省 が 大 学 教 育 再 生 の 戦 略 的 推 進 を 掲 げ て 実 施 し た 公 募 プ ロ グ ラ ム

で あ る 。教 育 分 野 に つ い て は 、現 代 的 教 育 ニ ー ズ 取 組 支 援 プ ロ グ ラ ム（ 現 代 G P）、

質 の 高 い 大 学 教 育 推 進 プ ロ グ ラ ム （ 特 色 G P） な ど G P（ G oo d  P r a c t i c e） と 呼 ば れ

る よ う に な る 。

こ の WG の 活 動 に は 目 覚 ま し い も の が あ り 、活 動 を 通 じ て「 地 域 教 育 活 動 の 場

の 持 続 的 形 成 プ ロ グ ラ ム 」[現 代 G P、2 0 05 -2 0 0 7 ]（ 福 井 大 学 工 学 部  2 0 0 8）、「 よ り

高 い 現 代 的 な 教 養 教 育 を め ざ し て 」[特 色 G P、2 0 0 5 -2 0 0 8 ]（ 福 井 大 学 共 通 教 育 セ ン

タ ー  2 0 0 9）、「 夢 を 形 に す る 技 術 者 育 成 プ ロ グ ラ ム 」 [教 育 G P、 2 0 0 8 -2 0 1 0 ] (福 井

大 学 工 学 部  2 0 11 )、「 学 士 力 の 礎 と な る 初 年 次 教 育 」 [教 育 G P、 2 0 0 9 -2 0 11 ]と い う

４ つ の プ ロ グ ラ ム が 採 択 さ れ た 。こ れ ら の プ ロ グ ラ ム の う ち 、「 夢 を 形 に す る 技 術

者 育 成 プ ロ グ ラ ム 」 の 取 組 責 任 者 と な っ た 。

こ の プ ロ グ ラ ム の 採 択 に は 、「 計 画 」 だ け で な く 実 績 も 求 め ら れ る 。 2 0 03 年 か

ら 創 成 教 育 を 推 進 す る プ ロ グ ラ ム の 準 備 作 業 に 入 っ た 。 そ の 中 で 関 係 者 の 意 欲 を

高 め る キ ー ワ ー ド と し て 提 案 し た の が「 Ima g i n e e r」と い う 文 言 で あ る 。現 在 で は 、

英 和 辞 典 に も 掲 載 さ れ て い る 単 語 で あ る が 、 当 時 は 書 籍 形 態 の 辞 書 に は 掲 載 さ れ

て お ら ず 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 辞 書 で あ る 「 英 辞 郎 」 を あ れ こ れ 調 べ て い る う ち

に 見 つ け た 新 し い 英 単 語 で あ っ た 。「 Ima g i n e e r」と い う 言 葉 は 、そ の 後 、工 学 部・

工 学 研 究 科 の 理 念 ・ 目 的 と す る 文 言 、「 夢 を 形 に す る 技 術 者 、 I ma g i n e e r を め ざ し

て 」 に 採 用 さ れ 、 今 日 に い た る ま で 本 学 の 工 学 部 ・ 工 学 研 究 科 を 特 徴 づ け る 文 言

と し て 活 用 さ れ て い る 。

W G で の 議 論 を 経 て 、 2 0 0 4 年 度 に 工 学 部 共 通 科 目 「 学 際 実 験 」（ 20 0 5 年 度 よ り

学 際 実 験 ・ 実 習 ） を 新 設 し た 。 こ れ は 、 学 科 ・ 学 年 の 枠 を 越 え て グ ル ー プ を つ く

り 、 学 生 主 体 の プ ロ ジ ェ ク ト を 通 じ て 能 力 育 成 を 行 う 科 目 で あ る 。 そ も そ も 、

J A B E E や 経 済 産 業 省 が 唱 え る「 社 会 人 基 礎 力 」な ど で 求 め ら れ る 能 力 は 、座 学 の

み で は 修 得 困 難 な 能 力 ば か り で あ る 。学 際 実 験・実 習 は 、「 学 生 の 学 生 に よ る 学 生

の た め の 授 業 」 を 謳 い 、 学 生 自 身 の 自 主 参 加 、 自 主 企 画 、 自 主 運 営 の 自 主 ３ 原 則

に 基 づ き 、 学 生 が 主 人 公 と な っ て プ ロ ジ ェ ク ト に 取 り 組 み 、 グ ル ー プ ご と に 教 員

が ア ド バ イ ザ ー と し て 参 画 す る 授 業 で あ る 。 こ う し た 教 育 手 法 は 「 創 成 教 育 」 と

呼 ば れ 、 2 0 00 年 代 に 入 っ て 多 く の 大 学 が 導 入 を 試 み た 。 G P 終 了 後 も 継 続 的 に 実

施 し て い る 大 学 は そ う 多 く は な い と 推 測 す る 。

学 際 実 験・実 習 は 、開 講 当 時 か ら ３ 種 の プ ロ ジ ェ ク ト か ら 構 成 し て お り 、「 知 能

ロ ボ ッ ト 」（ 片 山  2 00 4）、「 レ ッ ス ン プ レ ビ ュ ー ビ デ オ 」（ 桜 井  2 0 04）、「 環 境 問 題

調 査 隊 」（ 飛 田  2 00 5）か ら ス タ ー ト し た 。「 知 能 ロ ボ ッ ト 」は 、2 0 06 年 よ り「 知 能

ロ ボ ッ ト・プ ロ ジ ェ ク ト 」と 名 称 変 更 し 、現 在 に い た る ま で 名 称 は 同 じ で あ る が 、

内 容 的 に は レ ゴ マ イ ン ド ス ト ー ム か ら ロ ボ ッ ト キ ッ ト 、 二 足 歩 行 ロ ボ ッ ト 、 モ ー

シ ョ ン キ ャ プ チ ャ ー 技 術 や V R 技 術 の 導 入 な ど 、 現 代 的 ニ ー ズ を 取 り 入 れ て 拡 張

し て き た 。 学 生 視 点 で 授 業 紹 介 ビ デ オ を 制 作 す る 「 レ ッ ス ン プ レ ビ ュ ー ビ デ オ 」
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（ 2 0 0 4 -2 0 0 5）は 、よ り 自 由 な ビ デ オ 制 作 を 行 う「 デ ジ タ ル・ク リ エ ー タ ー・プ ロ

ジ ェ ク ト 」（ 2 0 06 -2 0 1 3）、 さ ら に 時 代 の 変 化 を 捉 え て 「 ア プ リ 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト 」

（ 2 0 1 4 -2 0 2 2）、「 A I・デ ー タ サ イ エ ン ス 実 践 プ ロ ジ ェ ク ト 」（ 2 0 2 3 -）と 情 報 系 プ ロ

ジ ェ ク ト を 更 新 し て き た 。「 環 境 問 題 調 査 隊 」（ 2 0 04 -2 0 0 5） は 、「 エ コ ロ ジ ー ＆ ア

メ ニ テ ィ・プ ロ ジ ェ ク ト 」（ 2 0 0 6 -2 0 1 4）、Ima g i n e e r プ ロ ジ ェ ク ト 福 井（ iP F）」（ 2 0 1 5 -）
と プ ロ ジ ェ ク ト 内 容 を 調 査 活 動 か ら 、も の づ く り ／ ま ち づ く り へ と 拡 大 し て き た 。

学 際 実 験 ・ 実 習 に は 、 Ⅰ 、 Ⅱ を 設 け 、 学 生 各 人 が 必 要 性 を 感 じ た と き に 複 数 回 受

講 で き る よ う に し た 。

単 位 認 定 を 行 わ ず に 活 動 場 所 、機 器 、資 金 、関 係 教 員 へ の 協 力 の 呼 び か け な ど 、

各 種 の 支 援 を 行 う「 創 成 活 動 」と あ わ せ 、工 学 部 先 端 科 学 技 術 育 成 セ ン タ ー（ 2 00 6
年 創 設 ）が 責 任 運 営 機 関 と な り 、工 学 部 で の 創 成 教 育 を 推 進 し て い る 。（ 福 井 大 学

広 報 セ ン タ ー  2 00 6、飛 田 2 00 9、福 井 大 学 工 学 部 先 端 科 学 技 術 育 成 セ ン タ ー  2 0 11、
鈴 木 ・ 飛 田 2 0 1 3、 飛 田  20 1 4 a、 飛 田  20 1 8）

プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進 に は 、 知 識 と 意 欲 と 経 験 が 求 め ら れ る 。 こ の う ち 、 意 欲 を

高 め る 発 表 会 の 場 と し て 、 20 0 4 年 に 第 １ 回「 元 気 プ ロ ジ ェ ク ト ま つ り 」を「 福 大

生 が 汗 を 流 し て 取 り 組 ん だ プ ロ ジ ェ ク ト の 総 合 発 表 会 」 と 銘 打 っ て ア カ デ ミ ー ホ

ー ル に て 開 催 し た 。（ 福 井 大 学 広 報 セ ン タ ー  20 0 4） 資 金 不 足 の 中 、 モ ノ ク ロ で つ

く っ た チ ラ シ を フ ァ ミ ー ル （ 福 井 県 内 の 無 料 宅 配 情 報 誌 ） の 折 り 込 み 広 告 と し て

直 接 持 ち 込 ん だ 事 を 懐 か し く 思 い 出 す 。 第 １ 回 の 来 場 者 数 は 惨 憺 た る も の で あ っ

た が 、 そ の 際 に 暇 を 持 て 余 し て 集 ま っ た 教 員 間 で 「 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン や レ ー ザ ー

シ ョ ー な ん か を や る と 楽 し い か も 」 と 話 し 合 っ た 。 20 0 7 年 に 明 石 行 生 教 員 （ 現 、

工 学 部 長 ） が 赴 任 さ れ 、 創 成 教 育 グ ル ー プ に 加 わ っ て 、 そ の よ う な 「 夢 」 が 実 現

し た 。 現 在 で は キ ャ ン パ ス ・ イ ル ミ ネ ー シ ョ ン は 福 井 大 学 の 恒 例 行 事 と し て 定 着

し て い る 。 ま こ と 、 念 じ た 「 夢 」 は 実 現 す る も の で あ る 。

元 気 プ ロ ジ ェ ク ト ま つ り は 、 そ の 後 も 毎 年 開 催 し （ 福 井 大 学 広 報 セ ン タ ー

2 0 0 5 b）、学 内 の さ ま ざ ま な グ ル ー プ と 連 携 す る こ と で 、2 00 9 年 に は 単 独 イ ベ ン ト

と し て 5 0 0 名 を 越 す 来 場 者 を 集 め る ま で に 成 長 し 、20 1 0 年 よ り 大 学 開 放 事 業「 一

日 遊 学 」と 同 時 開 催 す る よ う に な っ た 。蛇 足 で は あ る が 、「 元 気 プ ロ ジ ェ ク ト ま つ

り 」は 、寺 田 聡 教 員 の 提 案 を も と に 、私 が 命 名 し た も の で あ り 、「 一 日 遊 学 」は 私

が 提 案 し た 名 称 で あ る 。 ど ち ら も 、 我 が 子 の よ う に 愛 ら し く 感 じ て い る 。

セ ン タ ー で は 、 各 創 成 活 動 グ ル ー プ が そ れ ぞ れ の 分 野 の 地 区 大 会 、 全 国 大 会 、

世 界 大 会 に 出 場 す る こ と を 推 奨 し て い る が 、 決 し て 大 会 で 優 秀 な 成 績 を 挙 げ る こ

と を 目 的 と は し て い な い 。思 い 出 深 い 学 生 グ ル ー プ の 受 賞 と し て 、20 1 4 年 に 全 日

本 学 生 フ ォ ー ミ ュ ラ 大 会 に お い て 、 外 国 か ら 参 加 し て 難 渋 し て い た チ ー ム を 支 援

し た こ と が 評 価 さ れ た 「 ス ポ ー ツ マ ン シ ッ プ 賞 」 を 大 変 誇 ら し く 記 憶 し て い る 。

ま た 、国 際 光 工 学 会（ SP IE）学 生 支 部 グ ル ー プ が 2 01 8 年 の 世 界 大 会 で 参 加 者 に よ

る 投 票「 P e op l e ’ s  C ho i c e  Aw a r d」で １ 位 と な り 、審 査 委 員 投 票 で も ３ 位 に 選 ば れ た

こ と も 記 録 に 留 め て お く 。 近 年 で は 、 S te e l  B r i d g e  C o mp e t i t i o n チ ー ム が 全 国 大 会

連 覇 、 ア ジ ア 大 会 で も 優 勝 と い っ た 輝 か し い 成 果 を 挙 げ て い る 。
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こ の よ う な 創 成 教 育 の 取 り 組 み は 、 2 0 0 6 年 度 に「 工 学 に お け る 学 際 的 実 験・実

習 の 実 践 」と し て 第 1 6 回 日 本 工 学 教 育 協 会 賞・業 績 賞 を 受 賞 す る と と も に 、201 8
年 度 に は 、「 ア ジ ア ブ リ ッ ジ コ ン ペ テ ィ シ ョ ン に よ る 国 際 交 流 お よ び エ ン ジ ニ ア

リ ン グ デ ザ イ ン へ の 取 り 組 み 」と し て 、本 学 か ら は 鈴 木 敬 悟 教 員 が 第 2 3 回 工 学 教

育 賞 ・ 業 績 部 門 に て 受 賞 し て い る 。

工 学 部 全 体 で の 創 成 教 育 の 推 進 に 加 え て 、2 0 0 4 年 度 か ら 学 科 の 実 験 教 育（ 必 修 ）

に も 「 創 成 実 験 ： ス ラ イ ム の 科 学 」 を 導 入 し た 。 こ れ は 、 学 生 が 自 由 に 実 験 し て

も 危 険 性 が ほ と ん ど な い 洗 濯 の り を 用 い た ス ラ イ ム 作 成 を ベ ー ス と し 、 グ ル ー プ

で 設 定 し た テ ー マ に 基 づ い て 、 合 成 方 法 、 ゲ ル 化 理 論 、 環 境 応 答 性 を 含 む ゲ ル 物

性 、ま た 、「 硬 い 」材 料 と は 異 な っ た ソ フ ト マ テ リ ア ル の 利 用 な ど を 体 得 す る 実 験

で あ り 、2〜 3 ヶ 月 間 に お よ ぶ 主 体 的 活 動 を プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 、及 び 報 告 書 に て

成 果 報 告 を 行 う も の で あ る 。 2 0 1 5 年 度 か ら は 、副 題 を「 ス ラ イ ム か ら の 新 製 品 開

発 」 と し 、 ス ラ イ ム と い う シ ー ズ か ら 社 会 の ニ ー ズ を 満 た す 新 製 品 開 発 に 重 点 を

お く よ う に し た 。改 組 後 、受 講 者 数 が 大 幅 に 増 え た 2 0 1 8 年 度 か ら は 学 科 教 員 3 名

で 分 担 し て 担 当 す る 態 勢 を と っ た 。 自 主 的 な 活 動 に 基 づ く 実 験 は 学 生 に と っ て は

忘 れ 得 ぬ 体 験 と な っ て い る よ う で あ る 。

毎 回 、学 生 の 投 票 に よ り「 最 優 秀 賞 」を 選 出 し て い る が 、 2 0 1 9 年 度 に 最 優 秀 賞

に 選 ば れ た ア イ デ ィ ア は 、 福 井 大 学 ビ ジ ネ ス プ ラ ン コ ン テ ス ト に て 最 優 秀 賞 を 受

賞 し た ほ か 、全 国 大 会 で あ る「 テ ク ノ 愛 2 0 1 9」に お い て 準 グ ラ ン プ リ 1 )を 獲 得 し

た 。

図 1 創 成 実 験 を 通 じ て 身 に つ い た 能 力 と し て 自 己 評 価 し た 割 合  

こ の 実 験 で は 、 学 科 が 設 定 し た 学 習 ・ 教 育 目 標 に 掲 げ る 9 項 目 の 能 力 を 獲 得 す
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る こ と を 目 指 し て お り 、 毎 年 、 実 施 後 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ て い る 。 図 1 に 同

一 の ア ン ケ ー ト 形 式 と し た 2 0 1 9 年 度 以 降 の 学 生 が 身 に つ い た 能 力 と し て 自 己 評

価 し た 項 目 の 変 化 を 示 す 。 毎 年 、 ア ン ケ ー ト を も と に 改 善 を 加 え た 結 果 、 現 在 で

は 座 学 で は 修 得 し づ ら い 能 力 に つ い て は 、 ほ ぼ す べ て の 能 力 が バ ラ ン ス 良 く 修 得

で き て い る こ と が 示 さ れ て い る 。

「 物 質 ・ 生 命 化 学 に 関 す る 知 識 を 持 ち 、 問 題 解 決 に 応 用 で き る 」 を 具 体 的 文 言

と す る 「 専 門 力 」 に つ い て は 改 善 の 余 地 が 残 る が 、 図 2 に 示 す よ う に 創 成 実 験 を

通 じ て 、 専 門 分 野 に 対 す る 興 味 関 心 は 増 進 さ れ て い る こ と が 示 さ れ て お り 、 座 学

と の 連 携 を 通 じ て 、 こ う し た 能 力 の さ ら な る 向 上 も 期 待 で き る 。

図 2 創 成 実 験 を 通 じ て 専 門 分 野 へ の 関 心 が 増 し た と 回 答 し た 割 合  

福 井 大 学 工 学 部 先 端 科 学 技 術 育 成 セ ン タ ー が 運 営 す る 創 成 教 育 に つ い て は 、 毎

年 C IR C LE  N e w s 2 )に て 公 表 し て い る ほ か 、 2 0 1 6 年 度 以 降 の 活 動 に つ い て は 、福 井

大 学 高 等 教 育 セ ン タ ー 年 報（ 第 7 号 −11 号 ）及 び 福 井 大 学 高 等 教 育 研 究（ 第 １ 号 ）

に お い て 「 教 育 改 善 の た め の 重 点 配 分 経 費 実 施 報 告 書 」 と し て 公 表 し て い る 。

教 育 へ の IT 技 術 の 活 用  

黒 板 は 未 だ に 授 業 に 不 可 欠 な ツ ー ル で は あ る が 、1 9 9 0 年 代 の O H P か ら 2 0 0 0 年

代 に 入 っ て か ら の P o w e r  P o i n t（ P P T） を 用 い た 授 業 の 普 及 、 さ ら に は 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト の 活 用 と 授 業 を 巡 る IT 機 器 の 活 用 も 、 過 去 3 0 年 の 間 に 大 き く 変 化 し た 。

1 9 9 0 年 代 の 講 演 で 、「 先 生 は 、 O H P シ ー ト を 換 え て い る 間 も 話 し 続 け ま す ね 」 と

言 わ れ 、「 油 断 す る と 学 生 が 寝 ま す か ら ね 」 と 答 え た と 記 憶 す る 。 授 業 で の 「 間 」

の 使 い 方 が 未 熟 で あ っ た の で あ ろ う 。今 回 発 掘 し た 授 業 資 料 で は 、2 0 0 4 年 度 に 用

い た 授 業 に は O H P と P P T の 両 方 の 資 料 が あ っ た の で 、 こ の 辺 り が O H P か ら P P T
へ の 転 換 期 で あ っ た と 思 わ れ る 。我 が 研 究 室 に あ っ た ポ ー タ ブ ル タ イ プ の O H P プ

ロ ジ ェ ク タ ー は 、2 0 0 7 年 頃 ま で 活 躍 し た 形 跡 が あ る 。私 の 経 験 で は 、こ の 頃 が 1 9 8 0
年 代 に ス ラ イ ド 映 写 機 か ら 王 座 を 奪 っ た O H P 時 代 の 終 焉 で あ る 。

「 環 境 教 育 」の 部 分 で 記 し た よ う に 2 0 0 8 年 に は 、双 方 向 授 業 シ ス テ ム を 体 験 し
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た 。 2 0 1 2 年 に は ク リ ッ カ ー を 授 業 へ の 導 入 を 開 始 し 、 FD 委 員 会 と し て ク リ ッ カ

ー の 事 例 紹 介 に 関 す る 講 演 会 を 開 催 し た 。 ク リ ッ カ ー の 活 用 に よ り 、 大 人 数 授 業

で の 学 生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 改 善 し 、 授 業 中 の 学 生 の 理 解 度 の 把 握 が 容 易

に な っ た 。 そ の 後 も 授 業 で の ク リ ッ カ ー の 利 用 は 継 続 し た が 、 2 0 19 年 度 末 、 1 5 0
個 の ク リ ッ カ ー の 電 池 を す べ て 交 換 し て 、 次 年 度 の 授 業 へ の 準 備 を 滞 り な く 終 え

た 直 後 、2 0 20 年 4 月 の コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 対 す る 緊 急 事 態 宣 言 に よ り 対 面 授

業 が 停 止 。 そ の 後 も 感 染 防 止 の 観 点 か ら 授 業 で の 使 用 は 控 え て い る 。 コ ロ ナ 禍 を

経 た 現 在 で は 、 ク リ ッ カ ー を 使 わ な く て も 、 ス マ ホ で 同 様 の こ と が 可 能 で あ る 。

2 0 1 4 年 に 専 門 科 目 で あ る 「 反 応 工 学 」 に 反 転 授 業 を 導 入 し た 。（ 飛 田  20 1 4 b、
飛 田  20 1 9）反 転 授 業 を 始 め た 直 接 の き っ か け は 、サ ル マ ン・カ ー ン 氏 に よ る「 世

界 は 一 つ の 教 室 」（ カ ー ン  2 0 1 3）に 刺 激 さ れ た た め で あ る 。「 反 応 工 学 」は 数 学 を

多 用 す る 科 目 で 、 不 合 格 に な る 学 生 が 多 く 、 か つ て は 担 当 ク ラ ス が 3 ク ラ ス に 膨

れ 上 が っ た こ と も あ っ た 。 い く ら 手 間 を か け た と し て も 、 果 た し て 私 の 授 業 が 学

生 に と っ て 親 切 な の か と 問 い 直 し た と き 、 一 つ の 答 え と し て 「 反 転 授 業 」 に た ど

り 着 い た 。 初 年 度 は 、 学 生 が 物 珍 し く 感 じ た こ と も あ り 、 試 験 を 受 験 し た 受 講 者

全 員 が 素 点 で 6 0 点 以 上 の 成 績 と な っ た 。毎 年 実 施 し た ア ン ケ ー ト で は「 途 中 で ビ

デ オ が 止 め ら れ る 」 と い う 点 が 、 学 生 に 最 も 高 く 評 価 さ れ て い る 。 コ ロ ナ 禍 を 受

け て 導 入 さ れ た ビ デ オ 授 業 に 慣 れ た 昨 今 の 学 生 に は 物 珍 し さ は な く な っ た が 、「 反

転 授 業 」 の 学 習 効 果 の 高 さ は 、 現 在 で も 認 め ら れ る 。

2 0 1 5 年 に は 、 本 学 に We bC l a s s（ 末 本  2 0 1 5） が 導 入 さ れ 、 上 記 の 反 転 授 業 と 連

携 し て 利 用 を 開 始 し た 。と は い う も の の 、実 質 的 な 活 用 は 、他 の 教 員 と 同 じ く 20 20
年 度 に 遠 隔 授 業 の 実 施 を 余 儀 な く さ れ て か ら で あ る 。 コ ロ ナ 禍 の も と 、 す べ て の

授 業 の ビ デ オ 化 を 20 2 0 年 5 月 ま で に 終 え 、 オ ン デ マ ン ド 形 式 で の 授 業 を ベ ー ス

と し 、適 宜 、G o o g l e  M e e t を 用 い て オ ン ラ イ ン 授 業 を 行 っ た 。コ ロ ナ 禍 を 終 え た 現

在 で は 、 コ ロ ナ 禍 が 始 ま っ た 当 時 は 名 前 も 知 ら な か っ た G o og l e  C l a s s r o o m を 愛 用

し て い る 。 コ ロ ナ 禍 は 、 教 育 の IT 化 を 劇 的 に 加 速 し た 。

コ ロ ナ 禍 後 の 現 在 で は 、作 成 し た 授 業 ビ デ オ は「 復 習 用 」と し て 活 用 し て い る 。

復 習 用 の ビ デ オ は 、コ ロ ナ 禍 以 前 か ら 要 望 が 高 か っ た 。 We bC l a s s や C l a s s r o o m と

い っ た LM S（ Le a r n i n g  M an a g e me n t  S ys t e m）を 用 い る と 、学 生 と の 迅 速 で 個 別 的 な

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 容 易 に な る 。 学 生 側 は 、 次 週 ま で 待 た な く て も い つ で も レ

ポ ー ト を 提 出 で き 、 教 員 は タ イ ム リ ー な 返 却 が で き る 。 レ ポ ー ト 課 題 で 活 用 し た

の が ル ー ブ リ ッ ク（ ス テ ィ ー ブ ン ス・レ ビ  2 0 14、中 島  2 01 8）。今 年 度 の １ 年 生 の

授 業 改 善 ア ン ケ ー ト に も 「 ル ー ブ リ ッ ク が あ り 、 課 題 を 取 り 組 む 上 で ど の よ う な

こ と を 意 識 し て 取 り 組 め ば 良 い か が わ か り や す か っ た 」 と い っ た コ メ ン ト 寄 せ ら

れ て い る 。 教 員 側 も 、 採 点 評 価 が 容 易 に な り 、 端 的 で 建 設 的 な コ メ ン ト が 可 能 に

な る 。 私 自 身 、 We b を 通 じ て の レ ポ ー ト は 、 1 週 間 以 内 に コ メ ン ト を 付 し て 返 却

す る よ う 心 が け て お り 、 以 前 よ り も （ た と え 顔 は 分 か ら な く て も ） 個 々 の 学 生 の

特 性 は 把 握 し や す く な っ た と 感 じ て い る 。

創 成 実 験 で は 、 コ ロ ナ 禍 で 発 表 会 の 開 催 が 困 難 に な っ た た め に 、 ビ デ オ に よ る
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プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に 切 り 替 え た 。苦 肉 の 策 で は あ っ た が 、 IT 時 代 の 学 生 に は ビ

デ オ 制 作 能 力 も 必 要 で あ る と 考 え 、 対 面 で の 発 表 会 再 開 後 も 、 考 案 し た 新 製 品 を

P R す る ビ デ オ 制 作 を 課 し て い る 。「 瓢 箪 か ら 駒 」 で は あ る が 、 図 3 に 示 す よ う に

「 ビ デ オ は 、 こ れ か ら ま す ま す 重 要 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ツ ー ル と な る と 考 え

ら れ ま す 。 ビ デ オ 作 成 は あ な た の 能 力 育 成 に 役 立 ち ま し た か ？ 」 と い う 設 問 に 対

し 、多 く の 学 生 が「 役 だ っ た 」と 回 答 し て い る 。「 役 立 た な か っ た 」と 回 答 し た 学

生 の 多 く は 、 グ ル ー プ 活 動 の 中 で の ビ デ オ 制 作 に 関 わ ら な か っ た 学 生 で あ り 、 教

員 の 適 切 な 指 導 に よ り 、 さ ら に 改 善 で き る と 考 え て い る 。

図 3 創 成 実 験 で の ビ デ オ 制 作 が 能 力 育 成 に 役 立 っ た と 回 答 し た 学 生 の 割 合  

教 育 改 善 へ の 組 織 的 取 り 組 み ： FD 

工 学 部 で は 、2 0 0 0 年 度 に 優 秀 教 員 制 度 を 創 設 し 、1 9 9 7 年 度 に 試 行 し た 授 業 ア ン

ケ ー ト が 2 0 0 0 年 度 か ら 継 続 し て 実 施 さ れ る よ う に な っ た 。 2 0 0 1 年 度 に は 、 工 学

部 の 採 用 人 事 ・ 昇 任 人 事 に 模 擬 授 業 が 実 施 さ れ る よ う に な り 、 ま だ 、 言 葉 す ら 浸

透 し て い な か っ た「 FD」関 連 の シ ン ポ ジ ウ ム や 講 演 会 を 実 施 し て 工 学 部 全 体 で 必

要 性 を 共 有 し つ つ 、 2 0 0 3 年 に 小 倉 久 和 教 員 （ の ち の 工 学 部 長 ） を 委 員 長 と し て 、

工 学 部 FD 委 員 会 が 設 置 さ れ 、 私 自 身 も メ ン バ ー と な っ た 。 そ の 活 動 の 中 で 、 小

倉 委 員 長 と FD に 関 す る 意 見 交 換 を 行 う 場 と し て「 FD フ ォ ー ラ ム 紙 」（ 2 0 0 3 -2 0 0 6）
を 創 刊 し 、 第 3 号 ま で の 編 集 に あ た っ た 。 人 の 指 図 で 働 く こ と が 大 嫌 い な 私 は 、

こ の 仕 事 の 際 に 小 倉 先 生 か ら 頂 戴 し た 「 飛 田 さ ん は 、 言 っ た と お り に は 絶 対 し な

い ね 」 と い う 言 葉 を 人 生 最 大 の 褒 め 言 葉 と し て 胸 に 刻 ん で い る 。

私 に と っ て は 、 創 成 教 育 を 通 じ た 他 学 科 の 教 員 と の 交 流 経 験 が 有 益 な FD で あ

っ た 。2 0 1 2 年 4 月 に 工 学 部 FD 委 員 会 委 員 長 と な り 、2 0 2 1 年 3 月 ま で 委 員 長 を 務

め た 。委 員 会 で は 、 2 0 1 2 年 に「 今 週 の テ ィ ー チ ン グ・テ ィ ッ プ ス 」と 題 し た メ ー

ル 配 信 を 開 始 し 、 2 0 1 2 年 度 は 6 月 末 か ら 11 月 ま で 、 夏 休 み を 除 き 、 ほ ぼ 毎 週 配

信 し た 。こ の メ ー ル 配 信 は 2 0 1 3 年 度 以 降 も 継 続 し 、2 0 1 3 年 度 に 19 回 、2 0 1 4 年 度

に 2 3 回 配 信 し 、 2 0 1 5 年 度 に は ア ク テ ィ ブ・ラ ー ニ ン グ の 普 及 を め ざ し 、「 ア ク テ
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ィ ブ・ラ ー ニ ン グ 通 信 」と 名 称 変 更 し て 1 2 回 、20 1 6 年 度 16 回 、2 0 1 7 年 度 18 回 、

2 0 1 8 年 度 2 0 回 、 2 01 9 年 度 1 8 回 、 20 20 年 度 に は 「 FD 通 信 」 と 名 称 変 更 し て 2 4
回 の 配 信 を 行 っ た 。

工 学 部 教 員 間 の 意 思 疎 通 の 向 上 と 意 見 交 換 の 活 性 化 、 そ し て 風 通 し の 良 い 組 織

作 り を め ざ し て 、 工 学 部 執 行 部 と 教 員 数 名 が 持 参 し た ラ ン チ を 食 べ な が ら 意 見 交

換 す る 「 FD パ ワ ー ラ ン チ ・ ミ ー テ ィ ン グ 」 を 20 1 2 年 度 に 開 始 し 、 コ ー デ ィ ネ ー

タ ー と し て 毎 回 参 加 し た 。 こ の 会 は 、 2 01 5 年 度 よ り 「 FD ラ ン チ タ イ ム し ゃ べ り

場 」と 変 更 し て 、2 02 0 年 ま で 実 施 し た 。こ う し た 工 学 部 FD 委 員 会 の 活 動 は 、「 福

井 大 学 高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー 年 報 」第 3 号 か ら 第 11 号 に 工 学 部 の FD 活 動 と し て

記 録 に 留 め た 。

2 0 1 3 年 度 か ら 2 01 6 年 度 ま で 、高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー の FD・教 育 企 画 部 門 長 を

務 め た 。こ の 間 の 活 動 は 、「 福 井 大 学 高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー 年 報 」第 4 号 か ら 第 7
号 に 部 門 か ら の 報 告 と し て 記 録 に 留 め た 。 そ の 間 、 北 陸 地 区 国 立 大 学 連 携 プ ロ ジ

ェ ク ト（ 大 学 共 創 プ ロ ジ ェ ク ト ）の 一 環 と し て 開 催 さ れ た「 大 学 共 創 フ ォ ー ラ ム 」、

全 国 大 学 教 育 研 究 セ ン タ ー 等 協 議 会 、さ ら に は 、全 国 学 生 F D サ ミ ッ ト に 参 加 し 、

他 大 学 の 熱 意 と 工 夫 に あ ふ れ た 教 職 員 や 学 生 と の 交 流 を 深 め た こ と は 、 私 自 身 の

教 育 経 験 に と っ て 大 き な 収 穫 と な っ た 。

社 会 貢 献  

1 9 9 0 年 代 、大 企 業 で は す で に 週 休 2 日 制 が 導 入 さ れ 、学 校 現 場 で も 毎 月 第 二 土

曜 日 の 休 業 開 始 、 隔 週 週 休 2 日 制 を 経 て 完 全 週 休 2 日 制 が 導 入 さ れ て い っ た 。 大

学 に も 土 曜 日 が 休 み に な っ た 子 ど も た ち へ の 「 貢 献 」 が 求 め ら れ る よ う に な り 、

1 9 9 5 年 に 工 学 部 が 開 催 し た オ ー プ ン キ ャ ン パ ス で は 小 中 学 生 を 主 な 対 象 と し て

い た と 記 憶 す る 。1 99 6 年 に 全 学 の 事 業 と し て 初 め て 開 催 し た 第 1 回 オ ー プ ン キ ャ

ン パ ス の サ ブ タ イ ト ル「 待 っ て い る 君 の 好 奇 心 」、第 2 回「 学 ぶ 楽 し さ 再 発 見 」は 、

私 が 提 案 し た キ ャ ッ チ フ レ ー ズ で あ る 。 私 自 身 も 吸 水 ポ リ マ ー の 吸 水 実 験 や ス ラ

イ ム の 作 成 実 験 と し た 出 し 物 を 行 う よ う に な っ た ほ か 、 公 民 館 等 で の 講 演 も 行 う

よ う に な っ て い っ た 。高 校 生 を 対 象 と し た 授 業 や 進 学 相 談 は 、 2 0 00 年 代 以 降 、特

に 国 立 大 学 が 法 人 化 さ れ た 2 0 04 年 以 降 に 盛 ん に 行 わ れ る よ う に な っ た と 記 憶 す

る 。

2 0 0 6 年 に 設 置 さ れ た「 先 端 科 学 技 術 育 成 セ ン タ ー 」で は 、初 代 セ ン タ ー 長（ 2 00 9
年 度 末 ま で 。以 降 、副 セ ン タ ー 長 。 2 023 年 度 よ り セ ン タ ー 長 再 任 ）と し て 学 内 外

の 連 携 に 努 め た 。 英 語 名 を C e n t e r  f o r  In n o va t i ve  R e s e a r c h  a n d  C r e a t i ve  Le a d i n g  
E d u c a t i o n と 定 め 、略 語 と し て の C IR C LE を 愛 称 と し て「 創 造 性 を 通 じ て 人 と 社 会

を 元 気 に す る セ ン タ ー 」 を モ ッ ト ー に 運 営 を 行 っ た 。 ロ ゴ マ ー ク や H P の 制 作 、

さ ら に は 広 報 紙 C IR C LE  N e w s 2 )の 創 刊 な ど 、 2 0 0 6 年 の 4 月 は 1 日 も 休 ま ず 作 業 し

た こ と を 思 い 出 す 。創 刊 当 時 の C IR C LE  N e w s（ 第 1–4 号 ）で は 、機 械 の 知 識 の な

い 主 婦 が 納 入 企 業 の 技 術 者 に イ ン タ ビ ュ ー し 、 私 が コ ー デ ィ ネ ー タ ー ／ 編 集 を 担

当 し た 「 セ ン タ ー お た か ら 紹 介 コ ー ナ ー 」 を 設 け た が 、 こ の 記 事 は 当 時 、 日 本 機
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械 学 会 で も 話 題 に な っ た そ う で あ る 。 セ ン タ ー 開 設 当 時 は 、 学 外 か ら の 見 学 者 も

多 く 、 国 会 議 員 に も 施 設 紹 介 を 行 っ た 。 セ ン タ ー で は 、「 創 成 教 育 シ ン ポ ジ ウ ム −

自 主 性 と 創 造 性 を 育 む 教 育 を 目 指 し て −」（ 福 井 大 学 工 学 部 先 端 科 学 技 術 育 成 セ ン

タ ー  2 0 11） な ど の シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し た ほ か 、「 も の づ く り ・ 創 造 性 教 育 施 設

ネ ッ ト ワ ー ク 」 が 主 催 す る 「 も の づ く り ・ 創 造 性 教 育 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 」 に

毎 年 参 画 し 、 現 在 に い た る ま で 情 報 の 収 集 と 発 信 に 努 め て い る 。

2 0 0 8 年 1 2 月 に 鈴 木 敏 男 研 究 科 長 （ 当 時 ） よ り 、 東 京 上 野 の 国 立 科 学 博 物 館 が

開 催 す る 「 発 見 ！ 体 験 ！ 先 端 研 究 ＠ 上 野 の 山 シ リ ー ズ 大 学 サ イ エ ン ス フ ェ ス タ 」

へ の 企 画 の 打 診 が あ り 、 急 遽 1 時 間 余 り で 基 本 構 成 を 提 案 し 、 実 行 委 員 長 と し て

1 0 ヶ 月 余 り で 企 画 ／ 準 備 を 行 い 、 20 09 年 10 月 3 0 日 か ら 11 月 8 日 、「 エ ネ ル ギ

ー の ヒ ミ ツ 探 検 隊 ： 私 た ち が 求 め る エ ネ ル ギ ー っ て 何 だ ろ う ？ 」 と 題 し た 企 画 展

（ 福 井 大 学 「 大 学 サ イ エ ン ス フ ェ ス タ 」 実 行 委 員 会  2 0 1 0） を 実 施 し た 。

大 学 サ イ エ ン ス フ ェ ス タ で の 実 績 の た め か 、2 0 10 年 か ら 2 年 間 、広 報 セ ン タ ー

長 を 務 め た 。セ ン タ ー 長 時 代 に は 、広 報 セ ン タ ー の H P を 開 設（ 20 1 0 年 11 月 ）し

た ほ か 、学 内 情 報 が ス ム ー ズ に セ ン タ ー に 届 け ら れ る こ と を 目 指 し 、「 週 刊 広 報 セ

ン タ ー 」 3 )を 2 0 10 年 6 月 4 日 か ら 2 0 12 年 3 月 29 日 ま で 、 毎 週 欠 か さ ず 発 行 し

た 。 毎 週 、 シ ョ ー ト エ ッ セ イ を 書 こ う と す る と 、 身 の 回 り の 出 来 事 に 対 す る 受 信

感 度 が 高 く な る 。 人 間 の 学 び が ア ウ ト プ ッ ト 優 先 で で き て い る こ と を 実 感 し た 。

広 報 セ ン タ ー 長 在 任 中 に は 、2 0 10 年 秋 に 8 回 シ リ ー ズ で 福 井 新 聞 に 掲 載 し た 本 学

の「 社 会 貢 献 シ リ ー ズ 」が 、広 報 室 職 員 の み な さ ん の 頑 張 り で「 第 3 1 回 福 井 広 告

賞  県 商 工 会 議 所 連 合 会 賞 」 を 受 賞 し た 。

高 校 へ の 出 前 授 業 は 数 多 く の 高 校 で 実 施 し た が 、「 ご 近 所 」で あ る 藤 島 高 校 で は

ス ー パ ー・サ イ エ ン ス・ス ク ー ル（ S S H）教 育 の 一 環 と し て 、 1 年 生 全 員（ 約 330
名 ） を 対 象 に 大 規 模 講 演 会 を 2 00 9 年 か ら 2 0 2 2 年 ま で 毎 年 開 催 し た 。 こ う し て 培

っ た 信 頼 関 係 を も と に 、 藤 島 高 校 の 教 員 を 中 心 と し た 高 校 生 向 け 教 養 テ キ ス ト 制

作 プ ロ ジ ェ ク ト に 加 わ り 、シ リ ー ズ 第 2 集「 私 た ち は な ぜ 科 学 す る の か −高 校 生 の

た め の 基 礎 教 養 」（ 福 井 県 立 藤 島 高 等 学 校 教 養 テ キ ス ト 編 集 委 員 会  20 1 8）お よ び 、

読 者 を 大 学 生 ま で 拡 大 し た 「 私 た ち は な ぜ 科 学 す る の か −学 生 の た め の 基 礎 教 養 」

（ 教 養 テ キ ス ト 編 集 委 員 会  2 0 2 3）を 刊 行 し た 。こ の 書 籍 は 、版 元 の 東 京 書 籍 が 把

握 し て い る だ け で 、 全 国 の 高 校 1 4 2 校 、 大 学 12 校 、 小 中 学 校 7 校 、 行 政 機 関 12
が 購 入 し て い る 。 現 在 、 意 欲 の あ る 中 学 生 も 読 め る よ う な 文 理 の 枠 を 越 え た 新 た

な 教 養 テ キ ス ト の 編 集 を 進 め て い る 。

独 立 法 人 化 の 研 究 へ の 影 響  

こ う し て 3 0 年 余 り の 教 育 経 験 の 個 人 史 を 振 り 返 る と 、 20 04 年 の 独 立 法 人 化 を

境 と し て 、 研 究 活 動 以 外 へ の 時 間 配 分 が 大 幅 に 増 大 し た こ と が 分 か る 。 独 立 法 人

化 以 降 、 日 本 の 大 学 の 研 究 力 が 低 下 し た こ と は 、 す で に 多 く の メ デ ィ ア で 論 じ ら

れ て い る が 、 そ れ ら は す べ て 多 く の 研 究 者 の 平 均 値 で あ り 、 個 々 の 研 究 者 の 発 表

論 文 数 の 変 遷 は 管 見 の 限 り で は 見 当 た ら な い 。 そ こ で 、 自 分 自 身 の 発 表 論 文 数 を
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振 り 返 っ て み る こ と に し た 。 な お 、 私 の 研 究 論 文 は 、 米 国 ス タ ン フ ォ ー ド 大 学 と

E l s e v i e r 社 が 発 表 し た 1 8 世 紀 後 半 以 降 の 発 表 論 文 に 基 づ く 世 界 の ト ッ プ 科 学 者 リ

ス ト （ Io a n n i d i s  2 0 22， Io a n n i d i s  2 0 2 3） に お い て 上 位 約 0 . 5％ に 位 置 づ け ら れ て お

り 、 質 的 に は あ る 程 度 客 観 的 に 担 保 さ れ て い る 。

図 4 に 示 す よ う に 、 福 井 大 学 に て 行 っ た 研 究 が 論 文 掲 載 さ れ た 1 99 2 年 か ら 独

立 法 人 化 前 ま で の 期 間 に 掲 載 さ れ た 論 文 数 は 1 年 当 た り 6 . 8 報 で あ っ た の に 対 し 、

独 立 法 人 化 後 で は 3 .6 報 と ほ ぼ 半 減 し て い る 。 独 立 法 人 化 の 前 後 で 研 究 活 動 に 振

り 向 け る 時 間 が 大 幅 に 減 少 し た こ と の 影 響 が 窺 え る 。も ち ろ ん 、「 歴 史 」は 再 現 性

の な い 実 験 で あ る か ら 、 独 立 法 人 化 が な か っ た か ら と い っ て 、 研 究 業 績 が さ ら に

向 上 し た か ど う か は 不 明 で あ る 。

図 4 報 告 者 個 人 の 研 究 論 文 掲 載 数 の 変 遷  

お わ り に  

教 育 は 次 世 代 へ の 贈 与 。 損 得 勘 定 で 計 れ る も の で は な い 。 教 員 で あ る な し に か

か わ ら ず 、 一 人 ひ と り が 次 世 代 の 育 成 義 務 を 負 っ て い る 。 専 門 知 識 を 有 す る 大 学

教 員 が 高 等 教 育 に 携 わ る こ と は 必 須 の 職 務 で あ ろ う 。 実 際 、 大 学 で の 業 務 で 悩 む

こ と は 、 研 究 で は な く 教 育 に 関 す る こ と が 多 い と い う の が 実 感 で あ る 。

教 育 基 本 法 に 掲 げ ら れ た 教 育 の 目 的 は「 人 格 の 完 成 」。こ れ は 、カ ン ト の 言 う「 啓

蒙 」 4 )（ カ ン ト  2 00 6）で あ ろ う 。自 由 に 考 え る こ と に よ り 、人 は 自 ら を 啓 蒙 す る

こ と が で き る 。 だ が 、 自 由 に 考 え る こ と は な か な か に 難 し い 。 こ こ で カ ン ト を 引

用 し て い る こ と 自 体 が 自 由 に は 考 え ら れ て い な い 証 左 で あ ろ う 。 私 に と っ て 、 誰

が な ん と 言 お う と 自 由 に 考 え た と 言 い 切 れ る の は 私 自 身 の 研 究 。 我 思 う 故 に 我 あ

り 。 自 律 し た 研 究 を 行 っ た 実 績 が あ っ て 初 め て 高 等 教 育 と い う 不 遜 な 行 為 が 許 さ

れ る の で は な か ろ う か 。 子 ど も の 頃 か ら 権 威 で 話 す こ と が 嫌 い な 私 が 教 育 と い う

気 の 進 ま ぬ 行 為 に 耐 え ら れ た の は 、ひ と え に 研 究 実 績 の 賜 で あ っ た と 感 じ て い る 。

大 学 に お け る 教 育 は 、 研 究 と 表 裏 一 体 。 こ れ が 教 育 研 究 と 称 さ れ る 所 以 で は な か

ろ う か 。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 成 否 を 決 定 す る の は 受 け 手 で あ る 。 こ れ は 、 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン と 相 同 の 形 態 を 有 す る 教 育 と て 同 じ 。 長 文 を 締 め く く る に あ た り 、 私 の

座 右 の 銘 で あ る タ ゴ ー ル の 言 葉 を 記 し て 次 世 代 の 教 員 に 贈 る 。
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自 分 が 受 け た 教 育 を 子 ど も に 押 し つ け て は な ら な い 。

彼 （ 彼 女 ） は 、 あ な た と は 別 の 時 代 に 生 ま れ た の だ か ら 。

ラ ビ ン ド ラ ナ ー ト ・ タ ゴ ー ル 5 )

注注 釈釈

1 ) h t t p s : / / w w w. k h c . o r. j p / o l o g y/ t e c n o 2 0 1 9 . h t m l （ 2 0 2 4 . 8 . 2 4 閲 覧 ）

2 ) 先 端 科 学 技 術 育 成 セ ン タ ー の 広 報 紙 C IR C LE  N e w s は 下 記 の ア ド レ ス に て 公 開

し て い る 。  h t t p : / / w w w. c i r c l e . u - f u k u i . a c . j p / c i r c l e _ b a c k . h t ml
3 ) 原 稿 記 録 は 飛 田 が 保 管 し て い る 。 閲 覧 希 望 者 は 、 t o b i t a @ u - f u k u i . a c . j p ま で 連

絡 さ れ た い 。

4 ) こ の 部 分 に つ い て は 、（ 飛 田  2 0 14 a） も 参 照 さ れ た い 。

5 ) 引 用 翻 訳 文 は （ カ ー ン  2 0 13） よ り
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各学部のＦＤの取り組み 

2023 年度教育学部及び連合教職開発研究科におけるＦＤ活動 

 教育学部及び連合教職開発研究科 FD として，大きく３つの取組を行った。第１は，「令和の日本

型学校教育」を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けた研修改革についてである。第２は，学生

総合相談室の活用を踏まえた学生支援についてである。第３は，STEAM 教育に関する取組の共有

と学び合いについてである。

１．「令和の日本型学校教育」を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けて 

福井大学連合教職大学院・総合教職開発本部においては，教職大学院設置以来，年間通して毎週

２時間の FD（Faculty Development）を組織してきた。2023 年度は，その一部の時間について，

参加枠を拡大し，公開研修シリーズとして構成し，「令和の日本型学校教育」を担う新たな教師の学

びの姿の実現に向けて，さまざまな立場や地域を越えて共に考えることとした。

 それにより，教育学部及び連合教職開発研究科 FD 委員会・福井大学総合教職開発本部 SD とし

ては，新たな教師の学びを担う大学としての使命と教職協働の可能性を掴みなおすことが期待され

た。また，福井県教育委員会や教職員支援機構（NITS）をはじめとする全国の研修ネットワークと

の協働により，新たな教師の学びを生涯にわたって支える方策を共に探ることができ，さらに教職

大学院協会との協働により，新たな教師の学びを支える教師教育協働ネットワークをさらに発展さ

せていくことができると考えた。

 企画の趣旨は，次の通りである。令和 4 年 12 月，中央教育審議会から，「『令和の日本型学校教

育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多

様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～（答申）（令和４年 12 月 19 日）」が示された。令

和３年答申において，「令和の日本型学校教育」は，「すべての子どもたちの可能性を引き出す，個

別最適な学びと協働的な学び」と定義されてきた。これを担う教師には，変化を前向きに受け止め

て生涯にわたり学び続け，子ども一人一人の学びを最大限に引き出し，主体的な学びを支援する伴

走者としての役割を担っていくことが求められる。また教職員集団には，こうした資質・能力を向

上させていきながら，チームとして学校をマネジメントしていくことが求められる。新たな答申で

もこれらが改めて確認され，教師の養成，免許，採用，研修に関する制度改革の方向性が提起され

ている。その基軸となっているのは，子どもと教師の学習観の転換を踏まえた「新たな教師の学び

の姿」であり，教職員集団の専門性と多様性を向上させ学校組織のレジリエンスを高めていくマネ

ジメントである。これらを実現していくには，目先の制度の変更に目を向けるだけでなく，その背

景や根幹に目を向け，課題を共有しながら解決に向けて多様な組織が協働していくことが必要とな

る。これからの教育を担う教師にはどのような資質能力が求められるのか。多様な専門性を有する

質の高い教職員集団を形成していくために何が求められるのか。こうした問いについて，それぞれ

の組織で，それぞれの立場や役割の中で，これまでの状況と展開をどのようにつかみ，どのように

応えていくことができうるのか，公開研修シリーズを通して参加者と共に深めていきたい。
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日程と内容は，次の通りである。いずれも zoom によるオンライン形式で行い，毎回，話題提供

もしくは資料の検討を行ったあとに，小グループに分かれたグループ協議を行った。

回 日時 内容

１ ４月 25 日（火）

17：00～18：00 
新たな教師の学びの姿を探る：

中央教育審議会の提案を通して

（教員養成企画室長による話題提供を踏まえた検討）

２ ５月 23 日（火）

17：00～18：00 
新たな教師の学びの実現に向けた取組に学ぶ：

校内研修に関する実践記録を通して

（幼・小・中・高・特・教委さまざまな研修に関する 13 の実践記録

を提示し関心のあるものを選び検討）

３ ６月 18 日（土）

９：00～11：00 
新たな教師の学びの実現に向けた取組に学ぶ：

パネルディスカッションを通して

（若狭高等学校・武生高等学校における校内研修の実践事例検討）

４ ７月４日（火）

17：00～18：00 
新たな教師の学びの実現に向けてどう取り組んでいくか：

協働での省察を通した展望

（第３回の話題提供を踏まえた詳細な再検討）

５ 10 月 24 日（火）

17：00～18：00 
教師の学びの転換を支える研修の高度化：

福井大学教職大学院の取組の動向を通して

（福井大学教職大学院における研修の高度化の取組検討）

６ 11 月 7 日（火）

17：00～18：00 
教師の学びの転換に向けて：基本的方向定位の再確認

（「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修の在り方

に関する資料の検討）

７ 11 月 14 日（火）

17：00～18：00 
教師の学びの転換を支える研修の実践１: 
（教職員支援機構，嶺南教育事務所による話題提供を踏まえた検討）

８ 1 月 23 日（火）

17：00～18：00  
教師の学びの転換を支える研修の実践２：

実践の省察を通して

（福井県教育総合研究所，嶺南教育事務所による話題提供を踏まえた

検討）

９ 2 月 17 日（土）

９：00～11：00  
新たな教師の学びを支える協働のために：

パネルディスカッションを通して

（福井県幼児教育支援センター，高浜町立認定こども園・保育所，福

井大学教職大学院からの話題提供を踏まえた検討）

 １年間にわたり一貫したテーマのもとで，文部科学省から示された大きな方向提起について検討

しつつ，福井大学連合教職大学院としてはどのように教員研修の高度化に向けた取組を行っていく

のかを公に報告し，学部・大学院のみならず，県教育委員会や教職員支援機構（NITS）をはじめと

した多様な立場の参加者が多角的な視点で検討を行ってきた。同時に，福井県内の学校・園や福井

県教育委員会，そして教職員支援機構（NITS）においてさまざまに研修改革が展開していることを

共有し，こうした展開を支える大学の在り方について検討を深めることができた。
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２．学生総合相談室の活用を踏まえた学生支援 

9 月 1 日（金）13:00～13:30 において，zoom によるオンライン形式で，「最近の『学生総合相談

室』について」と題して，学生総合相談室カウンセラー（公認心理師・臨床心理士）米澤駿氏より，

報告が行われた。学生総合相談室の役割として，保健管理センターが医療的な支援を担うのに対し，

学生総合相談室は学生生活に関わるさまざまな相談を担うことが共有された。扱われる相談内容と

しては，修学相談，心理相談，総合相談など多様な相談と，教職員や家族等へのコンサルテーショ

ンが行われている。実際によくある相談を事例として示しながら，「大学生活のペースメイク」と

「居場所づくり」が重要であること，そして学内者であっても基本的に情報開示ができない守秘義

務があることが共有された。

 教育学部教授会に先立って開催したため，多くの構成員が参加することとなり，学生総合相談室

の活用を踏まえた学生支援について理解を深めることができた。

３．STEAM 教育に関する取組の共有と学び合い 

3 月 15 日（金）10:00～12:00 において，教育系 1 号館 1 階・大 1 講義室で対面形式で，STEAM
教育における新たな取り組みやアイディアを共有し，互いに学び合う機会として行われた。

企画の趣旨は次の通りである。福井大学は令和４年３月，文部科学省より「教員養成フラッグシ

ップ大学」として指定されている。「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成を先導し，教員養成

の在り方自体を変革していくための牽引役としての役割を果たす大学として指定されたのである。

（１）先導的・革新的な教員養成プログラム・教職科目の研究・開発，（２）全国的な教員養成ネッ

トワークの構築と成果の展開，（３）取組の検証を踏まえた教職課程に関する制度の改善への貢献，

を通して，優れた研究・人材育成拠点として全国的な教員養成の高度化に貢献することが期待され

ている。福井大学では，教員養成改革の特徴として，小中学校両方に必要な資質・能力を培う授業

を構築する，地域と連携して課題探究型の授業を実施する，カリキュラムマネジメントを行い

STEAM 教育を実施することを掲げている。そのためさまざまワーキングを立ち上げ，組織的に改

革を進めてきた。

本研修は，そのうちの一つである「STEAM ワーキング・グループ」からの報告を踏まえ，検討

が行われた。まず，STEAM の考え方について先行研究や先行実践の検討を進めてきた結果が共有

され，それを踏まえて現在試案として作成しているシラバスが示され，その根底にある「共同主義

的 STEAM 教育」のコンセプトに関して話題提供が行われた。これらを踏まえて質疑応答が行われ

たあと，多様な講座のメンバーで構成された小グループで意見交流を行った。

 教育学部教授会の開催日に行ったため，多くの構成員が参加し，対面で顔を合わせて話し合いを

行ったため，STEAM ワーキング・グループの報告に対する率直な考えを交流すると共に，参加者

それぞれが自分の授業や講座の取組の在り方について改めて考え，語り合うことができた。
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各学部のＦＤの取り組み 

22002233 年年度度医医学学部部ＦＦＤＤ活活動動  

◆◆概概  要要  

2023（令和 5）年度に実施した医学部ＦＤ活動は、以下のとおり。 

年度 内容 開催日 参加人数

2023 医学科 FD 「Post-CC OSCE について」 
R4.9.6(第 1 回） 

R4.9.11（第 2 回） 

48 

2023 医学科 FD 「2023CBT について」 Ｒ5.9.20 16 

2023 
看護学科 FD「看護実践能力評価の在り方について －看護実践リトリの実

施に向けて（テストラン）－」 

R5.8.29 
25 

2023 
看護学科 FD「入学試験の面接について～評価表及び留意点の改定（令

和 5 年）～」 
R5.10.18 24 

2023 

改訂コアカリを臨床参加型臨床実習にどう取り入れるか～R4 年度改訂版

医学教育モデル・コア・カリキュラムの理解と活用のためのオンラインシンポ

ジウム～（リアルタイム配信） 

Ｒ5.11.29 9 

2023 
R4 年度改訂版医学教育モデル・コア・カリキュラムの理解と活用のためのオ

ンラインシンポジウム（オンデマンド視聴） 
R5.12.11～ （不明） 

2023 大学設置基準改正に関する SD 研修（オンライン研修） Ｒ6.2.2 10 

2023 医学科 FD 「新しい医学教育モデルコアカリキュラムを読み解く」 R6.3.1 111 

◆ 主主なな FFDD 活活動動  

医医学学部部((看看護護学学科科))ＦＦＤＤ  

（（テテーーママ：：入入学学試試験験のの面面接接ににつついいてて～～評評価価表表及及びび留留意意点点のの改改定定（（令令和和 55 年年））～～」」））

看護学科では、令和 5 年 10 月 18 日(水)に「入学試験の面接について～

評価表及び留意点の改定（令和 5 年）」をテーマとした看護学科全教員に

よるワークショップを実施した。 

 アドミッションポリシーに基づいた公平かつ公正な面接試験の実施の

ため、入試改革ワーキングで検討した「入学試験時の面接の留意点及び評

価表」を看護学科の全教員に周知し共通認識を固めることを目的に行われ

た。 

 四谷看護学科長の挨拶の後、評価表及び留意点の改定について入試改革

ワーキングの上原悦子教授，磯見智恵教授から説明があった。 

 その後、参加全教員でグループワークが行われた。 

 実施後のアンケートでは、「AP，評価項目，面接時の留意点の理解が深ま
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った。」、「面接評価においては、AP に基づく視点で評価を行う必要があり、AP と現在の４つの評価項

目の関連を確認することができた。」、「今後の学生の教育や、面接に入る機会があった時に役立てたい

と思います。」等、役立ったとの感想が寄せられた。 

◆◆医医学学部部((医医学学科科))ＦＦＤＤ（（テテーーママ：：改改訂訂ココアアカカリリをを臨臨床床参参加加型型臨臨床床実実習習ににどどうう取取りり入入れれるるかか））

医学部附属教育支援センターでは、令和 5 年 11 月 29 日（水）に「改

訂コアカリを診療参加型実習にどう取り入れるか」と題した FD を実施し

た。 

学生が卒業時までに身に付けておくべき必須の実践的診療能力（知識・

技能・態度）に関する学修目標等を示した「医学教育モデル・コア・カリ

キュラム（コアカリ）」の令和 4 年改訂版が公表され、令和 6 年度 

入学者のカリキュラムから適用されることとなった。これに伴い、改

訂版コアカリを新しいカリキュラムにどう反映させるか、とりわけ診療

参加型臨床実習にどのように反映させていくかが課題となっている。 

そこで、医学部全教員を対象として、日本医学教育学会のオンライン

シンポジウムを活用して標記の FD を実施した。診療業務等で当日参加で

きない教員に配慮してンラインの様子を録画してオンデマンド方式でも

実施した。 

実施後のアンケートでは、「分かりやすい講義で、勉強になった。」、「福井大学で学生教育に今以上

に取り組むには、専門スタッフ（医師＋事務職員）を充実させる必要があると思いました。」等の感想

が寄せられた。 
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各学部のＦＤの取り組み 

2023 年度工学部ＦＤ活動 

はじめに

工学部 FD 委員会では、「教員・事務にあまり負担をかけず、できる範囲で効率的に教育研究活動

を支援する」、「学生・教員双方にメリットがあるような活動を実施する」ことを意識して取り組み

を行っている。以下に、2023 年度に実施した教育支援を示す。

１．「ＦＤ通信」の配信

昨今話題の ChatGPT について 2 件の情報提供があった。その他の話題についても一考に値する内

容であったと考えている。執筆頂いた先生方に心より感謝申し上げる。

「「ＦＦＤＤ通通信信」」ののタタイイトトルル

（1） ChatGPT の利用について思うこと

（2） R4 年度「カリキュラム評価アンケート」について

（3） 壮大なコピペ社会について

（4） 建築構造分野の教育についての悩み と 一つの取り組み

（5） 「工学教育をともに考える学生と教員の意見交換会」を開催しました

２．ＦＤ研修会の開催

 例年と同様、第二教授会に先立ち開催した。第二教授会の参加方式に準じ、教授は対面、准教授

以下はオンラインでの聴講とした。講師についても、例年通り学生サービス課に検討頂いた。実施

内容等は以下の通りである。

「大学教員における事前的改善措置と合理的配慮」

講師：林 亜希恵 氏（保健管理センター） 

日時：2023 年 7 月 7 日（金）

参加者数：134 名

「コミュニケーションの期待とずれ」

講師：川端 瑞希 氏（学生総合相談室） 

日時：2023 年 11 月 10 日（金）

参加者数：138 名

３．「工学教育をともに考える学生と教員の意見交換会」の開催

 工学部・工学研究科の学生に対し、カリキュラムなどについて良かった点・改善点などを聞き、

今後のカリキュラムの見直しに役立てる目的として、オンラインでの意見交換会を実施している。
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学生には事前に簡単なアンケートに答えてもらい、意見交換会当日の話題とした。学生からの意見

は、FD 通信にて工学部全体で情報共有した。

開催日：2023 年 12 月 15 日（金）

① 13：30～14：25 

電気電子情報工学科／物質・生命化学科（＋関連する専攻・コース）

② 15：00～15：55 

機械・システム工学科／建築・都市環境工学科／応用物理学科（＋関連する専攻・コース）

  開催方式：オンライン（Google Classroom の Meet）

参加者計：学生 14 名、教員 11 名、事務職員 2 名

「学部生・院生からの主な意見」

 ・科目の順番を適切にしてほしい。習っていない内容が、先に別の講義で話される。

・資料を紙媒体だけでなく、webclass や classroom にもアップしてほしい。

 ・匿名でいいので、出来のよいレポート解答を見せてくれると勉強になる。

・研究室配属までにもっと研究室を見学したい。

 ・研究室への所属を 3 年次からにしてほしい。せめて、研究の引継ぎができるように、4 年次の

研究室への所属は 3 月中にしてほしい。

・1 年次はコース決めで忙しかった。コースを決める前にもう少し勉強したかった。

４．ＧＰＡデータと合格率の各学科へのフィードバック

各科目の GPA データと合格率を各学科にフィードバックする取り組みを続けている。2023 年度

後期分からは授業科目名も公開している。GPA については、以前は秀の割合がかなり高い学科も見

られたが、近年は全学科とも適切な評価が行われているようである。一方、若干ではあるが合格率

が低下傾向にあり、各学科で何らかの取り組みが必要ではないかと考えている。

おわりに

FD 活動については、個人的には「無駄なことはしない」、「やるからには効果が出るように」とい

うことを念頭に実施してきた。学生からの意見については、時間割の見直しなど、既に改善された

事例もある。また、研究室配属までにもっと研究室を見学したい、という積極的な学生の研究意欲

の維持・向上を目的として、2024 年度より新たな取り組み（研究室への研究留学制度）を開始して

いる。今後も学生・教員双方のメリットとなるような取り組みを実施していきたい。

（工学部 FD 委員長 内村智博）
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各学部のＦＤの取り組み 

令和５（２０２３）年度 

教育・人文社会系部門 総合グローバル領域 

（国際地域学部・国際地域マネジメント研究科）ＦＤ活動 

１．総合グローバル領域の教員の参加実績があるＦＤ研修会等 

（１）総合グローバル領域（国際地域学部）ＦＤ研修会 

日時：令和５年７月７日 

テーマ：「最近の学生総合相談室について」

講師：福井大学学生総合相談室カウンセラー 米澤駿氏 

（２）全学ＦＤ・ＳＤ研修会（第１１回学生支援講演会） 

日時：令和５年９月２９日 

テーマ：「大学におけるカルト問題の現状と課題 

～予防啓発と相談支援のあり方を考える～」

講師：大阪大学キャンパスライフ健康支援・相談センター教授 太刀掛俊氏 

（３）データ科学・AI 教育研究センターFD シンポジウム 2023

日時：令和５年１１月２１日 

テーマ①：「大規模言語モデルの仕組みと社会へのインパクト」

講師：国立情報学研究所所長/京都大学特定教授 黒橋禎夫氏 

テーマ②：「「応用基礎力プログラム」の取組みについて」 

講師：福井大学データ科学・AＩ教育研究センター教授 樋口健氏、福井大学総合グロー

バル領域教授 井上博行氏

（４）国際地域マネジメント研究科主催講演会 

日時：令和６年３月１日 

テーマ：「グローカル戦略による外需型地方創生」

講師：一般社団法人 Glocal Solutions Japan 代表理事 深野裕之氏

（５）総合グローバル領域（国際地域マネジメント研究科）ＦＤ研修会 

日時：令和６年３月１８日 

テーマ：「「コミュニケーション中国語」における授業方法の工夫について」 

講師：福井大学総合グローバル領域教授 永井崇弘氏
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２．総合グローバル領域におけるFD活動の現状と課題 

（１）総合グローバル領域（国際地域学部）のＦＤ研修会について 

総合グローバル領域のＦＤ研修会は、例年、国際地域学部教授会の冒頭の30分がそれに充て

られているため、領域に所属する教員の大多数がこれに参加することとなり、活発な質疑応答が

なされている。研修会終了後のアンケートにおいても、各回ともに概ね高評価が得られており、取

り上げられたテーマの妥当性も含めてＦＤ活動として充分に機能していると見てよいだろう。 

ただ、これらの研修会は本学の保健管理センターや学生総合相談室が全学的な課題と各部局

の特性に応じた課題を勘案して企画・発案し、それを受けて領域のＦＤ委員会が主催する形で実

施されているものであり、領域独自の企画によるＦＤ研修は久しく行われていない。また、上記１で

挙げたＦＤ研修会等は大部分が有識者の講演を中心に構成されたものであり、ワークショップ型

の研修会がほとんど実施されていない点をも考慮すべきだろう。今後、領域の独自企画によるワ

ークショップ型のＦＤ研修会の実現に向けて準備を進める必要があると言える。 

（２）総合グローバル領域（国際地域マネジメント研究科）のＦＤ研修会について 

社会人である大学院生を主な対象とする国際地域マネジメント研究科の授業は土曜日と平日

の６限目以降に開講されるため、その授業運営において他の研究科にはない課題が生じることに

なる。それらに対処するべく、同研究科の独自企画によるＦＤ研修会が毎年実施されている。 

また、年に一回、有識者を講師に招いて開催される講演会は、学外からも参加者があるなど、

ＦＤ研修会の域にとどまらない同研究科の重要な年中行事のひとつとなっている。今後、他部局

への案内を積極的に行うなど、全学のＦＤ研修の一環としてこの講演会を活用することも検討され

て然るべきかもしれない。 

（３）ＦＤ研修の側面も併せ持つPBL型授業 

国際地域学部の基幹科目に位置づけられている「課題探求プロジェクト」は、いわゆるPＢＬ科

目であり、全教員が協働でその運営を担っている。各プロジェクトが代表教員を中心に複数の教

員が意見を出し合う形で運営されており、さらに、そうした個別のプロジェクトを束ねる全体会が定

期的に開かれることで、教員間で互いの授業実践を参照し合いながら、それを自らの授業改善に

活かす取り組みが自発的に行われている。その意味では、ＰＢＬ型の授業の実践にはＦＤに資す

る側面があると言えるかもしれない。 

３．今後の展望～ＦＤ活動とＦＤ・ＳＤ活動～ 

令和４年度に発足した全学ＦＤ・ＳＤ研修検討プロジェクトチームの主催による第１回全学FD・

SD研修会が令和５年９月２８日に開催されたが、今後、令和４年度の全学ＦＤ・ＳＤシンポジウム

のテーマになった教職協働の動きが全学的に進むなかで、総合グローバル領域においても、ＦＤ

研修会を授業改善に特化したものとし、他の諸々の課題についてはＦＤ・ＳＤ研修会の機会を設け

てそれに対処する方向で考えてゆくべきだろう。 
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教 学 企 画 ・支 援 部 門 の活 動 報 告  

山 田  徳 史  

（ 教 学 企 画・支 援 部 門 長 ）

高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー は 、 令 和 ５ 年 度 の 改 組 に よ り 、 そ れ ま で の ４ 部 門 （ FD・

教 育 企 画 部 門 、学 生 支 援 部 門 、COC 教 育 部 門 、教 学 IR 部 門 ）か ら ２ 部 門（ 教 学 企

画・支 援 部 門 、教 学 IR 部 門 ）の 体 制 と な っ た 。山 田 は 教 学 企 画・支 援 部 門 の 長 を

令 和 ５ 年 度 の １ 年 間 務 め さ せ て い た だ い た 。  

教 学 企 画・支 援 部 門 の 業 務 は 、FD・教 育 企 画 部 門 と 学 生 支 援 部 門 の 業 務 を 整 理・

統 合 し た 内 容 と な っ て い る 。 詳 細 は 「 福 井 大 学 高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー の 部 門 に 関

す る 要 項 」 に 定 め ら れ て お り 、 そ の 業 務 は 多 岐 に わ た る が 、 令 和 ５ 年 度 は 『 福 井

大 学 高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー 年 報 』 が リ ニ ュ ー ア ル し て 誕 生 し た 『 福 井 大 学 高 等 教

育 研 究 』 の 第 １ 号 発 行 に 向 け て 当 部 門 が 編 集 委 員 会 の 役 割 を 担 う こ と と な っ た こ

と 、 ま た セ ン タ ー の 自 己 点 検 評 価 の 年 で も あ っ た こ と か ら 、 そ れ ら に 対 応 し て い

る う ち に １ 年 が 過 ぎ て し ま っ た 。特 に 、全 学 FD・SD シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催 を 見 送 っ

た こ と は 部 門 長 の 力 不 足 ゆ え で あ り 、 申 し 訳 な く 思 う 。

１．『福 井 大 学 高 等 教 育 研 究 』の発 行  

 ま ず 、 令 和 ４ 年 度 の 動 き を 振 り 返 る 。 令 和 ４ 年 度 第 ２ 回 高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー

運 営 委 員 会 に お い て 、『 福 井 大 学 高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー 年 報 』を『 福 井 大 学 高 等 教

育 研 究 』 と し て リ ニ ュ ー ア ル す る 方 針 が 了 承 さ れ た 。 リ ニ ュ ー ア ル の 目 玉 は 、 査

読 制 度 を 設 け て 学 術 論 文 （ 教 育 論 文 ） を 掲 載 で き る よ う に す る こ と で あ り 、 そ れ

を 含 め 『 福 井 大 学 高 等 教 育 研 究 』 の あ り か た を 定 め た 「 福 井 大 学 高 等 教 育 推 進 セ

ン タ ー 年 報 刊 行 に 関 す る 申 合 せ 」、お よ び 原 稿 の 執 筆・投 稿 に 関 す る 事 項 を 定 め た

「『 福 井 大 学 高 等 教 育 研 究 』 執 筆 要 領 」 が 第 ４ 回 運 営 委 員 会 に お い て 決 定 さ れ た 。

こ れ ら は 、 FD・ 教 育 企 画 部 門 の 松 田 和 之 部 門 長 が 中 心 と な っ て 整 備 さ れ た も の で

あ る 。  

令 和 ５ 年 度 は 、教 学 企 画・支 援 部 門 が『 福 井 大 学 高 等 教 育 研 究 』の 発 行 に 係 る

作 業 を 引 き 継 ぐ こ と と な っ た 。こ れ は 、令 和 ５ 年 度 の 第 １ 回教 学 企 画・支 援 部門

会 議 に お い て 、「 本来 は 別 途 編 集 委 員会 を 立 ち 上げ て 作業 を 進 め るこ と とな っ

て い る が 、今 年 度 は 時 間 的 制 約 等 を踏 ま え 当 部門 で 対応 し た い 」と の 山田 の 提

案 が 了 承 さ れ た こ と に よ る 。８ 月 の 終 わ り に『 福 井 大 学 高 等 教 育 研 究 』第 １ 号 の

原 稿 募 集 を 開 始 し 、学 術 論 文 １ 編 、報 告 ２ 編 の 投 稿 を 得 た 。そ れ を 受 け 、12 月 上

旬 に 第 ２ 回 教 学 企画・支援 部 門 会議を 開 催 し、『 高 等教 育 研 究』の 査読者 選 出

に つ い て 審 議 を 行 っ た 。査 読 者 の 選び 方 や 人 数は そ の場 で 決 ま った も のの 、令

和 ５ 年 11 月 14 日付 文 部 科 学 省 科 学技 術・学 術 政 策 局長 の 通 知「査 読 にお け る

不 適 切 な 行 為 の 防 止 に つ い て 」を踏ま え る と、査 読・採択 に 関 す るル ー ルの 作
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成 が 不 可 欠 で あ る こ と か ら 、令 和 ５年 度 の査 読・採 択 に 係る 暫 定 ルー ルを山田

が 急 遽 作 成 す る こ と と な っ た 。  

暫 定 ル ー ル の 作 成 に あ た っ て は 、 まず 以 下 の 防止 を 念頭 に 置 い た。  

・ 特 定 不 正 行 為 （ 捏 造 、 改 ざ ん 、 盗用 ）  

・ 二 重 投 稿 や 不 適 切 な オ ー サ ー シ ップ  

・ 査 読 者 に よ る 情 報 漏 洩  

・ 編 集 者 に よ る 査 読 の 不 適 切 な 管 理  

ま た 、 以 下 を 明 確 化 す る こ と に 留 意し た 。  

・ 査 読 手 順  

・ 掲 載 可 否 判 断 の 基 準 ・ 手 続 き の 流れ  

・ 最 終 判 断 の あ り 方  

さ ら に 、掲 載 す る 学 術 論 文 は い わ ゆる 教 育 論 文で あ るこ と か ら 、査 読 およ び 掲

載 可 否 の 決 定 に あ た っ て は 、過 度 に新 規 性 を 求め る ので は な く 重要 性・有 用 性

を 重 視 す る こ と と し た 。こ う し た観点・方 針 の も と、日本 保 健 医 療福 祉 連携 教

育 学 会 、日 本 地 域 政 策 学 会 、日 本 看護 学 学 会 をは じ めい く つ か の学 会 の査 読 規

定 等 を 参 考 に 、 以 下 の 名 称 の 暫 定 ルー ル を 作 成し た 。  

福 井 大 学 高 等 教 育 推 進 セ ン ター 年 報  『 福 井 大 学  高 等 教育 研 究 』 に投 稿  

さ れ た 「 学 術 論 文 」 お よ び 「報 告 」の 取 扱 い （ 2023 年度 ）  

こ れ が メ ー ル 審 議 に よ っ て 承 認 さ れた の は ク リス マ スも 迫 る 頃 であ っ た。査

読 者 の 決 定 は １ 月 中 旬（ メ ー ル 審議）で あ り 、そ こ から 査 読 依 頼を 行 い、２ 月

上 旬 に は 査 読 結 果 が 出 そ ろ っ た 。大変 多 忙 な 時期 で ある に も か かわ ら ず、短 期

間 で ご 対 応 い た だ い た 査 読 者 の 先 生方 に は 感 謝し か ない 。そ の 後、上 記の暫 定

ル ー ル に 従 っ て 掲 載 の 可 否 判 定 を 行い（ ２ 月 中 旬の メー ル 審 議 ）、 B 判 定と な

っ た 原 稿 に つ い て は ル ー ル に 則 り 著者 に 修 正 依頼 を 行っ た 。 修 正 さ れ た 原 稿 に

つ い て は 、３ 月 上 旬 に 開 催 さ れ た 第 ６回 教 学 企 画・支 援 部 門 会 議 で 確 認 を 行 い 、

A 判 定 と し た 。こ れ に よ り 、投 稿 さ れ た ３ 編 す べ て が 掲 載 さ れ る こ と と な っ た が 、

そ の 後 も 原 稿 の 体 裁 を 整 え る 作 業 等 が 続 き 、 『 福 井 大 学  高等 教 育 研 究 』 第 １ 号

が 完 成 し た の は 年 度 末 で あ っ た 。  

こ の よ う に 、 １ 月 以 降 は ２ 週 間 単 位 で も の ご と が 進 行 し た 。 査 読 期 間 と し て １

月 な ど の 繁 忙 期 は 避 け る よ う 要 望 が あ っ た が 、 当 然 の こ と で あ る 。 今 回 の こ と を

教 訓 に 、今 後 は 余 裕 の あ る ス ケ ジ ュ ー ル の も と で 作 業 が 進 む こ と を 期 待 し て い る 。

な お 、 上 記 暫 定 ル ー ル を 、 最 後 に 参 考 資 料 と し て 添 付 し た 。

２．全 学 FD・SD シンポジウムの開 催 見 送 り 

 令 和 ５ 年 度 は 、全 学 FD・SD シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催 を 見 送 っ た 。こ こ で は 、同 シ ン

ポ ジ ウ ム の 意 義 を 改 め て 確 認 す る と と も に 、 見 送 り に 至 っ た 経 緯 を 記 録 と し て 残

し て お き た い 。  

全 学 FD・SD シ ン ポ ジ ウ ム は 、外 部 講 師 等 に よ る 基 調 講 演 、学 内 者 に よ る 実 践 報
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告 等 を 中 心 に 構 成 さ れ 、 国 の 政 策 等 も 含 め 高 等 教 育 に 係 る 最 新 の 状 況 等 を 理 解 す

る と と も に 、 学 内 で 行 わ れ て い る 優 れ た 取 組 み を 共 有 す る 貴 重 な 場 で あ る 。 第 ３

期 中 期 目 標 期 間 で は 、全 学 FD・SD シ ン ポ ジ ウ ム に お い て ア ク テ ィ ブ・ラ ー ニ ン グ

（ AL）促 進 に 向 け た テ ー マ を 扱 い 、そ の こ と が AL に 関 す る 数 値 目 標 達 成 の 一 助 と

な っ た こ と は 記 憶 に 新 し い 。 こ の よ う に 、 同 シ ン ポ ジ ウ ム は 、 全 学 的 な 教 育 改 善

に 大 き な 役 割 を 果 た し て お り 、 原 則 と し て 毎 年 開 催 す る こ と と な っ て い る 。 記 憶

の 範 囲 で 開 催 さ れ な か っ た の は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 中

止 と な っ た 令 和 元 年 度 の シ ン ポ ジ ウ ム の み で あ る 。 セ ン タ ー 改 組 前 は 、 全 学 FD・

SD シ ン ポ ジ ウ ム の 企 画 ・ 運 営 は FD・ 教 育 企 画 部 門 の 業 務 で あ っ た 。  

セ ン タ ー 改 組 後 は 、教 学 企 画・支 援 部 門 が 全 学 FD・SD シ ン ポ ジ ウ ム の 企 画・運

営 を 担 う こ と と な り 、令 和 ５ 年 度 も 実 施 に 向 け て 検 討 を 進 め て い た 。夏 の 段 階（ 第

１ 回 教 学 企 画 ・ 支 援 部 門 会 議 ） で は 、 令 和 ５ 年 度 も シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 す る 方 針

で あ り 、 テ ー マ に つ い て 以 下 の 案 が 出 さ れ て い た 。  

 ・ 生 成 AI 

 ・ 高 等 教 育 に 関 す る 動 向  

 ・ 教 学 IR 

 ・ 入 学 者 動 向  

 ・ 教 職 協 働  

12 月 上 旬 に 開 催 さ れ た 第 ２ 回 教 学 企 画・支 援 部 門 会 議 に お い て は 、評 価 や 教 育 内

部 質 保 証 等 に 関 す る 内 容 を テ ー マ と す る こ と が 了 承 さ れ た も の の 、 具 体 的 な こ と

は 引 き 続 き 検 討 す る こ と と な っ た 。こ れ で は っ き り す る こ と は 、夏 以 降 12 月 ま で

の 間 に 部 門 長 と し て 具 体 的 な 検 討 を 怠 っ た こ と が 、 シ ン ポ ジ ウ ム 中 止 の 最 大 の 原

因 だ と い う こ と で あ る 。実 は 、12 月 後 半 の 段 階 に お い て も 開 催 に 向 け た 望 み を 抱

き 、 以 下 の 案 に つ い て 関 係 の 先 生 方 に 相 談 を 行 っ て い た 。  

＜ （ 幻 に 終 わ っ た ） シ ン ポ ジ ウ ム の イ メ ー ジ ＞  

 ・ 重 視 す る 対 象 ： 中 堅 ・ 若 手 （ 教 員 、 事 務 職 員 ）  

 ・ 内 容 ： 教 育 に 関 し て 、 我 々 が 立 た さ れ て い る 「 土 俵 」 が ど う い う も の で 、 そ

の 上 で ど の よ う な 「 相 撲 」 を 取 る こ と を 求 め ら れ て い る の か （ 高 等 教 育 の 方

向 性 は ど う な っ て い て 、 部 局 レ ベ ル で 何 に ど の よ う に 対 応 す る こ と が 求 め ら

れ て い る か ）  

 ・ 構 成  

  － 高 等 教 育 の 方 向 性（ 学 習 者 主 体 、学 習 成 果 の 重 視 な ど ）を 押 さ え た う え で 、

「 自 己 点 検 評 価 に 基 づ く 教 育 の 改 善 ・ 向 上 」 の 観 点 か ら 、 部 局 レ ベ ル で 何

に ど の よ う に 取 組 む こ と が 求 め ら れ て い る の か を 確 認 す る  

 － 各 部 局 か ら 、 抱 え て い る 課 題 及 び 「 自 己 点 検 評 価 に 基 づ く 教 育 の 改 善 ・ 向

上 」 の 取 組 を 紹 介 （ 体 制 、 事 例 、 課 題 や ネ ッ ク と な っ て い る こ と ）  

 － デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  
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し か し 、 12 月 後 半 は す で に『 高 等教 育 研究 』へ の 対応 で 身動 き が 取れない状

況 に な っ て お り 、上記 の イ メ ー ジ を 具体 化 す る こと は 困難 に な っ てい た 。また 、

例 年 通 り ３ 月 に 開 催 す る こ と は 、下に 述 べ る 自己 点 検・評 価 と の 両 立 の観 点 か

ら も 難 し く 思 え た 。こ の た め 、３ 月 上旬 に 開 催 され た 第６ 回 教 学 企画・支援 部

門 会 議 に お い て 、令 和 ５ 年 度 の シ ンポ ジ ウ ム の中 止 を提 案 し 、了 承 された 。表

向 き は 、開 催 す る にあ た り 各 学 部 へ 発表 等 の 協 力を 依 頼す る こ と が時 期 的に 難

し い こ と、ま た 適 切な 開 催 時 期 を 改 めて 検 討 し たほ う がよ い こ と 等の 課 題が あ

る た め に 中 止 し た こ と に な っ て い るが 、前 述の よ う に夏か ら 冬 の 間に 検 討を 怠

っ て し ま っ た こ と が 、 大 元 の 原 因 であ る 。  

令 和 ６ 年 度 か ら 、 セ ン タ ー の 専 任 教 員 が 教 学 企 画 ・ 支 援 部 門 長 を 務 め る こ と

と な っ て お り 、全 学 FD・SD シ ン ポ ジ ウ ム も 新 し い 部 門 長 の も と 正 常 に 企 画・運 営

さ れ る で あ ろ う 。  

３．自 己 点 検 ・評 価  

福 井 大 学 部 局 等 自 己 点 検・評 価 及び 外部 評 価 実 施要 項 の定 め る と ころ に より 、

高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー は 原 則 ６ 年 ごと に 自 己 点検・評価を 実 施 し なけ れ ばな ら

な い 。 令 和 ５ 年 度 が そ の 年 に あ た り、 自 己 点 検・ 評 価報 告 書 （ 平成 28 年度 ～

令 和 ４ 年 度 ） の 作成 を お 手 伝 い し た。具 体的 に は「 基準 ３  活 動状 況 と成 果・

効 果 」を中 心 に 報告 書 の 作 成 を 担 当し た 。活動 状 況に基 づ い て 成果・効果 が あ

が っ て い る こ と を 示 す こ と が 、セ ンター の 意 義 を示 す ため に 最 も 重要 で ある と

の 認 識 の も と 、評 価期 間 内 の 取 り 組 みに よ っ て セン タ ーや 大 学 の 目的 が 達成 さ

れ た こ と を 様 々 な エ ビ デ ン ス に よ って 具 体 的 に示 す こと に 注 力 し、  

３ － １  設置 目 的 に 沿 っ た 活 動 が 、充 分 に 行 われ て いる こ と  

３ － ２  設置 目 的 の 達 成 に 資 す る 成果 ・ 効 果 があ が って い る こ と  

３ － ３  本学 の 目 的 等 の 達 成 に 資 する 成 果 ・ 効果 が あが っ て い るこ と  

３ － ４  本学 の 中 期 目 標・計 画 を 含め 本 学 の 短期・中 期 的 な 目 標等 の 達成 に

資 す る 成 果 ・ 効 果 が あ が っ てい る こと  

の 項 目 に つ い て は 、い ず れ も S（ 非 常に優 れ て い る）と 自己評 価 し た。一 方 で、  

３ － ５  活動 状 況 及 び そ の 成 果・効果 が 、学 内及 び 地域・社 会 に対 し て公 表

さ れ て い る こ と  

に つ い て は B（ お お む ね 標 準 的 で あ る）と 自 己 評 価し た。こ れ ら の 自己 評価 に

対 し 、 全 学 内 部 質 保 証 委 員 会 か ら は、  

３ ．セ ン タ ー 等 の 設 置 目 的 等 や 活 動は 本 学 及 びセ ン ター 等 の 目 的・目 標等 に

沿 っ た も の で あ る か  

に つ い て 、「 中 期 目標 中 期 計 画 や 本 学の ビ ジ ョ ンを 踏 まえ た 活 動 にな っ て い る 」

と し て 「 適 切 で あ る 」 と の 評 価 を いた だ い た 。  

 な お 、自 己 点 検・評 価 報 告 書 は 以 下で 公 開 さ れて い る。セ ン ター の 様々な 活

動 と そ の 成 果 が 把 握 で き る た め 、 ご覧 い た だ けれ ば 幸い で あ る 。  

https://www.ufukui.ac.jp/wp/wpcontent/uploads/faculties_self_in specti
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な お 、自 己 点 検・評 価 書 作 成 の お 手伝 い は 、教 学企 画・支 援部 門 長と して で

は な く 、副 セ ン ター 長（ 自 己 点 検・評 価 委 員 会の 委 員）と し て 携 わ ったも の で

あ る が 、 触 れ さ せ て い た だ い た 。  

（ お わ り に ）  

１年 間 でしたが、センター長 の安 田 年 博 理 事 、部 門 の委 員 、運 営 委 員 会 の委 員 、教

務 課 の皆 様 に支 えられ、また松 田 和 之 教 授 に は 『 福 井 大 学  高 等 教 育 研 究 』 第 １ 号

発 行 に 向 け て 多 く の ご 助 言 を 賜 り 、なんとか部門 長を務 めることができました。この場

をお借 りして皆 様 に心 より感 謝 申 し上 げますとともに、今 後 のセンターおよび部 門 の発 展

をお祈 りいたします。

【参 考 資 料 】

福福 井井 大大 学学 高高 等等 教教 育育 推推 進進 セセ ンン タタ ーー 年年 報報『『 福福 井井 大大 学学 高高 等等 教教 育育 研研 究究 』』にに 投投 稿稿 ささ れれ たた「「 学学

術術 論論 文文 」」 おお よよ びび 「「 報報 告告 」」 のの 取取 りり 扱扱 いい （（ 22002233 年年 度度 ））   

令 和 ５ 年 １ ２ 月 ２ １ 日  

高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー 教 学 企 画 ・ 支 援 部 門 会 議 決 定  

＜＜ 査査 読読 者者 のの 選選 出出 等等 ＞＞   

（ １ ）  編 集 委 員 会 は 、査 読 候 補 者 の 選 出 を 同 委 員 会 の 委 員 に 依 頼 す る 。査 読 候 補

者 は「 学 術 論 文 」に つ い て は ２ 名 、「 報 告 」に つ い て は １ 名 選 出 す る 。依 頼

に あ た っ て は 、 査 読 の 対 象 と な る 「 学 術 論 文 」 や 「 報 告 」（ 以 下 、 論 文 等 ）

の 内 容 と 、 委 員 の 専 門 性 を 踏 ま え る 。  

（ ２ ）  依 頼 を 受 け た 委 員 は 、 査 読 候 補 者 の 選 出 に あ た り 、 以 下 に 留 意 す る 。  

・ 査 読 候 補 者 は 学 内 の 教 員 （ 非 常 勤 を 含 む ） と す る 。  

・ 著 者 と の 個 人 的 関 係 が 深 い 者 な ど 、 利 益 相 反 の 関 係 に あ る 者 を 査 読 候 補  

者 と し な い 。  

・ 編 集 委 員 会 の 委 員 を 、 査 読 候 補 者 と し な い 。  

・査 読 候 補 者 の 選 出 過 程 で は 、論 文 等 の 著 者 情 報（ 氏 名 や 所 属 な ど ）を 伏 せ  

る 。  

（ ３ ）  査 読 候 補 者 を 選 出 し た 委 員 は 、結 果 を 教 務 課 を 通 し 編 集 委 員 会 に 報 告 す る 。

（ ４ ）  編 集 委 員 会 は 、 査 読 者 を 決 定 し 、 教 務 課 を 通 し 査 読 者 に 原 稿 を 送 付 す

る 。 そ の 際 、 著 者 情 報 は 削 除 す る 。  

＜＜ 査査 読読 のの 実実 施施 等等 ＞＞   

（ ５ ）  査 読 期 間 は ２ 週 間 と す る 。  
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（ ６ ）  査 読 者 は 、 以 下 の 方 針 を 理 解 し た 上 で 査 読 を 行 う 。  

・ 年 報 の 目 的 が 「 高 等 教 育 （ と り わ け 大 学 教 育 ） に 係 る 研 究 ・ 実 践 動 向 に

関 す る 知 識 の 共 有 を 図 る こ と で 、 国 内 外 の 大 学 教 育 研 究 の 発 展 な ら び に

本 学 の 教 育 改 善 に 寄 与 す る こ と を そ の 目 的 と す る 。」で あ る こ と を 踏 ま え 、

論 文 等 の 評 価 は 主 に 重 要 性 や 有 用 性 を 重 視 し て 行 う 。「 学 術 論 文 」に つ い

て は 新 規 性 や 創 造 性 の 観 点 も 加 え る 。  

・ 論 文 等 の 内 容 が 、 自 身 の 意 見 と 一 致 し な い 、 自 身 の 研 究 と 競 合 す る 、 あ

る い は 相 反 す る な ど の 観 点 を 査 読 に 持 ち 込 ま な い 。  

・ 高 等 教 育 （ と り わ け 大 学 教 育 ） の 発 展 を 支 援 す る 立 場 か ら 、 査 読 は 建 設

的 で あ る こ と を 旨 と す る 。 課 題 を 指 摘 す る 場 合 は 可 能 で あ れ ば 代 替 案 を

示 す な ど 、 内 容 の 改 善 を 支 援 す る 姿 勢 で 臨 む 。  

・ 著 者 の 主 張 に 賛 成 で き な く て も 、 著 者 の 主 張 が 明 ら か に 誤 っ て い る と い

う 十 分 な 証 拠 が な い 限 り は そ の 主 張 を 尊 重 し 、 過 度 の 修 正 を 求 め な い 。  

・ 研 究 の 方 法 や 論 文 の 書 き 方 は 分 野 に よ っ て 異 な る 。 そ う し た 多 様 性 を 尊

重 し 、自 身 の 専 門 分 野 に お け る 研 究 方 法 や 論 文 の 書 き 方 を 押 し つ け な い 。

（ ７ ） 査 読 者 は 、 以 下 の 観 点 で 評 価 を 行 う 。  

   「 研 究 論 文 」  

    （ あ ） 大 学 教 育 に 係 る 重 要 な 知 見 、 あ る い は 本 学 の 教 育 改 善 を 進 め る た  

め に 有 用 な 知 見 が 含 ま れ て い る か（ 重 要 性 、有 用 性 ）。新 規 性 や 創  

造 性 が 見 ら れ る か 。（ ※ 重 要 性 、有 用 性 を 重 視 し つ つ 、新 規 性 や 創  

造 性 が あ れ ば 積 極 的 に 評 価 す る 。）  

（ い ） 目 的 が 明 確 で 、 研 究 方 法 は 適 切 か 。 ま た 、 考 察 が 十 分 に な さ れ  

て い る か 。  

（ う ） 構 成 は 適 切 か  

（ え ） 倫 理 的 な 問 題 は な い か  

   「 報 告 」  

    （ あ ） 大 学 教 育 に 係 る 重 要 な 知 見 、 あ る い は 本 学 の 教 育 改 善 を 進 め る た  

め に 有 用 な 知 見 が 含 ま れ て い る か （ 重 要 性 、 有 用 性 ）。  

（ い ） 構 成 は 適 切 か  

（ う ） 倫 理 的 な 問 題 は な い か  

（ ８ ）  査 読 者 は 、査 読 を 担 当 し た 論 文 等 に 関 わ る 一 切 の こ と を（ 査 読 し た と い う

事 実 も 含 め て ） 口 外 し て は な ら な い 。  

（ ９ ）  査 読 者 は 、査 読 結 果 を 以 下 の 形 に ま と め 、教 務 課 を 通 し 編 集 委 員 会 に 報 告

す る 。  

   【 評 価 】  

以 下 の A～ D の い ず れ か １ つ を 選 択 。  

A（ そ の ま ま 掲 載 可 ）、B（ 修 正 の 上 、掲 載 可 ）、C（ 修 正 の 上 、再 審 査 ）、  

D（ 掲 載 不 可 ）  
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※ D は 以 下 の 場 合 が 想 定 さ れ る 。  

1. 『 福 井 大 学 高 等 教 育 研 究 』 の 目 的 か ら 明 ら か に 外 れ て い る 。  

2. 明 白 な 事 実 誤 認 や 論 旨 に 不 適 切 な 点 が 認 め ら れ る 。  

3. 他 の 媒 体 （ 雑 誌 な ど ） に 既 発 表 ま た は 公 知 の 内 容 で あ る 。  

4. 書 式 に 関 す る 指 示 が ほ と ん ど 守 ら れ て い な い な ど 、 形 式 的 な 完 成  

度 が 甚 だ し く 低 い 。  

   【 評 価 の 理 由 】  

A～ D の 評 価 と し た 理 由 を 説 明 。 B あ る い は C 評 価 の 場 合 に は 、 ど の よ う

な 修 正 を 求 め る の か 記 す 。 D の 場 合 は 、 そ の 根 拠 を 具 体 的 に 記 す 。  

   【 編 集 委 員 会 へ の コ メ ン ト 】  

評 価 の 理 由 で 記 し た こ と 以 外 に 編 集 委 員 会 へ の 付 加 的 な コ メ ン ト が あ れ  

ば 記 す 。  

   【 著 者 へ の コ メ ン ト 】  

評 価 の 理 由 で 記 し た こ と 以 外 に 著 者 へ の 付 加 的 な コ メ ン ト が あ れ ば 記 す 。

＜＜ 掲掲 載載 のの 可可 否否 にに 関関 すす るる 判判 定定 ＞＞

（ 10） 編 集 委 員 会 は 、 査 読 者 か ら 提 出 さ れ た 査 読 結 果 を 踏 ま え 、 掲 載 の 可 否 に つ

い て 判 定 を 行 う 。 判 定 は 以 下 の A～ D の い ず れ か と す る 。  

A（ そ の ま ま 掲 載 可 ）、B（ 修 正 の 上 、掲 載 可 ）、C（ 修 正 の 上 、再 審 査 ）、D（ 掲

載 不 可 ）  

「 学 術 論 文 」 の 判 定 基 準 （ ※ ）  

２ 名 の 査 読 者 の 評 価 結 果 が と も に A の 場 合 、判 定 は 原 則 と し て A と す る 。  

２ 名 の 査 読 者 の 評 価 結 果 が A と B の 場 合 、 判 定 は 原 則 と し て B と す る 。  

２ 名 の 査 読 者 の 評 価 結 果 が と も に B の 場 合 、判 定 は 原 則 と し て B と す る 。  

２ 名 の 査 読 者 の 評 価 結 果 が B と C の 場 合 、 判 定 は 原 則 と し て C と す る 。  

２ 名 の 査 読 者 の 評 価 結 果 が と も に C の 場 合 、判 定 は 原 則 と し て C と す る 。  

２ 名 の 査 読 者 の 評 価 結 果 が C と D の 場 合 、 判 定 は 原 則 と し て C 又 は D と  

す る 。  

２ 名 の 査 読 者 の 評 価 結 果 が と も に D の 場 合 、判 定 は 原 則 と し て D と す る 。  

２ 名 の 査 読 者 の 評 価 結 果 が A と C、 A と D、 B と D の 場 合 は 、 判 定 は 原 則  

と し て C と す る 。  

「 報 告 」 の 判 定 基 準 （ ※ ）  

 原 則 と し て 、 査 読 者 の 評 価 結 果 と 同 じ 判 定 と す る 。  

（ ※ ）原 則 と は 異 な る 判 定 を す る 場 合 は 、（ 11）に 述 べ る「 編 集 委 員 会 と

し て の 意 見 」 を 必 ず 付 す も の と す る 。  

（ 11） 編 集 委 員 会 は 、 委 員 会 と し て の 判 定 結 果 を 、 査 読 者 に よ る 評 価 結 果 と と も
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に 、 教 務 課 を 通 し 投 稿 者 に 伝 え る 。 そ の 際 、 必 要 に 応 じ 、 委 員 会 と し て の

意 見 を 付 す こ と が で き る 。 な お 、 査 読 者 に よ る 意 見 や コ メ ン ト に 適 切 さ を

欠 く 表 現 が あ る 場 合 、 同 委 員 会 は そ れ を 削 除 又 は 修 正 し た う え で 、 投 稿 者

に 伝 え る も の と す る （ 査 読 者 に よ る 評 価 結 果 を 変 更 す る こ と は で き な い ）。

（ 12） 当 初 の 投 稿 原 稿 （ 以 下 、 初 稿 ） に 対 す る 判 定 が B 又 は C の 場 合 、 修 正 の う

え 提 出 さ れ た 原 稿 （ 以 下 、 修 正 原 稿 ） に つ い て は 、 原 則 と し て 改 め て 査 読

を 行 う こ と な く 編 集 委 員 会 に お い て 判 定 を 行 う 。 た だ し 、 必 要 が あ れ ば 、

初 稿 の 査 読 者 あ る い は 新 た に 選 定 し た 査 読 者 に 査 読 を 依 頼 し 、 そ の 結 果 を

判 定 の 参 考 と す る こ と が で き る 。  

（ 13） 修 正 原 稿 に 対 す る 判 定 は 、 A（ そ の ま ま 掲 載 可 ）、 B（ 修 正 の 上 、 掲 載 可 ）、

D（ 掲 載 不 可 ） の い ず れ か と す る 。  

＜＜ そそ のの 他他 ＞＞   

（ 14）投 稿 者 は 、初 稿 あ る い は 修 正 原 稿 に 対 す る 判 定 結 果 に 異 議 が あ る 場 合 に は 、

速 や か に 編 集 委 員 会 に 申 立 て を 行 う 。 同 部 門 は 、 申 立 て に 対 し 、 適 切 に 対

応 す る 。  

（ 15） 査 読 前 、 査 読 中 、 査 読 後 に か か わ ら ず 、 特 定 不 正 行 為 （ 捏 造 、 改 ざ ん 及 び

盗 用 ）、二 重 投 稿 、不 適 切 な オ ー サ ー シ ッ プ 等 が 疑 わ れ る 場 合 、編 集 委 員 会

は 速 や か に 調 査 を 行 い 、 適 切 な 対 応 を 取 る 。  

（ 16）（ １ ）～（ 15）に よ っ て は 処 理 で き な い 事 項 が 生 じ た 場 合 、編 集 委 員 会 に お

い て 適 切 な 対 応 を 取 る 。  
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令和 5 年度 活動報告(教学 IR 部門) 

江端  弘樹    

（教学 IR 部門長） 

はじめに

教学 IR 部門は、全学的な教学 IR 活動を推進するために、教学 IR に関するデータの収集・

分析、教学 IR 関連情報の交換、学修成果・教育成果の可視化など全学的な方策の企画立案・

提言、実施に取り組むことを目的に令和 4 年 9 月に教職協働組織として設置され、2 年度目

の活動となります。 

具体的には、学生向けの新たなパネル調査として導入した「在学生調査」の第 2 回目を実施

しました。また、大学の諸活動を周知すること、大学構成員の数値やデータへの関心度を涵養

すること、教学 IR 部門への認知度を向上することを目指し令和 4 年度に創刊した学内広報ポ

スターシリーズ「数字でみる福井大学のいま」を発行しました。さらに、令和 6 年度に新たに導

入する学生調査を設計しました。 

1. 教学 IR 部門設置の経緯と背景 

今般高等教育機関が求められている学修成果の可視化を含めた教育の内部質保証活動

を実施するにあたり、教学データの組織的な収集・分析による質の高い教学エビデンスの集

積が不可欠です。第 4 期中期目標・中期計画の達成に向けて、本学でも早急に全学的な教

学 IR 体制を整備し、取り組みを進めることが求められました。また、令和 3 年 4 月に福井大

学の未来像を具現化するために策定された「福大ビジョン 2040」の教育に関するミッション

で掲げられた「教学マネジメントによる学びの質保証の強化」への対応も急務でした。 

そこで、総合戦略室の下、教職協働の体制による「教学 IR 推進プロジェクトチーム」が令和

3 年度に立ち上がり、検討が重ねられた結果、教学 IR に係る実施組織を高等教育推進セン

ター（以下、センター）に設置する方針が打ち出され、それを受け、令和 4 年 9 月に教学 IR 部

門が新たに設置されました。 

当部門が推進に関わる「ミッション実現戦略経費」に係る取り組み「教学IRに基づく教育の

質の向上 ― 社会的ニーズに応えられる人材の輩出を目指して」は、共通指標の要件である

「学修成果の可視化」、ならびに第 4 期中期目標・中期計画の目標の１つである「Ⅰ 教育研究

の質の向上に関する事項」、さらには本学のミッションである「卓越した高度専門職業人の育

成・輩出」の達成・実現にとって不可欠な活動となっています。 

2. 令和５年度の活動報告 

(ア) 取り組み事例（１） （パネル調査「在学生調査」）

本部門の役割である「教学 IR に係る課題に取り組み、全学的な方策等の企画立案・提

言を行う」に応える取り組みとして、本学における教学 IR 活動の基礎データを得ることを

目的に「在学生調査」を導入・実施し、結果の分析を行いました。 

本調査を、全１・３年生を対象に令和４年 12 月に実施し、パネル調査の一つと位置づけ

ました。設問内容は一般社団法人 大学 IR コンソーシアムが実施する「学生調査」をベー

スとし、コンソーシアム内他学との回答比較ができる形としつつ本学独自の設問を加えて

次の仕様で実施しました。 
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 調査名  2023 年度 在学生調査 

 対象者 全学部 1，3年生 全員 

 質問紙配布・マークシート方式・記名式（図 1） 

 設問 1 年生向け 計 111 問 

3 年生向け 計 120 問 

 全学回収率 1 年生 93.4％ （827 人／885 人） 

3 年生 88.7％ （792 人／893 人） 

※ 令和 4年度実績 81.0％（全学平均） 

調査結果の詳細は、添付資料①を参照して下さい。 

図 1.  調査用紙一式 （1 年生用）

（左）設問用紙 7 ページ。（右）マークシート、調査専用品とせず A4 横 10

択の汎用品を活用しコストを抑えた。設問数の多い中で平易な回答を促

すため、選択肢以外のマーク欄を塗りつぶした上で配布した。

調査方法を工夫したこと、運営管理課、教務課、学務課の協力の下、従来の調査や前年

度を上回る高い回収率でした。本学における教学 IR 活動の基礎データとなりますので今

後の継続実施が期待されます。なお、調査結果については、学内の諸会議で情報共有さ

れたほか、学生には後述の学内広報ポスター「数字でみる福井大学のいま Vol.3」などを

通じてフィードバックしました。 

(イ) 取り組み事例（２） （学内広報媒体「数字でみる福井大学のいま」の発行）

大学の諸活動や教学 IR 活動への認知向上を図る目的で、本学に埋没している数字を

顕在化させ、学生を始めとしたステークホルダーにフィードバックならびに周知する学内広

報ポスターシリーズ「数字でみる福井大学のいま」を創刊し、最大 A1 サイズに印刷し文京、

松岡、敦賀の各キャンパス各所に計 37 枚掲出しました。 

Vol.2 は令和 5 年 7 月に、Vol.3 は令和 5 年 11 月にそれぞれ発行しました。Vol.2

は、学生の利用が落ち込んでいる図書館と言う施設そのものを発信することに主眼を置き、

福井大学図書館と共同で制作しました（別添資料②-1）。Vol.3 は、前年令和 4 年 12 月

に実施した「在学生調査 2022」の結果を単純な一覧表ではない形式で発信することに主

眼を置きました（別添資料②-２）。 
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 本ポスターシリーズを年間数号発行し続けることで、各種学生向け調査の回答の質向

上を図ります。加えて、学生や教職員からの教学 IR 活動や内部質保証活動への関心や

信頼性の喚起と回答の質向上を期待しています。 

図 2.  ポスターシリーズ  Vol.2、Vol.3

Vol.2 「文京図書館特集号」 

Vol.3 「在学生調査特集号」

(ウ) 取り組み事例（３） （新入生向け調査の企画・設計）

本学での 4,6 年間の学生生活のスタート（様々なオリエンテーションを受ける前）時点

での新入生の率直な意見を集約するための「入学時調査」の実施に向けた準備を進めま

した。令和 6 年 4 月のオリエンテーション冒頭で調査する予定です。 

図 ３.  入学時調査（案）

以上 

■添付資料 

①-1 2023 年度 在学生調査 （1 年生向け） 集計結果 

①-2 2023 年度 在学生調査 （3 年生向け） 集計結果 

②-1 「数字でみる福井大学のいま」 Vol.2（文京図書館特集号） 

②-2 「数字でみる福井大学のいま」 Vol.3（「在学生調査」特集号） 
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2023年度　在学生調査　（1年生向け）　質問項目 実施日 2023年 11月

Ⅰ.　あなた自身のことについて

〔1〕 あなたの片道の通学時間はどれくらいですか。

〔2〕 あなたの現在の居住形態は次のうちどれですか。

〔3〕 総合的に考えて福井大学での学生生活に満足している。

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_家族または親戚と暮らしている 70.6% 14.2% 59.0% 33.3% 26.2% 41.9% 22.6% 38.2% 35.1% 47.6% 38.3%

2_アパート・学生マンショ ンでひとり暮らし 28.4% 84.0% 39.3% 62.2% 64.4% 55.6% 77.4% 58.5% 61.4% 41.3% 57.6%

3_大学寮や合宿所 1.0% 0.9% 1.6% 4.3% 8.7% 2.6% 0.0% 3.3% 3.5% 11.1% 3.8%

4_その他 0.0% 0.9% 0.0% 0.2% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_思わない 5.9% 7.5% 4.9% 4.7% 6.0% 1.7% 6.5% 4.9% 5.3% 4.8% 5.2%

2_やや思わない 8.8% 17.0% 13.1% 15.4% 13.4% 20.5% 8.1% 12.2% 24.6% 3.2% 13.7%

3_やや思う 51.0% 40.6% 39.3% 57.3% 59.7% 58.1% 45.2% 61.0% 54.4% 54.0% 52.9%

4_思う 34.3% 34.9% 42.6% 22.4% 20.8% 18.8% 40.3% 22.0% 15.8% 38.1% 28.1%

99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_30分未満 51.0% 89.6% 54.1% 74.8% 82.6% 65.8% 79.0% 70.7% 77.2% 61.9% 71.3%

2_30分以上－1時間未満 27.5% 9.4% 31.1% 14.2% 8.7% 18.8% 14.5% 16.3% 14.0% 22.2% 17.0%

3_1時間以上－1時間30分未満 16.7% 0.0% 11.5% 8.3% 7.4% 10.3% 4.8% 8.9% 8.8% 11.1% 8.7%

4_1時間30分以上－2時間未満 4.9% 0.9% 3.3% 1.8% 1.3% 2.6% 1.6% 2.4% 0.0% 3.2% 2.3%

5_2時間以上 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 2.6% 0.0% 1.6% 0.0% 1.6% 0.7%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

学　部 回答数 対象者数 回答率

教育学部 102 108 94.4%

医学部 167 176 94.9%

医学科 106 112 94.6%

看護学科 61 64 95.3%

工学部 495 537 92.2%

機械・システム工学科 138 164 84.1%

電気電子情報工学科 116 123 94.3%

建築・都市環境工学科 61 62 98.4%

物質・生命化学科 123 127 96.9%

応用物理学科 57 61 93.4%

国際地域学部 63 64 98.4%

総計 827 885 93.4%

1 修正後）2023年度_1年生

【資料 ①-１】
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Ⅱ.　大学に入学してからのあなたの学習状況について

●　あなたが受講した大学の授業で、次のようなことを経験する機会はどのくらいありましたか。

〔4〕 実験、実習、フィールドワークなどを実施し、学生が体験的に学ぶ

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 1.9% 1.6% 13.6% 13.4% 35.9% 1.6% 2.4% 5.3% 4.8% 9.0%

2 12.7% 4.7% 3.3% 26.8% 36.9% 38.5% 16.1% 6.5% 31.6% 12.7% 19.5%

3 62.7% 64.2% 55.7% 43.7% 45.6% 23.1% 53.2% 53.7% 49.1% 69.8% 51.4%

4 23.5% 29.2% 39.3% 15.9% 4.0% 2.6% 29.0% 37.4% 14.0% 12.7% 20.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔5〕 仕事に役立つ知識やスキルを学ぶ

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.0% 1.9% 1.6% 5.7% 6.7% 5.1% 3.2% 6.5% 5.3% 3.2% 4.3%

2 7.8% 15.1% 3.3% 29.5% 25.5% 30.8% 24.2% 25.2% 52.6% 25.4% 22.9%

3 45.1% 51.9% 37.7% 53.0% 54.4% 53.0% 54.8% 55.3% 42.1% 57.1% 51.1%

4 45.1% 31.1% 57.4% 11.8% 13.4% 11.1% 17.7% 13.0% 0.0% 14.3% 21.8%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔6〕 授業内容と社会や日常生活のかかわりについて、教員が説明する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 1.9% 1.6% 4.9% 2.7% 4.3% 3.2% 4.1% 15.8% 3.2% 3.7%

2 19.6% 17.0% 11.5% 29.7% 26.2% 26.5% 25.8% 33.3% 42.1% 23.8% 25.1%

3 54.9% 55.7% 50.8% 52.6% 57.7% 58.1% 46.8% 49.6% 40.4% 49.2% 52.9%

4 24.5% 25.5% 36.1% 12.8% 13.4% 11.1% 24.2% 13.0% 1.8% 23.8% 18.3%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔7〕 授業の一環でボランティア活動をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 44.1% 40.6% 60.7% 72.2% 73.2% 77.8% 66.1% 72.4% 64.9% 54.0% 62.6%

2 29.4% 33.0% 32.8% 19.3% 18.8% 14.5% 22.6% 18.7% 28.1% 27.0% 23.8%

3 17.6% 17.0% 6.6% 7.5% 7.4% 6.8% 11.3% 6.5% 7.0% 17.5% 10.6%

4 8.8% 9.4% 0.0% 1.0% 0.7% 0.9% 0.0% 2.4% 0.0% 1.6% 3.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1. まったくなかった 2. あまりなかった 3. ときどきあった 4. ひんぱんにあった
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〔8〕 学生自身が文献や資料を調べる

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 4.7% 1.6% 3.5% 2.0% 6.0% 3.2% 2.4% 5.3% 11.1% 3.7%

2 1.0% 22.6% 0.0% 17.9% 14.8% 28.2% 17.7% 7.3% 28.1% 22.2% 15.5%

3 31.4% 57.5% 49.2% 51.0% 56.4% 54.7% 62.9% 36.6% 47.4% 42.9% 48.7%

4 67.6% 15.1% 49.2% 27.6% 26.8% 11.1% 16.1% 53.7% 19.3% 23.8% 32.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔9〕 定期的に小テストやレポートが課される

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 1.6% 0.4% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 1.6% 0.6%

2 2.0% 3.8% 1.6% 3.0% 2.7% 6.0% 1.6% 2.4% 0.0% 3.2% 2.9%

3 13.7% 48.1% 23.0% 19.5% 17.4% 19.7% 14.5% 22.8% 22.8% 23.8% 23.0%

4 84.3% 47.2% 73.8% 77.2% 79.2% 74.4% 83.9% 74.8% 75.4% 71.4% 73.6%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔10〕 教員が提出物に添削やコメントをつけて返却する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 6.9% 13.2% 1.6% 2.0% 2.0% 3.4% 0.0% 0.0% 5.3% 4.8% 4.2%

2 31.4% 30.2% 24.6% 23.2% 18.1% 33.3% 19.4% 20.3% 26.3% 22.2% 25.1%

3 49.0% 37.7% 57.4% 60.0% 71.1% 57.3% 61.3% 56.1% 43.9% 44.4% 54.5%

4 12.7% 18.9% 16.4% 14.6% 8.7% 6.0% 19.4% 22.8% 24.6% 27.0% 16.0%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 1.6% 0.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔11〕 学生が自分の考えや研究を発表する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 10.4% 1.6% 6.7% 6.7% 4.3% 3.2% 8.1% 12.3% 4.8% 6.0%

2 8.8% 42.5% 9.8% 37.0% 41.6% 38.5% 21.0% 34.1% 45.6% 19.0% 31.0%

3 47.1% 36.8% 49.2% 52.2% 51.0% 53.0% 71.0% 49.6% 38.6% 55.6% 49.6%

4 43.1% 10.4% 39.3% 4.1% 0.7% 4.3% 4.8% 8.1% 3.5% 20.6% 13.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔12〕 授業中に学生同士が議論をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 9.4% 1.6% 6.3% 5.4% 6.0% 3.2% 8.1% 8.8% 1.6% 5.2%

2 5.9% 30.2% 14.8% 36.8% 40.3% 35.0% 35.5% 30.9% 45.6% 11.1% 28.7%

3 25.5% 50.0% 49.2% 50.2% 49.7% 51.3% 56.5% 52.0% 38.6% 39.7% 46.3%

4 67.6% 10.4% 34.4% 6.7% 4.7% 7.7% 4.8% 8.9% 7.0% 47.6% 19.6%
99_未回答 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔13〕 授業で検討するテーマを学生が設定する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 7.8% 33.0% 16.4% 33.5% 36.2% 29.1% 25.8% 33.3% 43.9% 22.2% 28.2%

2 29.4% 28.3% 41.0% 43.1% 45.0% 45.3% 46.8% 41.5% 33.3% 23.8% 38.0%

3 45.1% 28.3% 34.4% 20.7% 17.4% 23.9% 22.6% 19.5% 22.8% 38.1% 26.9%

4 17.6% 10.4% 8.2% 2.8% 1.3% 1.7% 4.8% 5.7% 0.0% 14.3% 6.8%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔14〕 授業の進め方に学生の意見が取り入れられる

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 9.8% 6.6% 13.1% 28.7% 33.6% 25.6% 25.8% 28.5% 26.3% 17.5% 21.7%

2 48.0% 35.8% 42.6% 46.7% 40.3% 51.3% 48.4% 48.8% 47.4% 27.0% 43.7%

3 34.3% 46.2% 37.7% 22.8% 25.5% 20.5% 22.6% 20.3% 26.3% 41.3% 29.6%

4 7.8% 11.3% 6.6% 1.8% 0.7% 2.6% 3.2% 2.4% 0.0% 14.3% 5.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔15〕 取りたい授業を履修登録できなかった

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 26.5% 21.7% 73.8% 19.1% 16.1% 20.5% 17.7% 19.5% 24.6% 19.0% 24.3%

2 34.3% 18.9% 11.5% 32.5% 34.9% 34.2% 24.2% 35.0% 26.3% 28.6% 29.2%

3 33.3% 48.1% 13.1% 39.6% 40.3% 32.5% 51.6% 38.2% 42.1% 42.9% 38.2%

4 5.9% 11.3% 1.6% 8.9% 8.7% 12.8% 6.5% 7.3% 7.0% 9.5% 8.3%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

4 修正後）2023年度_1年生
112Higher Education Studies, University of Fukui　Vol.2



高等教育推進センター活動年報

〔16〕 出席することが重視される

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 2.8% 1.6% 1.4% 1.3% 0.9% 0.0% 2.4% 1.8% 4.8% 1.8%

2 13.7% 14.2% 14.8% 15.7% 12.1% 16.2% 11.3% 20.3% 19.3% 20.6% 15.6%

3 49.0% 50.0% 37.7% 45.9% 48.3% 42.7% 41.9% 49.6% 42.1% 41.3% 45.8%

4 36.3% 33.0% 45.9% 37.0% 38.3% 40.2% 46.8% 27.6% 36.8% 31.7% 36.7%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔17〕 TAやSAなどの授業補助者から補助を受ける

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 9.8% 34.0% 41.0% 16.9% 17.4% 36.8% 4.8% 1.6% 21.1% 52.4% 22.6%

2 19.6% 31.1% 36.1% 28.0% 30.9% 33.3% 17.7% 22.0% 33.3% 22.2% 27.5%

3 58.8% 27.4% 18.0% 46.9% 47.7% 28.2% 71.0% 53.7% 42.1% 19.0% 41.7%

4 11.8% 7.5% 4.9% 8.3% 4.0% 1.7% 6.5% 22.8% 3.5% 6.3% 8.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

●　大学の授業や授業以外の学習に関して、あなたは次のようなことをどのくらい経験しましたか。

〔18〕 授業課題のために図書館の資料を利用した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 34.3% 31.1% 3.3% 24.8% 29.5% 37.6% 27.4% 2.4% 31.6% 14.3% 24.4%

2 20.6% 31.1% 14.8% 29.7% 36.9% 24.8% 43.5% 16.3% 35.1% 39.7% 28.5%

3 34.3% 22.6% 63.9% 31.1% 25.5% 30.8% 25.8% 43.1% 26.3% 30.2% 32.7%

4 10.8% 15.1% 18.0% 14.4% 8.1% 6.8% 3.2% 38.2% 7.0% 14.3% 14.3%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔19〕 授業課題のためにWeb上の情報を利用した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 0.9% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.5%

2 3.9% 5.7% 3.3% 5.1% 4.0% 6.0% 6.5% 4.9% 5.3% 11.1% 5.4%

3 27.5% 53.8% 31.1% 41.3% 40.3% 42.7% 51.6% 36.6% 40.4% 15.9% 38.6%

4 67.6% 39.6% 63.9% 53.5% 55.7% 51.3% 41.9% 58.5% 54.4% 71.4% 55.6%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1. まったくしなかった 2. あまりしなかった 3. ときどきした 4. ひんぱんにした

5 修正後）2023年度_1年生
113 Higher Education Studies, University of Fukui　Vol.2



高等教育推進センター活動年報

〔20〕 インターネットを使って授業課題を受けたり、提出したりした

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.0% 1.6% 0.4% 0.0% 0.9% 0.0% 0.8% 0.0% 1.6% 0.5%

2 1.0% 3.8% 1.6% 2.2% 1.3% 2.6% 3.2% 0.8% 5.3% 1.6% 2.1%

3 13.7% 23.6% 24.6% 21.1% 16.1% 22.2% 25.8% 27.6% 12.3% 9.5% 19.9%

4 85.3% 72.6% 72.1% 76.4% 82.6% 74.4% 71.0% 70.7% 82.5% 87.3% 77.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔21〕 提出期限までに授業課題を完成できなかった

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 20.6% 29.2% 57.4% 16.7% 10.7% 23.1% 21.0% 17.9% 12.3% 23.8% 22.3%

2 32.4% 26.4% 37.7% 35.8% 38.9% 29.1% 40.3% 39.0% 29.8% 23.8% 33.5%

3 42.2% 37.7% 3.3% 40.6% 43.6% 41.0% 30.6% 37.4% 49.1% 34.9% 37.3%

4 4.9% 6.6% 1.6% 6.9% 6.7% 6.8% 8.1% 5.7% 8.8% 17.5% 7.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔22〕 授業時間外に、他の学生と一緒に勉強したり、授業内容を話したりした

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 3.9% 2.8% 3.3% 9.1% 6.0% 10.3% 3.2% 10.6% 17.5% 7.9% 7.1%

2 5.9% 15.1% 8.2% 17.9% 19.5% 23.1% 8.1% 15.4% 19.3% 12.7% 15.0%

3 44.1% 39.6% 36.1% 43.5% 47.7% 43.6% 50.0% 37.4% 38.6% 47.6% 42.9%

4 46.1% 42.5% 52.5% 29.5% 26.8% 23.1% 38.7% 36.6% 24.6% 31.7% 35.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔23〕 授業中、教員の考え方や意見に異議を唱えた

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 54.9% 68.9% 78.7% 70.9% 74.5% 65.8% 71.0% 72.4% 68.4% 66.7% 68.9%

2 29.4% 24.5% 14.8% 22.0% 19.5% 27.4% 19.4% 19.5% 26.3% 22.2% 22.7%

3 13.7% 6.6% 4.9% 5.3% 4.7% 6.0% 4.8% 5.7% 5.3% 7.9% 6.7%

4 2.0% 0.0% 1.6% 1.8% 1.3% 0.9% 4.8% 2.4% 0.0% 3.2% 1.7%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔24〕 授業を欠席した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 10.8% 21.7% 14.8% 16.9% 11.4% 21.4% 16.1% 17.1% 22.8% 22.2% 17.0%

2 52.0% 47.2% 62.3% 39.0% 36.9% 40.2% 37.1% 41.5% 38.6% 38.1% 43.2%

3 34.3% 29.2% 23.0% 37.0% 46.3% 32.5% 37.1% 32.5% 31.6% 31.7% 34.3%

4 2.9% 1.9% 0.0% 7.1% 5.4% 6.0% 9.7% 8.9% 7.0% 7.9% 5.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔25〕 授業に遅刻した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 49.0% 27.4% 32.8% 29.7% 23.5% 35.9% 12.9% 36.6% 36.8% 36.5% 32.5%

2 25.5% 39.6% 44.3% 36.4% 37.6% 35.0% 37.1% 35.8% 36.8% 22.2% 35.0%

3 22.5% 30.2% 19.7% 27.8% 36.2% 23.9% 40.3% 19.5% 17.5% 27.0% 26.8%

4 2.9% 2.8% 3.3% 6.1% 2.7% 5.1% 9.7% 8.1% 8.8% 14.3% 5.7%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔26〕 授業をつまらなく感じた

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 3.9% 9.4% 3.3% 3.7% 4.0% 4.3% 4.8% 1.6% 5.3% 1.6% 4.3%

2 28.4% 37.7% 37.7% 26.4% 22.1% 32.5% 32.3% 22.0% 28.1% 22.2% 28.6%

3 52.9% 47.2% 52.5% 50.6% 57.0% 41.0% 41.9% 61.0% 40.4% 57.1% 51.1%

4 14.7% 5.7% 6.6% 19.3% 16.8% 22.2% 21.0% 15.4% 26.3% 19.0% 16.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔27〕 授業中に居眠りをした

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 15.7% 18.9% 8.2% 19.3% 21.5% 17.1% 12.9% 22.0% 19.3% 12.7% 17.5%

2 30.4% 37.7% 32.8% 41.5% 40.3% 39.3% 37.1% 45.5% 45.6% 39.7% 38.9%

3 47.1% 35.8% 44.3% 32.7% 34.2% 35.0% 37.1% 28.5% 28.1% 30.2% 35.5%

4 6.9% 7.5% 14.8% 6.5% 4.0% 8.5% 12.9% 4.1% 7.0% 17.5% 8.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔28〕 学内での学習支援を受けた (教職員に学習に関する相談をした、学内の学習支援室を利用した等)

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 60.8% 51.9% 47.5% 64.6% 59.1% 70.1% 62.9% 65.0% 68.4% 52.4% 60.4%

2 24.5% 26.4% 27.9% 20.5% 24.8% 16.2% 25.8% 15.4% 22.8% 23.8% 22.5%

3 9.8% 17.9% 18.0% 12.4% 14.8% 12.8% 6.5% 14.6% 7.0% 15.9% 13.5%

4 4.9% 3.8% 6.6% 2.4% 1.3% 0.9% 3.2% 4.9% 1.8% 7.9% 3.6%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔29〕 単位とは関係のない教員あるいは学生による自主的な勉強会に参加した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 67.6% 62.3% 67.2% 77.2% 77.9% 76.1% 80.6% 75.6% 77.2% 61.9% 72.3%

2 15.7% 20.8% 27.9% 14.0% 12.8% 15.4% 14.5% 16.3% 8.8% 20.6% 16.5%

3 11.8% 16.0% 4.9% 7.1% 8.7% 6.0% 1.6% 6.5% 12.3% 7.9% 8.7%

4 4.9% 0.9% 0.0% 1.8% 0.7% 2.6% 3.2% 1.6% 1.8% 9.5% 2.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔30〕 大学の教職員に将来のキャリアの相談をした （卒業後の進路や職業選択など）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 82.4% 62.3% 54.1% 79.3% 84.6% 78.6% 66.1% 78.0% 84.2% 61.9% 74.4%

2 5.9% 24.5% 26.2% 12.4% 9.4% 6.8% 29.0% 15.4% 7.0% 25.4% 15.1%

3 7.8% 12.3% 18.0% 7.1% 5.4% 12.0% 4.8% 4.9% 8.8% 3.2% 8.3%

4 3.9% 0.9% 1.6% 1.2% 0.7% 2.6% 0.0% 1.6% 0.0% 9.5% 2.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔31〕 教員に親近感を感じた

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 30.4% 28.3% 14.8% 45.3% 45.0% 48.7% 37.1% 43.9% 50.9% 20.6% 37.3%

2 42.2% 35.8% 44.3% 39.4% 40.9% 35.9% 46.8% 40.7% 31.6% 34.9% 39.3%

3 21.6% 30.2% 34.4% 13.8% 12.8% 14.5% 12.9% 13.8% 15.8% 33.3% 19.8%

4 5.9% 5.7% 6.6% 1.2% 0.7% 0.9% 3.2% 1.6% 0.0% 11.1% 3.5%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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●　入学以来、あなたは次の活動に 1週間あたり どのくらいの時間を費やしましたか。

〔32〕 授業や実験に出席する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.9% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4%

2 1.0% 4.7% 1.6% 0.6% 0.7% 0.9% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2%

3 1.0% 2.8% 3.3% 1.8% 1.3% 3.4% 0.0% 1.6% 1.8% 3.2% 2.0%

4 2.0% 8.5% 1.6% 3.3% 4.0% 0.9% 3.2% 4.1% 5.3% 9.5% 4.2%

5 3.9% 5.7% 6.6% 6.3% 6.7% 11.1% 4.8% 4.9% 0.0% 9.5% 6.2%

6 5.9% 23.6% 11.5% 17.3% 22.1% 15.4% 9.7% 18.7% 14.0% 15.9% 16.2%

7 19.6% 18.9% 21.3% 33.9% 32.2% 42.7% 27.4% 31.7% 31.6% 34.9% 29.4%

8 66.7% 35.8% 54.1% 36.0% 32.9% 23.9% 50.0% 39.0% 47.4% 27.0% 40.4%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔33〕 （授業時間外に） 授業課題や準備学習、復習をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 0.9% 1.6% 1.6% 0.7% 2.6% 1.6% 1.6% 1.8% 1.6% 1.4%

2 5.9% 14.2% 6.6% 6.1% 3.4% 7.7% 6.5% 4.1% 14.0% 4.8% 7.0%

3 9.8% 17.9% 14.8% 21.3% 29.5% 18.8% 24.2% 14.6% 15.8% 25.4% 19.3%

4 28.4% 25.5% 34.4% 30.7% 28.9% 34.2% 38.7% 29.3% 22.8% 34.9% 30.4%

5 31.4% 20.8% 24.6% 27.6% 27.5% 27.4% 22.6% 34.1% 19.3% 25.4% 26.8%

6 11.8% 5.7% 13.1% 8.9% 6.7% 7.7% 3.2% 12.2% 15.8% 4.8% 8.8%

7 5.9% 6.6% 4.9% 1.8% 1.3% 0.9% 0.0% 1.6% 7.0% 1.6% 3.1%

8 5.9% 8.5% 0.0% 2.0% 2.0% 0.9% 3.2% 2.4% 1.8% 1.6% 3.1%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔34〕 （授業時間外に） 授業に関連しない勉強をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 29.4% 34.0% 32.8% 37.2% 37.6% 33.3% 46.8% 37.4% 33.3% 27.0% 34.8%

2 28.4% 31.1% 27.9% 28.3% 30.2% 32.5% 25.8% 21.1% 33.3% 23.8% 28.3%

3 29.4% 15.1% 21.3% 17.9% 12.8% 20.5% 17.7% 23.6% 14.0% 30.2% 20.1%

4 6.9% 12.3% 9.8% 9.4% 10.7% 8.5% 6.5% 9.8% 10.5% 12.7% 9.8%

5 2.0% 4.7% 6.6% 4.9% 6.7% 4.3% 1.6% 4.1% 7.0% 3.2% 4.5%

6 2.0% 0.9% 0.0% 1.6% 2.0% 0.9% 0.0% 2.4% 1.8% 0.0% 1.3%

7 1.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.2%

8 1.0% 1.9% 1.6% 0.4% 0.0% 0.0% 1.6% 0.8% 0.0% 3.2% 1.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1. 全然ない 4. 3～6時間未満 7. 16～20時間未満

2. 1時間未満 5. 6～11時間未満 8. 20時間以上

3. 1～3時間未満 6. 11～16時間未満
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〔35〕 オフィスアワーなど、授業時間外に教員と面談する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 88.2% 70.8% 75.4% 87.6% 88.6% 87.2% 83.9% 90.2% 84.2% 74.6% 83.7%

2 4.9% 16.0% 14.8% 6.1% 7.4% 4.3% 6.5% 5.7% 7.0% 11.1% 8.2%

3 4.9% 6.6% 3.3% 4.1% 2.7% 5.1% 6.5% 2.4% 7.0% 6.3% 4.6%

4 1.0% 1.9% 4.9% 1.0% 0.7% 1.7% 0.0% 1.6% 0.0% 4.8% 1.7%

5 1.0% 2.8% 0.0% 0.4% 0.0% 0.9% 1.6% 0.0% 0.0% 1.6% 0.8%

6 0.0% 0.9% 0.0% 0.6% 0.7% 0.9% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.5%

7 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

8 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.2%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔36〕 部活動や同好会に参加する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 55.9% 1.9% 9.8% 32.3% 29.5% 35.0% 24.2% 33.3% 40.4% 23.8% 29.0%

2 5.9% 6.6% 3.3% 11.4% 9.4% 11.1% 11.3% 15.4% 8.8% 15.9% 9.9%

3 8.8% 7.5% 11.5% 19.5% 16.8% 20.5% 16.1% 21.1% 24.6% 15.9% 15.8%

4 14.7% 18.9% 16.4% 18.5% 25.5% 16.2% 24.2% 11.4% 14.0% 23.8% 18.3%

5 10.8% 47.2% 44.3% 10.2% 6.7% 11.1% 16.1% 13.8% 3.5% 14.3% 17.7%

6 1.0% 10.4% 9.8% 5.1% 7.4% 3.4% 4.8% 3.3% 7.0% 3.2% 5.5%

7 1.0% 0.9% 3.3% 1.2% 2.0% 0.9% 1.6% 0.0% 1.8% 0.0% 1.2%

8 2.0% 5.7% 1.6% 1.8% 2.7% 1.7% 1.6% 1.6% 0.0% 3.2% 2.4%
99_未回答 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔37〕 学外のアルバイトや仕事をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 9.8% 26.4% 1.6% 26.0% 27.5% 23.1% 16.1% 29.3% 31.6% 11.1% 21.2%

2 2.9% 3.8% 1.6% 2.0% 0.7% 0.9% 3.2% 3.3% 3.5% 4.8% 2.5%

3 7.8% 9.4% 3.3% 4.3% 3.4% 6.8% 4.8% 3.3% 3.5% 11.1% 5.8%

4 7.8% 18.9% 14.8% 12.8% 13.4% 16.2% 12.9% 11.4% 7.0% 14.3% 13.2%

5 33.3% 19.8% 32.8% 19.9% 19.5% 20.5% 19.4% 19.5% 21.1% 27.0% 23.0%

6 21.6% 11.3% 27.9% 22.0% 23.5% 20.5% 27.4% 22.8% 14.0% 19.0% 20.8%

7 8.8% 6.6% 11.5% 7.9% 6.7% 7.7% 12.9% 6.5% 8.8% 4.8% 7.9%

8 7.8% 3.8% 6.6% 5.1% 5.4% 4.3% 3.2% 4.1% 10.5% 7.9% 5.6%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔38〕 読書をする （マンガ・雑誌を除く）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 40.2% 42.5% 24.6% 53.7% 51.0% 48.7% 58.1% 55.3% 63.2% 49.2% 48.2%

2 31.4% 31.1% 36.1% 19.7% 20.8% 17.1% 22.6% 21.1% 15.8% 23.8% 24.0%

3 12.7% 14.2% 23.0% 14.4% 14.8% 22.2% 6.5% 14.6% 5.3% 11.1% 14.5%

4 8.8% 4.7% 6.6% 6.9% 8.7% 8.5% 6.5% 3.3% 7.0% 11.1% 7.1%

5 2.9% 3.8% 1.6% 1.8% 1.3% 1.7% 1.6% 1.6% 3.5% 1.6% 2.1%

6 2.0% 1.9% 6.6% 1.2% 1.3% 0.0% 1.6% 1.6% 1.8% 0.0% 1.7%

7 0.0% 0.0% 1.6% 0.6% 0.0% 0.0% 1.6% 0.8% 1.8% 0.0% 0.5%

8 1.0% 1.9% 0.0% 1.8% 2.0% 1.7% 1.6% 1.6% 1.8% 3.2% 1.7%
99_未回答 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔39〕 個人的な趣味活動をする （テレビやゲーム、映画鑑賞など）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.0% 1.9% 0.0% 0.8% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 3.5% 1.6% 1.1%

2 3.9% 8.5% 9.8% 2.2% 1.3% 0.9% 4.8% 2.4% 3.5% 1.6% 3.7%

3 13.7% 10.4% 14.8% 10.0% 6.7% 9.4% 9.7% 13.8% 12.3% 14.3% 11.2%

4 26.5% 17.0% 24.6% 13.2% 14.1% 9.4% 17.7% 16.3% 7.0% 15.9% 16.3%

5 13.7% 24.5% 14.8% 17.9% 18.8% 18.8% 27.4% 15.4% 8.8% 22.2% 18.3%

6 15.7% 12.3% 11.5% 11.8% 9.4% 16.2% 9.7% 10.6% 14.0% 12.7% 12.4%

7 7.8% 8.5% 9.8% 10.2% 11.4% 8.5% 6.5% 10.6% 14.0% 11.1% 9.8%

8 16.7% 17.0% 14.8% 33.9% 38.3% 35.0% 24.2% 30.9% 36.8% 20.6% 27.3%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

●　入学した時点と比べて、あなたの能力や知識はどのように変化しましたか。

〔40〕 一般的な教養

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 1.9% 6.6% 1.0% 0.0% 0.9% 1.6% 1.6% 1.8% 3.2% 1.5%

2 5.9% 7.5% 14.8% 7.5% 5.4% 7.7% 8.1% 8.1% 10.5% 9.5% 8.0%

3 8.8% 31.1% 14.8% 28.0% 25.5% 34.2% 16.1% 27.6% 35.1% 15.9% 24.2%

4 70.6% 48.1% 41.0% 55.3% 61.1% 53.8% 59.7% 53.7% 42.1% 57.1% 55.4%

5 13.7% 8.5% 18.0% 4.9% 5.4% 2.6% 9.7% 4.1% 5.3% 7.9% 7.6%
99_未回答 1.0% 2.8% 4.9% 3.3% 2.7% 0.9% 4.8% 4.9% 5.3% 6.3% 3.3%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1. 大きく減った 2. 減った 3. 変化なし 4. 増えた 5. 大きく増えた
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〔41〕 分析力や問題解決能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 0.0% 0.8% 0.0% 0.9% 1.6% 0.8% 1.8% 1.6% 0.7%

2 2.0% 4.7% 8.2% 5.3% 4.7% 8.5% 3.2% 3.3% 7.0% 6.3% 5.1%

3 14.7% 44.3% 18.0% 36.0% 34.9% 35.0% 37.1% 37.4% 36.8% 30.2% 32.7%

4 71.6% 42.5% 63.9% 53.1% 56.4% 52.1% 48.4% 53.7% 50.9% 55.6% 55.0%

5 11.8% 7.5% 9.8% 4.7% 4.0% 3.4% 9.7% 4.9% 3.5% 6.3% 6.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔42〕 専門分野や学科の知識

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 0.9% 1.6% 0.8% 1.8% 3.2% 0.7%

2 0.0% 4.7% 0.0% 3.0% 3.4% 2.6% 1.6% 2.4% 5.3% 3.2% 2.6%

3 4.9% 12.3% 4.9% 13.8% 14.1% 12.8% 12.9% 13.0% 17.5% 23.8% 12.6%

4 61.8% 50.0% 44.3% 61.0% 62.4% 65.8% 48.4% 64.2% 54.4% 55.6% 58.1%

5 33.3% 33.0% 50.8% 21.5% 20.1% 17.9% 35.5% 19.5% 21.1% 14.3% 26.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔43〕 批判的に考える能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 0.0% 0.6% 0.7% 0.0% 1.6% 0.0% 1.8% 3.2% 0.7%

2 1.0% 2.8% 3.3% 6.5% 5.4% 6.0% 6.5% 7.3% 8.8% 4.8% 5.0%

3 16.7% 52.8% 37.7% 54.1% 55.7% 62.4% 46.8% 52.0% 45.6% 42.9% 47.4%

4 68.6% 36.8% 50.8% 33.3% 34.9% 25.6% 41.9% 31.7% 38.6% 44.4% 40.1%

5 13.7% 6.6% 8.2% 5.5% 3.4% 6.0% 3.2% 8.9% 5.3% 4.8% 6.8%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔44〕 異文化の人々に関する知識

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 3.3% 1.4% 0.7% 0.0% 1.6% 2.4% 3.5% 1.6% 1.3%

2 3.9% 6.6% 3.3% 3.9% 2.0% 5.1% 3.2% 3.3% 8.8% 0.0% 3.9%

3 29.4% 52.8% 45.9% 59.6% 64.4% 59.0% 62.9% 55.3% 54.4% 27.0% 51.7%

4 58.8% 34.9% 41.0% 32.1% 30.2% 32.5% 30.6% 34.1% 33.3% 55.6% 38.1%

5 7.8% 3.8% 6.6% 3.0% 2.7% 3.4% 1.6% 4.9% 0.0% 15.9% 4.9%
99_未回答 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

12 修正後）2023年度_1年生
120Higher Education Studies, University of Fukui　Vol.2



高等教育推進センター活動年報

〔45〕 リーダーシップの能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 1.9% 3.3% 1.8% 0.7% 0.9% 3.2% 0.8% 7.0% 3.2% 1.9%

2 3.9% 7.5% 6.6% 7.9% 5.4% 8.5% 1.6% 12.2% 10.5% 3.2% 6.9%

3 49.0% 61.3% 55.7% 70.9% 75.8% 66.7% 77.4% 65.9% 70.2% 57.1% 64.9%

4 43.1% 23.6% 31.1% 17.1% 16.1% 20.5% 16.1% 17.9% 12.3% 30.2% 23.1%

5 2.9% 5.7% 3.3% 2.4% 2.0% 3.4% 1.6% 3.3% 0.0% 6.3% 3.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔46〕 人間関係を構築する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 0.0% 2.4% 1.3% 3.4% 0.0% 1.6% 7.0% 3.2% 1.8%

2 2.9% 4.7% 3.3% 9.3% 6.7% 11.1% 4.8% 12.2% 10.5% 4.8% 7.1%

3 15.7% 35.8% 21.3% 42.9% 44.3% 43.6% 46.8% 35.0% 50.9% 41.3% 37.0%

4 58.8% 46.2% 45.9% 38.0% 41.6% 35.0% 38.7% 39.8% 29.8% 38.1% 42.1%

5 22.5% 12.3% 29.5% 7.5% 6.0% 6.8% 9.7% 11.4% 1.8% 12.7% 11.9%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔47〕 他の人と協力して物事を遂行する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.7% 1.7% 0.0% 0.8% 5.3% 1.6% 1.0%

2 1.0% 1.9% 1.6% 5.9% 6.7% 7.7% 1.6% 4.9% 7.0% 1.6% 4.2%

3 13.7% 43.4% 19.7% 40.7% 38.9% 47.0% 33.9% 37.4% 47.4% 33.3% 35.7%

4 58.8% 46.2% 47.5% 45.9% 47.0% 39.3% 58.1% 48.8% 36.8% 52.4% 48.1%

5 26.5% 8.5% 31.1% 6.1% 6.7% 4.3% 6.5% 8.1% 3.5% 11.1% 11.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔48〕 異文化の人々と協力する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.0% 3.8% 4.9% 2.6% 1.3% 1.7% 4.8% 1.6% 7.0% 1.6% 2.7%

2 2.0% 1.9% 6.6% 5.9% 5.4% 5.1% 4.8% 6.5% 8.8% 1.6% 4.6%

3 50.0% 68.9% 57.4% 74.2% 78.5% 75.2% 75.8% 71.5% 64.9% 33.3% 66.3%

4 41.2% 19.8% 27.9% 15.7% 13.4% 16.2% 12.9% 18.7% 17.5% 52.4% 23.0%

5 4.9% 5.7% 3.3% 1.6% 1.3% 1.7% 1.6% 1.6% 1.8% 11.1% 3.3%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔49〕 地域社会が直面する問題を理解する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 0.7% 0.0% 0.0% 1.6% 5.3% 3.2% 1.0%

2 4.9% 1.9% 1.6% 3.3% 2.0% 3.4% 3.2% 2.4% 8.8% 1.6% 3.1%

3 33.3% 51.9% 27.9% 63.0% 65.1% 69.2% 56.5% 57.7% 63.2% 33.3% 53.2%

4 51.0% 38.7% 60.7% 29.9% 30.9% 24.8% 35.5% 34.1% 22.8% 52.4% 37.5%

5 10.8% 7.5% 9.8% 2.6% 1.3% 2.6% 4.8% 4.1% 0.0% 9.5% 5.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔50〕 国民が直面する問題を理解する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 5.3% 4.8% 1.0%

2 2.0% 3.8% 6.6% 3.9% 3.4% 2.6% 3.2% 2.4% 12.3% 1.6% 3.7%

3 33.3% 51.9% 57.4% 59.6% 59.1% 63.2% 71.0% 53.7% 54.4% 39.7% 53.8%

4 58.8% 39.6% 32.8% 33.9% 37.6% 31.6% 24.2% 39.0% 28.1% 47.6% 38.6%

5 5.9% 4.7% 3.3% 1.6% 0.0% 2.6% 1.6% 3.3% 0.0% 6.3% 3.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔51〕 文章表現の能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 3.8% 1.6% 2.0% 1.3% 0.9% 0.0% 2.4% 7.0% 4.8% 2.1%

2 1.0% 10.4% 4.9% 10.0% 10.1% 10.3% 9.7% 9.8% 10.5% 7.9% 8.5%

3 14.7% 38.7% 16.4% 45.9% 43.6% 52.1% 50.0% 40.7% 45.6% 41.3% 38.7%

4 63.7% 41.5% 59.0% 38.2% 40.9% 32.5% 35.5% 42.3% 36.8% 39.7% 43.3%

5 20.6% 5.7% 18.0% 3.7% 3.4% 4.3% 4.8% 4.9% 0.0% 6.3% 7.3%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔52〕 外国語の運用能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 5.7% 4.9% 3.9% 2.7% 3.4% 6.5% 4.9% 3.5% 1.6% 3.7%

2 15.7% 30.2% 27.9% 22.0% 17.4% 17.9% 17.7% 31.7% 26.3% 6.3% 21.5%

3 34.3% 37.7% 34.4% 46.3% 53.7% 41.9% 50.0% 38.2% 49.1% 23.8% 41.2%

4 43.1% 21.7% 32.8% 25.2% 24.2% 35.0% 22.6% 21.1% 19.3% 55.6% 29.8%

5 5.9% 4.7% 0.0% 2.6% 2.0% 1.7% 3.2% 4.1% 1.8% 12.7% 3.8%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔53〕 コミュニケーションの能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 1.9% 0.0% 1.8% 1.3% 1.7% 0.0% 1.6% 5.3% 3.2% 1.5%

2 1.0% 7.5% 4.9% 7.1% 7.4% 7.7% 0.0% 6.5% 14.0% 4.8% 6.1%

3 21.6% 41.5% 14.8% 52.0% 49.0% 53.8% 69.4% 46.3% 49.1% 25.4% 42.3%

4 54.9% 41.5% 55.7% 35.2% 38.3% 33.3% 29.0% 39.8% 28.1% 54.0% 41.3%

5 22.5% 7.5% 24.6% 3.9% 4.0% 3.4% 1.6% 5.7% 3.5% 12.7% 8.8%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔54〕 プレゼンテーションの能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 0.9% 0.0% 1.8% 2.0% 0.9% 0.0% 1.6% 5.3% 3.2% 1.5%

2 1.0% 7.5% 1.6% 4.1% 4.0% 5.1% 0.0% 4.9% 5.3% 1.6% 3.8%

3 24.5% 56.6% 19.7% 45.7% 41.6% 43.6% 48.4% 46.3% 56.1% 46.0% 42.6%

4 52.9% 31.1% 59.0% 45.3% 48.3% 47.9% 51.6% 41.5% 33.3% 42.9% 45.2%

5 20.6% 3.8% 19.7% 3.1% 4.0% 2.6% 0.0% 5.7% 0.0% 6.3% 6.8%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔55〕 数理的な能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 4.9% 10.4% 9.8% 1.4% 1.3% 0.9% 0.0% 0.8% 5.3% 12.7% 4.4%

2 14.7% 24.5% 34.4% 5.7% 4.0% 4.3% 9.7% 8.9% 1.8% 23.8% 12.6%

3 46.1% 40.6% 26.2% 30.9% 34.2% 29.1% 37.1% 32.5% 15.8% 41.3% 34.4%

4 26.5% 20.8% 27.9% 53.9% 53.7% 56.4% 45.2% 52.8% 61.4% 17.5% 41.8%

5 7.8% 3.8% 1.6% 8.1% 6.7% 9.4% 8.1% 4.9% 15.8% 4.8% 6.8%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔56〕 コンピュータの操作能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 0.0% 1.6% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.5% 3.2% 0.7%

2 0.0% 5.7% 1.6% 1.8% 1.3% 1.7% 0.0% 2.4% 3.5% 3.2% 2.1%

3 10.8% 32.1% 16.4% 19.5% 16.8% 10.3% 38.7% 19.5% 24.6% 11.1% 19.2%

4 58.8% 49.1% 59.0% 58.9% 63.1% 53.8% 58.1% 60.2% 56.1% 68.3% 58.3%

5 29.4% 13.2% 21.3% 19.5% 18.8% 34.2% 3.2% 17.9% 12.3% 14.3% 19.6%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔57〕 時間を効果的に利用する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 4.7% 0.0% 3.1% 2.7% 5.1% 1.6% 0.8% 7.0% 1.6% 2.7%

2 4.9% 16.0% 6.6% 10.8% 12.1% 10.3% 9.7% 8.9% 14.0% 9.5% 10.4%

3 28.4% 38.7% 27.9% 47.4% 49.0% 50.4% 50.0% 43.1% 43.9% 49.2% 42.7%

4 53.9% 29.2% 50.8% 35.2% 34.2% 31.6% 37.1% 40.7% 31.6% 28.6% 37.4%

5 11.8% 11.3% 14.8% 3.3% 2.0% 2.6% 1.6% 6.5% 3.5% 11.1% 6.8%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔58〕 グローバルな問題の理解

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 1.9% 3.3% 1.4% 0.0% 1.7% 0.0% 1.6% 5.3% 1.6% 1.4%

2 4.9% 6.6% 11.5% 3.3% 4.7% 1.7% 3.2% 3.3% 3.5% 4.8% 4.6%

3 31.4% 62.3% 55.7% 66.9% 65.8% 71.8% 69.4% 60.2% 71.9% 31.7% 58.6%

4 57.8% 24.5% 27.9% 26.0% 27.5% 23.1% 24.2% 31.7% 17.5% 54.0% 31.9%

5 5.9% 4.7% 1.6% 2.4% 2.0% 1.7% 3.2% 3.3% 1.8% 7.9% 3.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔59〕 卒業後に就職するための準備の度合い

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 0.9% 0.0% 1.2% 0.0% 0.9% 0.0% 1.6% 5.3% 1.6% 1.1%

2 2.9% 3.8% 3.3% 3.5% 3.4% 1.7% 1.6% 4.9% 7.0% 1.6% 3.3%

3 40.2% 57.5% 37.7% 70.3% 71.1% 65.0% 69.4% 72.4% 75.4% 52.4% 61.3%

4 44.1% 32.1% 39.3% 23.2% 23.5% 29.9% 27.4% 20.3% 10.5% 34.9% 28.9%

5 11.8% 5.7% 19.7% 1.8% 2.0% 2.6% 1.6% 0.8% 1.8% 9.5% 5.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

Ⅲ．英語の学習状況について

〔60〕 渡航経験（期間）についておうかがいします。英語でコミュニケーションをすることを目指した渡航経験

があれば、その期間（複数回の経験がある場合は最長のもの）について１つ選んで回答してください。

（アメリカ、カナダ、イギリス、オーストラリア、ニュージーランド、インド、シンガポール等）

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_渡航したことはない 88.2% 61.3% 90.2% 90.7% 89.9% 90.6% 95.2% 91.1% 87.7% 87.3% 86.4%

2_10日未満 5.9% 15.1% 4.9% 3.3% 5.4% 2.6% 0.0% 3.3% 3.5% 4.8% 5.4%

3_10日以上1ヶ月未満 4.9% 18.9% 3.3% 3.1% 2.7% 1.7% 3.2% 3.3% 7.0% 3.2% 5.4%

4_1ヶ月以上6ヶ月未満 0.0% 1.9% 0.0% 2.4% 2.0% 5.1% 1.6% 1.6% 0.0% 1.6% 1.8%

5_6ヶ月以上 0.0% 2.8% 1.6% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 3.2% 0.8%

99_未回答 1.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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Ⅳ．大学生活に対するあなたの考えや満足度について

●　本学に入学してから、あなたにとって次のことがらはどれくらいうまくいきましたか。

〔61〕 大学の学生向けサービスを上手に利用する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 6.9% 3.8% 4.9% 6.5% 7.4% 6.0% 6.5% 5.7% 7.0% 6.3% 6.1%

2 23.5% 23.6% 13.1% 27.2% 36.2% 22.2% 19.4% 23.6% 29.8% 27.0% 25.2%

3 58.8% 59.4% 62.3% 58.7% 47.0% 67.5% 66.1% 62.6% 54.4% 60.3% 59.2%

4 10.8% 13.2% 19.7% 7.7% 9.4% 4.3% 8.1% 8.1% 8.8% 6.3% 9.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔62〕 大学教員の学問的な期待を理解する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.9% 0.9% 1.6% 7.5% 8.1% 6.8% 4.8% 7.3% 10.5% 4.8% 5.5%

2 25.5% 29.2% 37.7% 48.4% 49.0% 47.9% 38.7% 54.5% 45.6% 33.3% 41.3%

3 65.7% 61.3% 54.1% 42.3% 42.3% 42.7% 56.5% 35.0% 42.1% 55.6% 49.4%

4 5.9% 8.5% 6.6% 1.8% 0.7% 2.6% 0.0% 3.3% 1.8% 6.3% 3.8%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔63〕 効果的に学習する技能を修得する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.0% 2.8% 0.0% 6.1% 6.0% 6.0% 4.8% 5.7% 8.8% 4.8% 4.6%

2 22.5% 17.9% 16.4% 36.8% 38.9% 35.9% 25.8% 35.8% 47.4% 25.4% 30.4%

3 67.6% 62.3% 67.2% 53.0% 54.4% 52.1% 62.9% 53.7% 38.6% 66.7% 58.0%

4 7.8% 17.0% 16.4% 4.1% 0.7% 6.0% 6.5% 4.9% 5.3% 3.2% 7.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔64〕 大学が求める水準に応えて学習する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 3.9% 2.8% 0.0% 5.9% 4.0% 8.5% 3.2% 5.7% 8.8% 7.9% 5.0%

2 24.5% 22.6% 21.3% 40.9% 47.0% 41.0% 30.6% 38.2% 42.1% 28.6% 34.3%

3 58.8% 63.2% 67.2% 48.8% 47.0% 46.2% 61.3% 48.8% 45.6% 54.0% 53.6%

4 12.7% 11.3% 11.5% 4.3% 2.0% 4.3% 4.8% 7.3% 3.5% 9.5% 7.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1.
まったくうまく
いかなかった

2.
あまりうまく
いかなかった

3.
いくらかうまく
いった

4.
とてもうまく
いった
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〔65〕 時間を効果的に使う

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.0% 7.5% 1.6% 8.3% 8.1% 9.4% 4.8% 7.3% 12.3% 6.3% 6.8%

2 23.5% 31.1% 24.6% 42.7% 49.0% 39.3% 33.9% 41.5% 45.6% 33.3% 36.9%

3 58.8% 48.1% 55.7% 43.1% 39.6% 45.3% 51.6% 43.9% 36.8% 50.8% 47.1%

4 15.7% 13.2% 18.0% 5.9% 3.4% 6.0% 9.7% 7.3% 5.3% 9.5% 9.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔66〕 大学教員と顔見知りになる

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 14.7% 15.1% 4.9% 34.3% 40.3% 34.2% 19.4% 31.7% 40.4% 15.9% 26.0%

2 29.4% 38.7% 31.1% 44.7% 44.3% 44.4% 50.0% 46.3% 36.8% 30.2% 40.0%

3 43.1% 38.7% 47.5% 18.7% 14.1% 17.9% 27.4% 19.5% 21.1% 42.9% 28.1%

4 12.7% 7.5% 16.4% 2.4% 1.3% 3.4% 3.2% 2.4% 1.8% 11.1% 6.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔67〕 他の学生との友情を深める

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 2.8% 0.0% 7.5% 6.0% 8.5% 4.8% 5.7% 15.8% 6.3% 5.5%

2 6.9% 6.6% 4.9% 15.9% 16.1% 19.7% 9.7% 12.2% 22.8% 12.7% 12.6%

3 37.3% 56.6% 34.4% 50.2% 53.7% 56.4% 48.4% 43.1% 45.6% 55.6% 48.7%

4 54.9% 34.0% 60.7% 26.2% 24.2% 14.5% 37.1% 39.0% 15.8% 25.4% 33.1%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

●　あなたは、本学の教育内容・環境にどれくらい満足していますか。

〔68〕 共通教育あるいは教養教育の授業

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 1.9% 3.3% 3.7% 2.7% 1.7% 3.2% 4.9% 8.8% 1.6% 2.9%

2 9.8% 11.3% 1.6% 9.4% 12.1% 6.8% 4.8% 8.1% 15.8% 9.5% 9.2%

3 28.4% 40.6% 24.6% 42.7% 45.0% 47.0% 45.2% 36.6% 38.6% 30.2% 38.5%

4 52.0% 42.5% 55.7% 38.8% 38.3% 36.8% 40.3% 44.7% 29.8% 46.0% 42.6%

5 8.8% 3.8% 14.8% 5.3% 2.0% 7.7% 6.5% 5.7% 7.0% 12.7% 6.8%
99_未回答 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1. とても不満 2. 不満 3. どちらでもない 4. 満足 5. とても満足

18 修正後）2023年度_1年生
126Higher Education Studies, University of Fukui　Vol.2



高等教育推進センター活動年報

〔69〕 初年次生を対象とした教育プログラム内容 （フレッシュマンセミナー、基礎ゼミなど）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 1.6% 4.3% 2.7% 6.0% 3.2% 4.9% 5.3% 3.2% 3.1%

2 5.9% 9.4% 1.6% 9.4% 8.7% 7.7% 8.1% 8.9% 17.5% 6.3% 8.2%

3 50.0% 45.3% 27.9% 55.1% 55.0% 55.6% 61.3% 52.8% 52.6% 55.6% 51.3%

4 38.2% 38.7% 54.1% 28.3% 30.9% 27.4% 24.2% 30.9% 22.8% 28.6% 32.7%

5 5.9% 5.7% 14.8% 2.8% 2.7% 3.4% 3.2% 2.4% 1.8% 6.3% 4.6%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔70〕 授業の全体的な質

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 0.0% 2.6% 4.0% 2.6% 0.0% 1.6% 3.5% 1.6% 1.8%

2 2.9% 6.6% 1.6% 13.0% 12.1% 13.7% 14.5% 10.6% 17.5% 6.3% 9.6%

3 37.3% 34.0% 21.3% 44.5% 41.6% 42.7% 45.2% 47.2% 49.1% 42.9% 40.5%

4 51.0% 52.8% 63.9% 38.0% 40.3% 36.8% 38.7% 39.8% 29.8% 44.4% 43.8%

5 8.8% 5.7% 13.1% 2.0% 2.0% 4.3% 1.6% 0.8% 0.0% 4.8% 4.3%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔71〕 日常生活と授業内容との関連

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 0.0% 3.7% 4.7% 2.6% 1.6% 3.3% 7.0% 1.6% 2.5%

2 7.8% 6.6% 3.3% 11.4% 10.7% 9.4% 11.3% 10.6% 19.3% 6.3% 9.4%

3 30.4% 44.3% 26.2% 54.3% 53.7% 53.8% 53.2% 55.3% 56.1% 46.0% 47.5%

4 55.9% 44.3% 52.5% 27.8% 27.5% 29.1% 30.6% 30.1% 17.5% 42.9% 36.2%

5 5.9% 3.8% 18.0% 2.8% 3.4% 5.1% 3.2% 0.8% 0.0% 3.2% 4.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔72〕 将来の仕事と授業内容の結びつき

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 0.9% 1.6% 3.0% 2.7% 3.4% 1.6% 3.3% 3.5% 3.2% 2.4%

2 2.0% 3.8% 1.6% 8.7% 6.0% 6.0% 3.2% 10.6% 22.8% 19.0% 7.5%

3 24.5% 32.1% 14.8% 45.9% 43.6% 47.0% 43.5% 43.1% 57.9% 38.1% 38.7%

4 52.9% 45.3% 45.9% 36.6% 41.6% 36.8% 38.7% 39.8% 14.0% 34.9% 40.2%

5 19.6% 17.9% 36.1% 5.9% 6.0% 6.8% 12.9% 3.3% 1.8% 4.8% 11.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔73〕 教員と話をする機会

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.9% 0.9% 0.0% 5.1% 6.0% 3.4% 1.6% 5.7% 8.8% 1.6% 3.7%

2 10.8% 14.2% 6.6% 15.7% 14.8% 11.1% 21.0% 19.5% 14.0% 9.5% 13.8%

3 45.1% 52.8% 42.6% 58.1% 59.7% 59.0% 61.3% 54.5% 56.1% 54.0% 54.4%

4 34.3% 28.3% 37.7% 18.7% 18.1% 19.7% 16.1% 18.7% 21.1% 31.7% 24.2%

5 6.9% 3.8% 13.1% 2.4% 1.3% 6.8% 0.0% 1.6% 0.0% 3.2% 3.9%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔74〕 学習支援や個別の学習指導

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 3.8% 0.0% 3.1% 2.7% 0.9% 4.8% 4.9% 3.5% 1.6% 2.6%

2 9.8% 9.4% 8.2% 11.0% 8.7% 10.3% 11.3% 15.4% 8.8% 9.5% 10.4%

3 49.0% 52.8% 42.6% 64.0% 67.8% 65.8% 71.0% 52.0% 68.4% 61.9% 59.0%

4 34.3% 30.2% 37.7% 18.5% 17.4% 17.1% 8.1% 26.0% 19.3% 22.2% 23.6%

5 5.9% 3.8% 11.5% 3.3% 3.4% 6.0% 4.8% 1.6% 0.0% 4.8% 4.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔75〕 他の学生と話をする機会

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 0.0% 2.4% 0.7% 1.7% 1.6% 3.3% 7.0% 1.6% 1.7%

2 2.9% 8.5% 1.6% 10.0% 14.1% 7.7% 9.7% 6.5% 12.3% 7.9% 8.2%

3 16.7% 30.2% 13.1% 37.0% 32.2% 42.7% 37.1% 34.1% 43.9% 22.2% 30.8%

4 44.1% 47.2% 50.8% 38.8% 42.3% 36.8% 35.5% 42.3% 29.8% 57.1% 42.7%

5 36.3% 13.2% 34.4% 11.8% 10.7% 11.1% 16.1% 13.8% 7.0% 11.1% 16.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔76〕 大学のなかでの学生同士の一体感

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.0% 0.9% 0.0% 4.7% 3.4% 5.1% 4.8% 5.7% 5.3% 4.8% 3.6%

2 2.0% 10.4% 3.3% 11.6% 12.8% 10.3% 11.3% 10.6% 14.0% 9.5% 9.5%

3 29.4% 43.4% 14.8% 53.3% 52.3% 51.3% 56.5% 50.4% 63.2% 52.4% 46.3%

4 52.0% 36.8% 52.5% 25.6% 27.5% 25.6% 22.6% 28.5% 17.5% 25.4% 32.1%

5 14.7% 8.5% 29.5% 4.5% 4.0% 6.8% 4.8% 4.9% 0.0% 7.9% 8.3%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔77〕 多様な考え方を認め合う雰囲気

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 0.9% 1.6% 3.0% 1.3% 2.6% 4.8% 3.3% 5.3% 1.6% 2.3%

2 1.0% 8.5% 3.3% 6.5% 8.1% 2.6% 6.5% 5.7% 12.3% 6.3% 5.8%

3 18.6% 36.8% 19.7% 49.4% 51.7% 48.7% 50.0% 48.0% 47.4% 38.1% 41.1%

4 60.8% 46.2% 45.9% 36.6% 36.2% 39.3% 35.5% 39.0% 28.1% 41.3% 41.8%

5 18.6% 7.5% 29.5% 4.3% 2.7% 6.0% 3.2% 4.1% 7.0% 12.7% 8.9%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔78〕 大学での経験全般について

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 2.0% 0.0% 1.6% 1.6% 1.8% 4.8% 1.2%

2 2.0% 4.7% 3.3% 7.9% 6.0% 11.1% 8.1% 3.3% 15.8% 0.0% 5.8%

3 28.4% 34.9% 21.3% 40.4% 38.3% 37.6% 48.4% 39.0% 45.6% 38.1% 36.7%

4 55.9% 50.0% 47.5% 45.5% 50.3% 44.4% 37.1% 51.2% 31.6% 46.0% 47.5%

5 13.7% 9.4% 27.9% 4.7% 3.4% 6.0% 4.8% 4.9% 5.3% 11.1% 8.6%
99_未回答 0.0% 0.9% 0.0% 0.2% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔79〕 １つの授業を履修する学生数

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.0% 1.6% 2.2% 1.3% 0.0% 0.0% 3.3% 8.8% 1.6% 1.5%

2 2.0% 9.4% 0.0% 6.9% 8.7% 6.0% 6.5% 4.1% 10.5% 3.2% 5.8%

3 32.4% 48.1% 14.8% 49.6% 48.3% 47.9% 50.0% 48.0% 59.6% 36.5% 43.8%

4 55.9% 36.8% 60.7% 37.2% 38.3% 39.3% 37.1% 42.3% 19.3% 52.4% 42.3%

5 9.8% 4.7% 23.0% 3.9% 3.4% 6.0% 6.5% 2.4% 1.8% 6.3% 6.3%
99_未回答 0.0% 0.9% 0.0% 0.2% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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●　あなたは、本学の設備や学生支援制度にどの程度満足していますか。

〔80〕 図書館の設備 （蔵書やレファレンスサービス）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.0% 0.0% 0.0% 2.2% 1.3% 0.9% 3.2% 2.4% 5.3% 1.6% 1.7%

2 5.9% 2.8% 1.6% 4.9% 4.0% 4.3% 4.8% 8.1% 1.8% 4.8% 4.5%

3 22.5% 18.9% 16.4% 32.7% 34.9% 36.8% 37.1% 18.7% 43.9% 31.7% 28.5%

4 48.0% 51.9% 37.7% 45.5% 46.3% 41.0% 40.3% 55.3% 36.8% 49.2% 46.3%

5 21.6% 25.5% 44.3% 14.4% 13.4% 15.4% 14.5% 15.4% 12.3% 12.7% 18.7%
99_未回答 0.0% 0.9% 0.0% 0.4% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔81〕 実験室の設備や器具

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 0.7% 0.0% 4.8% 0.8% 1.8% 1.6% 0.8%

2 4.9% 2.8% 1.6% 4.5% 5.4% 1.7% 9.7% 4.1% 3.5% 0.0% 3.8%

3 47.1% 32.1% 24.6% 52.8% 63.8% 72.6% 56.5% 22.0% 45.6% 74.6% 49.0%

4 36.3% 55.7% 45.9% 33.3% 23.5% 20.5% 24.2% 56.9% 43.9% 17.5% 36.2%

5 11.8% 9.4% 27.9% 7.7% 6.7% 3.4% 4.8% 15.4% 5.3% 6.3% 9.8%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔82〕 コンピュータの施設や設備

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 0.0% 0.0% 1.4% 1.3% 1.7% 0.0% 1.6% 1.8% 1.6% 1.1%

2 4.9% 6.6% 1.6% 6.9% 6.7% 10.3% 6.5% 6.5% 1.8% 3.2% 6.0%

3 33.3% 21.7% 13.1% 33.3% 34.9% 24.8% 41.9% 27.6% 49.1% 31.7% 30.2%

4 47.1% 57.5% 42.6% 46.5% 47.7% 46.2% 37.1% 55.3% 35.1% 58.7% 48.6%

5 13.7% 14.2% 42.6% 11.4% 9.4% 15.4% 14.5% 8.9% 10.5% 4.8% 13.8%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔83〕 コンピュータの訓練や援助

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 3.9% 0.9% 0.0% 1.8% 1.3% 2.6% 3.2% 0.8% 1.8% 1.6% 1.8%

2 4.9% 12.3% 3.3% 11.6% 8.1% 9.4% 16.1% 13.8% 15.8% 4.8% 9.8%

3 36.3% 39.6% 27.9% 39.2% 38.3% 31.6% 46.8% 38.2% 50.9% 38.1% 38.0%

4 41.2% 38.7% 44.3% 40.2% 44.3% 43.6% 30.6% 42.3% 28.1% 47.6% 41.0%

5 13.7% 8.5% 24.6% 6.7% 8.1% 11.1% 3.2% 4.9% 1.8% 7.9% 9.2%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1. とても不満 2. 不満 3. どちらでもない 4. 満足 5. とても満足
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〔84〕 インターネットの使いやすさ

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 7.8% 6.6% 3.3% 12.6% 14.1% 10.3% 12.9% 7.3% 24.6% 6.3% 10.1%

2 22.5% 18.9% 18.0% 24.2% 21.5% 23.1% 32.3% 24.4% 24.6% 17.5% 22.4%

3 20.6% 30.2% 23.0% 27.8% 30.9% 27.4% 30.6% 25.2% 22.8% 28.6% 26.9%

4 38.2% 36.8% 36.1% 29.3% 29.5% 28.2% 19.4% 39.0% 21.1% 44.4% 33.0%

5 10.8% 7.5% 19.7% 5.5% 4.0% 9.4% 4.8% 4.1% 5.3% 3.2% 7.3%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔85〕 奨学金など学費援助の制度

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 1.0% 0.9% 0.0% 2.6% 2.7% 1.7% 0.0% 2.4% 7.0% 1.6% 1.9%

2 5.9% 3.8% 4.9% 6.5% 6.0% 4.3% 14.5% 4.9% 7.0% 3.2% 5.7%

3 61.8% 61.3% 52.5% 65.2% 69.1% 65.8% 64.5% 62.6% 59.6% 65.1% 63.3%

4 19.6% 28.3% 31.1% 19.9% 16.8% 20.5% 12.9% 26.0% 21.1% 25.4% 22.1%

5 11.8% 5.7% 11.5% 5.3% 5.4% 6.0% 8.1% 4.1% 3.5% 4.8% 6.5%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔86〕 健康・保健サービス （心身の健康に関わる問題についての診療や相談）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 0.0% 0.9% 1.6% 1.8% 1.3% 1.7% 4.8% 0.8% 1.8% 1.6% 1.4%

2 2.9% 6.6% 3.3% 4.1% 6.0% 2.6% 8.1% 2.4% 1.8% 0.0% 3.9%

3 49.0% 49.1% 42.6% 68.7% 68.5% 67.5% 64.5% 69.1% 75.4% 54.0% 60.8%

4 38.2% 35.8% 34.4% 20.5% 20.8% 22.2% 17.7% 22.8% 14.0% 34.9% 26.7%

5 9.8% 7.5% 18.0% 4.3% 3.4% 4.3% 4.8% 4.9% 5.3% 9.5% 6.8%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔87〕 レクリエーション施設 （ジムの設備など）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 4.9% 2.8% 0.0% 5.1% 4.7% 2.6% 6.5% 4.9% 10.5% 3.2% 4.3%

2 9.8% 6.6% 4.9% 12.2% 15.4% 10.3% 11.3% 13.8% 5.3% 7.9% 10.4%

3 53.9% 50.0% 52.5% 68.3% 67.1% 69.2% 67.7% 65.9% 75.4% 71.4% 63.3%

4 23.5% 33.0% 32.8% 11.4% 10.7% 13.7% 12.9% 12.2% 5.3% 14.3% 17.4%

5 7.8% 7.5% 9.8% 2.4% 2.0% 2.6% 1.6% 3.3% 1.8% 3.2% 4.3%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔88〕 キャリアカウンセリング （就職や進学に関する相談）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1 2.0% 0.9% 3.3% 2.4% 4.0% 0.9% 1.6% 1.6% 3.5% 1.6% 2.1%

2 2.0% 5.7% 0.0% 4.9% 3.4% 5.1% 9.7% 4.9% 3.5% 1.6% 4.0%

3 64.7% 60.4% 50.8% 77.8% 80.5% 72.6% 74.2% 78.9% 82.5% 65.1% 71.1%

4 24.5% 28.3% 31.1% 11.6% 10.1% 14.5% 12.9% 12.2% 7.0% 28.6% 18.0%

5 6.9% 4.7% 14.8% 2.8% 2.0% 5.1% 1.6% 2.4% 1.8% 3.2% 4.4%
99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

〔89〕 あなたは学部卒業後、どのような進路を考えていますか。1つ選んで回答してください。

Ⅴ．大学に入学する前や高校時代のことについて

〔90〕 あなたは現役で本学に入学しましたか、それとも浪人しましたか。

〔91〕 あなたの志望大学の中で、本学は第1志望でしたか。

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_就職する 75.5% 68.9% 83.6% 16.7% 8.7% 17.1% 30.6% 14.6% 26.3% 79.4% 40.0%

2_大学院に進学する 6.9% 5.7% 3.3% 43.1% 50.3% 39.3% 33.9% 45.5% 36.8% 1.6% 28.0%

3_他大学に（編）入学する 3.9% 1.9% 0.0% 6.7% 8.1% 4.3% 8.1% 4.9% 10.5% 4.8% 5.1%

4_専門学校に入学する 0.0% 4.7% 0.0% 1.2% 0.0% 1.7% 0.0% 3.3% 0.0% 3.2% 1.5%

5_まだわからない 13.7% 18.9% 13.1% 31.5% 32.9% 35.9% 27.4% 30.9% 24.6% 11.1% 24.9%

99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 1.7% 0.0% 0.8% 1.8% 0.0% 0.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_現役 89.2% 41.5% 95.1% 86.0% 83.9% 88.9% 85.5% 85.4% 87.7% 92.1% 81.9%

2_浪人 9.8% 56.6% 4.9% 11.8% 15.4% 9.4% 12.9% 11.4% 7.0% 7.9% 16.4%

3_その他（留学生、社会人など） 1.0% 1.9% 0.0% 1.4% 0.7% 0.0% 1.6% 2.4% 3.5% 0.0% 1.2%

99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 1.7% 0.0% 0.8% 1.8% 0.0% 0.5%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_第1志望だった 71.6% 41.5% 85.2% 45.5% 45.6% 47.9% 53.2% 41.5% 40.4% 52.4% 51.5%

2_第1志望ではなかった 26.5% 58.5% 14.8% 53.9% 54.4% 50.4% 46.8% 58.5% 57.9% 47.6% 47.9%

99_未回答 2.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.6%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔92〕 あなたの高校での成績はどのあたりでしたか。

Ⅵ．その他

●　あなたが、今までに受験したことのある英語の検定試験についておうかがいします。
　　 それぞれの試験について取得した級またはスコアの中で最も高いものを教えてください。

〔93〕 今までに英語の検定試験を受けたことはありますか

〔94〕 実用英語技能検定（英検）の受験経験はありますか

〔96〕 TOEICテスト（公開テストまたはIPテスト）の受験経験はありますか          ※10～990点

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_上位の方 30.4% 37.7% 24.6% 14.8% 8.1% 13.7% 25.8% 14.6% 22.8% 19.0% 20.6%

2_中の上くらい 22.5% 29.2% 32.8% 32.9% 34.9% 33.3% 25.8% 34.1% 31.6% 30.2% 31.0%

3_中くらい 13.7% 8.5% 21.3% 17.5% 20.8% 16.2% 17.7% 15.4% 15.8% 22.2% 16.5%

4_中の下くらい 9.8% 8.5% 11.5% 13.0% 16.8% 9.4% 12.9% 12.2% 12.3% 7.9% 11.5%

5_下位の方 17.6% 12.3% 6.6% 17.9% 17.4% 22.2% 14.5% 17.9% 14.0% 12.7% 16.0%
6_その他
（わからない、覚えていない、など）

5.9% 3.8% 3.3% 3.3% 2.0% 3.4% 3.2% 5.7% 1.8% 7.9% 4.0%

99_未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受けたことはある 86.3% 87.7% 91.8% 74.0% 69.1% 73.5% 72.6% 81.3% 73.7% 95.2% 80.1%

2_受けたことはない 12.7% 11.3% 8.2% 24.0% 30.9% 21.4% 25.8% 17.9% 22.8% 4.8% 18.5%

99_未回答 1.0% 0.9% 0.0% 2.0% 0.0% 5.1% 1.6% 0.8% 3.5% 0.0% 1.4%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受験経験あり 89.2% 82.1% 91.8% 68.9% 62.4% 69.2% 69.4% 74.8% 71.9% 90.5% 76.3%

2_受験経験なし 8.8% 17.0% 6.6% 28.5% 36.9% 25.6% 29.0% 22.8% 24.6% 9.5% 21.7%

99_未回答 2.0% 0.9% 1.6% 2.6% 0.7% 5.1% 1.6% 2.4% 3.5% 0.0% 2.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受験経験あり 7.8% 9.4% 6.6% 8.9% 10.7% 4.3% 12.9% 8.9% 8.8% 11.1% 8.8%

2_受験経験なし 92.2% 90.6% 93.4% 91.1% 89.3% 95.7% 87.1% 91.1% 91.2% 88.9% 91.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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〔100〕 TOEFL ITPテスト（団体受験）の受験経験はありますか          ※Level.1　310～677点

〔104〕インターネット版 TOEFLテスト（TOEFL iBT）の受験経験はありますか          ※0～120点

●　授業外学修について尋ねます。

〔108〕以下の条件から、 あなたの１週間の授業外学修時間 を教えてください。前期、後期の学期中の平均的

なものを答えてください。

含まないもの 含むもの

・オンデマンド授業を含む大学の授業時間 ・授業の予習（予習課題に取り組んだり、

（講義、実験、演習） 　ノートや教科書の内容を確認する時間など）

・科目に関係のない資格の勉強 ・授業の復習、宿題

・レポート作成

・グループワーク

・実験・演習のコマ時間以外に取り組んだ時間

・正課外の授業関連イベント

・科目の学修に密接に関係する資格の勉強

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受験経験あり 10.8% 5.7% 3.3% 1.0% 1.3% 0.0% 3.2% 0.8% 0.0% 92.1% 9.8%

2_受験経験なし 88.2% 94.3% 96.7% 99.0% 98.7% 100.0% 96.8% 99.2% 100.0% 7.9% 90.1%

99_未回答 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受験経験あり 6.9% 9.4% 4.9% 1.8% 2.0% 0.0% 1.6% 2.4% 3.5% 3.2% 3.7%

2_受験経験なし 93.1% 90.6% 95.1% 98.2% 98.0% 100.0% 98.4% 97.6% 96.5% 96.8% 96.3%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_0～1時間未満 2.0% 1.9% 6.6% 1.6% 2.0% 1.7% 1.6% 0.8% 1.8% 3.2% 2.1%

2_1～3時間未満 4.9% 18.9% 8.2% 13.0% 14.1% 14.5% 21.0% 8.9% 7.0% 12.7% 12.4%

3_3～5時間未満 21.6% 29.2% 21.3% 20.3% 22.8% 17.1% 30.6% 12.2% 26.3% 12.7% 21.1%

4_5～7時間未満 18.6% 12.3% 23.0% 20.1% 21.5% 23.1% 19.4% 20.3% 10.5% 22.2% 19.3%

5_7～10時間未満 20.6% 10.4% 11.5% 15.6% 16.1% 12.0% 11.3% 18.7% 19.3% 12.7% 15.0%

6_10～15時間未満 14.7% 7.5% 11.5% 13.0% 10.1% 12.8% 8.1% 18.7% 14.0% 15.9% 12.6%

7_15～20時間未満 3.9% 7.5% 14.8% 9.4% 8.1% 9.4% 3.2% 13.0% 12.3% 11.1% 9.0%

8_20～25時間未満 5.9% 3.8% 0.0% 2.4% 2.7% 1.7% 1.6% 2.4% 3.5% 4.8% 3.0%

9_25～30時間未満 5.9% 3.8% 3.3% 1.0% 2.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 1.6% 2.1%

0_その他 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.1%

99_未回答 2.0% 4.7% 0.0% 3.5% 0.7% 7.7% 3.2% 2.4% 5.3% 3.2% 3.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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●　最後に３問！

〔109〕壁新聞「数字で見る福井大学のいま」（右画像）が掲示板、図書館や事務室付近などに貼られていることを知っていますか?

〔110〕授業中に内職（授業に関係のないことを）したことがありますか。

〔111〕様々なアンケートの回答を通じて大学がよくなっていていると感じていますか。

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_知っている 44.1% 20.8% 16.4% 45.1% 42.3% 46.2% 40.3% 53.7% 36.8% 50.8% 40.2%

2_知らない 53.9% 73.6% 82.0% 51.8% 56.4% 47.0% 58.1% 44.7% 57.9% 46.0% 56.5%

99_未回答 2.0% 5.7% 1.6% 3.1% 1.3% 6.8% 1.6% 1.6% 5.3% 3.2% 3.2%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_まったくしなかった 11.8% 12.3% 3.3% 9.6% 8.7% 14.5% 4.8% 8.9% 8.8% 3.2% 9.3%

2_あまりしなかった 40.2% 34.9% 23.0% 30.3% 28.2% 38.5% 24.2% 29.3% 28.1% 44.4% 32.6%

3_ときどきした 41.2% 42.5% 59.0% 45.7% 48.3% 33.3% 54.8% 48.0% 49.1% 39.7% 45.2%

4_ひんぱんにした 5.9% 4.7% 14.8% 11.2% 13.4% 6.8% 14.5% 12.2% 8.8% 9.5% 9.9%

99_未回答 1.0% 5.7% 0.0% 3.1% 1.3% 6.8% 1.6% 1.6% 5.3% 3.2% 3.0%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

教育学部
医学部

医学科

医学部

看護学科
工学部

国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_思う 8.8% 5.7% 13.1% 4.9% 2.0% 4.3% 8.1% 4.1% 12.3% 4.8% 6.1%

2_やや思う 42.2% 54.7% 49.2% 41.3% 46.3% 42.7% 35.5% 44.7% 24.6% 44.4% 43.9%

3_やや思わない 30.4% 26.4% 26.2% 34.1% 32.9% 33.3% 35.5% 37.4% 29.8% 30.2% 31.8%

4_思わない 16.7% 7.5% 11.5% 16.5% 17.4% 12.8% 19.4% 12.2% 28.1% 17.5% 15.1%

99_未回答 2.0% 5.7% 0.0% 3.1% 1.3% 6.8% 1.6% 1.6% 5.3% 3.2% 3.1%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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2023年度　在学生調査　（3年生向け）　質問項目 実施日 2023年 11月

Ⅰ.　あなた自身のことについて

〔1〕 あなたの片道の通学時間はどれくらいですか。

〔2〕 あなたの現在の居住形態は次のうちどれですか。

〔3〕 総合的に考えて福井大学での学生生活に満足している。

学　部 回答数 対象者数 回答率

教育学部

医学部

医学科

看護学科

工学部

機械・システム工学科

電気電子情報工学科

建築・都市環境工学科

物質・生命化学科

応用物理学科

国際地域学部

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_30分未満

2_30分以上－1時間未満

3_1時間以上－1時間30分未満

4_1時間30分以上－2時間未満

5_2時間以上

99_未回答

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_家族または親戚と暮らしている

2_アパート・学生マンションでひとり暮らし

3_大学寮や合宿所

4_その他

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_思わない

2_やや思わない

3_やや思う

4_思う

総計

2023年度_3年生

【資料 ①-２】
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Ⅱ.　現在のあなたの学習状況について

● あなたが受講した大学の授業で、次のようなことを経験する機会はどのくらいありましたか。

〔4〕 実験、実習、フィールドワークなどを実施し、学生が体験的に学ぶ

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔5〕 仕事に役立つ知識やスキルを学ぶ

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔6〕 授業内容と社会や日常生活のかかわりについて、教員が説明する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔7〕 授業の一環でボランティア活動をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

まったくなかった あまりなかった ときどきあった ひんぱんにあった
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〔8〕 学生自身が文献や資料を調べる

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔9〕 定期的に小テストやレポートが課される

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔10〕 教員が提出物に添削やコメントをつけて返却する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔11〕 学生が自分の考えや研究を発表する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

2023年度_3年生
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〔12〕 授業中に学生同士が議論をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔13〕 授業で検討するテーマを学生が設定する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔14〕 授業の進め方に学生の意見が取り入れられる

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔15〕 取りたい授業を履修登録できなかった

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計
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〔16〕 出席することが重視される

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔17〕 TAやSAなどの授業補助者から補助を受ける

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

●　大学の授業や授業以外の学習に関して、あなたは次のようなことをどのくらい経験しましたか。

〔18〕 授業課題のために図書館の資料を利用した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

〔19〕 授業課題のためにWeb上の情報を利用した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

まったくしなかった あまりしなかった ときどきした ひんぱんにした

2023年度_3年生
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〔20〕 インターネットを使って授業課題を受けたり、提出したりした

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔21〕 提出期限までに授業課題を完成できなかった

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

〔22〕 授業時間外に、他の学生と一緒に勉強したり、授業内容を話したりした

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

〔23〕 授業中、教員の考え方や意見に異議を唱えた

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計
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〔24〕 授業を欠席した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

〔25〕 授業に遅刻した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔26〕 授業をつまらなく感じた

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔27〕 授業中に居眠りをした

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計
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〔28〕 学内での学習支援を受けた (教職員に学習に関する相談をした、学内の学習支援室を利用した等)

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔29〕 単位とは関係のない教員あるいは学生による自主的な勉強会に参加した

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔30〕 大学の教職員に将来のキャリアの相談をした （卒業後の進路や職業選択など）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔31〕 教員に親近感を感じた

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計
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●　今年度になってから、あなたは次の活動に 1週間あたり どのくらいの時間を費やしましたか。

〔32〕 授業や実験に出席する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔33〕 （授業時間外に） 授業課題や準備学習、復習をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔34〕 （授業時間外に） 授業に関連しない勉強をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

全然ない 3～6時間未満 16～20時間未満

1時間未満 6～11時間未満 20時間以上

1～3時間未満 11～16時間未満

2023年度_3年生
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〔35〕 オフィスアワーなど、授業時間外に教員と面談する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔36〕 部活動や同好会に参加する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔37〕 学外のアルバイトや仕事をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計
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〔38〕 読書をする （マンガ・雑誌を除く）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔39〕 個人的な趣味活動をする （テレビやゲーム、映画鑑賞など）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

●　入学した時点と比べて、あなたの能力や知識はどのように変化しましたか。

〔40〕 一般的な教養

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

大きく減った 減った 変化なし 増えた 大きく増えた

2023年度_3年生
146Higher Education Studies, University of Fukui　Vol.2



高等教育推進センター活動年報

〔41〕 分析力や問題解決能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔42〕 専門分野や学科の知識

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔43〕 批判的に考える能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔44〕 異文化の人々に関する知識

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計
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〔45〕 リーダーシップの能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔46〕 人間関係を構築する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔47〕 他の人と協力して物事を遂行する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔48〕 異文化の人々と協力する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

2023年度_3年生
148Higher Education Studies, University of Fukui　Vol.2



高等教育推進センター活動年報

〔49〕 地域社会が直面する問題を理解する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

〔50〕 国民が直面する問題を理解する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔51〕 文章表現の能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔52〕 外国語の運用能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計
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〔53〕 コミュニケーションの能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔54〕 プレゼンテーションの能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔55〕 数理的な能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔56〕 コンピュータの操作能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計
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〔57〕 時間を効果的に利用する能力

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔58〕 グローバルな問題の理解

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔59〕 卒業後に就職するための準備の度合い

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

Ⅲ．英語の学習状況について

〔60〕 渡航経験（期間）についておうかがいします。英語でコミュニケーションをすることを目指した渡航経験

があれば、その期間（複数回の経験がある場合は最長のもの）について１つ選んで回答してください。

（アメリカ、カナダ、イギリス、オーストラリア、ニュージーランド、インド、シンガポール等）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_渡航したことはない

2_10日未満

3_10日以上1ヶ月未満

4_1ヶ月以上6ヶ月未満

5_6ヶ月以上

99_未回答

総計
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Ⅳ．大学生活に対するあなたの考えや満足度について

●　本学に入学してから、あなたにとって次のことがらはどれくらいうまくいきましたか。

〔61〕 大学の学生向けサービスを上手に利用する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔62〕 大学教員の学問的な期待を理解する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔63〕 効果的に学習する技能を修得する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔64〕 大学が求める水準に応えて学習する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

まったくうまく
いかなかった

あまりうまく
いかなかった

いくらかうまく
いった

とてもうまく
いった
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〔65〕 時間を効果的に使う

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔66〕 大学教員と顔見知りになる

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

〔67〕 他の学生との友情を深める

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

●　あなたは、本学の教育内容・環境にどれくらい満足していますか。

〔68〕 専門教育あるいは所属学科の授業

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

とても不満 不満 どちらでもない 満足 とても満足
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〔69〕 ２年次生または３年次生を対象としたゼミ （演習） などの教育内容

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔70〕 授業の全体的な質

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔71〕 日常生活と授業内容との関連

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔72〕 将来の仕事と授業内容の結びつき

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計
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〔73〕 教員と話をする機会

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔74〕 学習支援や個別の学習指導

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔75〕 他の学生と話をする機会

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔76〕 大学のなかでの学生同士の一体感

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計
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〔77〕 多様な考え方を認め合う雰囲気

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔78〕 大学での経験全般について

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔79〕 １つの授業を履修する学生数

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計
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●　あなたは、本学の設備や学生支援制度にどの程度満足していますか。

〔80〕 図書館の設備 （蔵書やレファレンスサービス）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

〔81〕 実験室の設備や器具

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔82〕 コンピュータの施設や設備

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔83〕 コンピュータの訓練や援助

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

とても不満 不満 どちらでもない 満足 とても満足
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〔84〕 インターネットの使いやすさ

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔85〕 奨学金など学費援助の制度

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

〔86〕 健康・保健サービス （心身の健康に関わる問題についての診療や相談）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔87〕 レクリエーション施設 （ジムの設備など）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

2023年度_3年生
158Higher Education Studies, University of Fukui　Vol.2



高等教育推進センター活動年報

〔88〕 キャリアカウンセリング （就職や進学に関する相談）

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

Ⅴ．将来のことについて

〔89〕 あなたは学部卒業後、どのような進路を考えていますか。1つ選んで回答してください。

●　あなたが大学 （学部） 卒業後の進路の準備をしたり考えたりするために、次のようなことがらを
　　大学在学中に経験したいと思いますか。

〔90〕 専門分野をしっかり身につける

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_就職する

2_大学院に進学する

3_他大学に（編）入学する

4_専門学校に入学する

5_まだわからない

総計

そう思わない
どちらかといえば
そう思わない

どちらかといえば
そう思う

そう思う
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〔91〕 専門分野だけでなく、幅広い知識を身につけ視野を広げる

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔92〕 職業意識の形成につながる教育を受ける

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

〔93〕 企業での体験実習等を踏まえた上で、専門知識を学ぶ

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔94〕 教員が設定した特定の課題に対して、チームで取り組むプロジェクト型の授業を受ける

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計
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〔95〕 自分で課題を見つけ、自分で解決していくような訓練を受ける

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔96〕 ディベートやプレゼンテーションの訓練を受ける

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔97〕 実践的で専門性のある資格を取得するためのプログラムを受ける

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔98〕 レポートや論文指導により、文書作成能力を高める

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔99〕 卒業後の進路について、教職員に対して個別に相談する

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計
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〔100〕卒業後の進路について、本学の卒業生や先輩と話をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

総計

〔101〕本学の教職員以外の大人と話をする

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

99_未回答

総計

Ⅵ．その他

●　あなたが、今までに受験したことのある英語の検定試験についておうかがいします。 
　　 それぞれの試験について取得した級またはスコアの中で最も高いものを教えてください。

〔102〕今までに英語の検定試験を受けたことはありますか

〔103〕実用英語技能検定（英検）の受験経験はありますか

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受けたことはある

2_受けたことはない

99_未回答

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受験経験あり

2_受験経験なし

99_未回答

総計
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〔105〕TOEICテスト（公開テストまたはIPテスト）の受験経験はありますか          ※10～990点

〔109〕 TOEFL ITPテスト（団体受験）の受験経験はありますか          ※Level.1　310～677点

〔113〕インターネット版 TOEFLテスト（TOEFL iBT）の受験経験はありますか          ※0～120点

●　授業外学修について尋ねます。

〔117〕以下の条件から、 あなたの１週間の授業外学修時間 を教えてください。前期、後期の学期中の平均的

なものを答えてください。

含まないもの 含むもの

・オンデマンド授業を含む大学の授業時間 ・授業の予習（予習課題に取り組んだり、

（講義、実験、演習） 　ノートや教科書の内容を確認する時間など）

・科目に関係のない資格の勉強 ・授業の復習、宿題

・レポート作成

・グループワーク

・実験・演習のコマ時間以外に取り組んだ時間

・正課外の授業関連イベント

・科目の学修に密接に関係する資格の勉強

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受験経験あり

2_受験経験なし

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受験経験あり

2_受験経験なし

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_受験経験あり

2_受験経験なし

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域

学部
合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_0～1時間未満

2_1～3時間未満

3_3～5時間未満

4_5～7時間未満

5_7～10時間未満

6_10～15時間未満

7_15～20時間未満

8_20～25時間未満

9_25～30時間未満

0_その他

99_未回答

総計
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●　最後に３問！

〔118〕壁新聞「数字で見る福井大学のいま」（右画像）が掲示板、図書館や事務室付近などに貼られていることを知っていますか?

〔119〕授業中に内職（授業に関係のないことを）したことがありますか。

〔120〕様々なアンケートの回答を通じて大学がよくなっていていると感じていますか。

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_知っている

2_知らない

99_未回答

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_まったくしなかった

2_あまりしなかった

3_ときどきした

4_ひんぱんにした

99_未回答

総計

教育学部
医学部
医学科

医学部
看護学科

工学部
国際地域
学部

合計

機械 電気 建築 物質 応用

1_思う

2_やや思う

3_やや思わない

4_思わない

99_未回答

総計
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数字でみる
福井大学のいま

2018年4月から2023年5月までのデータに基づいています。
詳しい開館情報・蔵書情報は図書館ホームページを確認して下さい。
※1 電子ジャーナル等を含みます。 ※2 ブックハンティングと購入リクエストの合計です。

うれしい・・・
み～つけた

福井大学にまつわる数字をシリーズで紹介する『数数字字ででみみるる福福
井井大大学学ののいいまま』は、高等教育推進センターが担当しています。

今回は、文京にある総合図書館のデータを中心に紹介するよ。

図書館利用の参考にしてね。

（発行元）附属図書館

月～木 金

vol.2（2023年7月）

高等教育推進センター教学IR部門

22時まで開いているって 知ってた？

土・日

月～木に比べて

松岡や他大学の図書館も利用できるよ！

みみんんななのの声声でで大大学学ををかかええるる チチャャンンスス！！

本
当
の
名
前
は

総
合
図
書
館で

す

本を借りたことのある学部生

10時

12時

14時

16時
自由に使える
スペースがない

お昼前後に
過ごせる場所が欲しい

ちょっと涼みに

おしゃべりゾーン たべられるゾーン

← 詳しくは ここから

6人まで5ルーム

おしゃべりゾーンには個室もあるよ
（グループ学習室）

大学全体の図書購入費

新しく買った本は
3階の新刊コーナーに並ぶよ

学生の要望でも

・明治から令和まで

・小説、観光案内、専門書、就活本など

新聞

１階

モニター付 Webで空き状況チェック

混み具合

日本語の電子書籍

平日は 朝 から入れるよ

土日・祝日も開いてるよ

※2

入館データから

食堂も混んでいるし、
他に居場所がないのかな

締切： 8月31日（木）

食堂西側の緑地を学生スペースにするアイデアを
募集しているよ。応募できるのは 学生だけ！！

読んでる？

大
学
の
え
ら
い
ひ
と

学生調査から

この他、キャンパスの利便性向上のため 大学はがんばっています。

昼の図書館は混み気味

この壁新聞へのご意見、ご感想は
高等教育推進センター教学IR部門（ir-adm@ml.u-fukui.ac.jp）まで

※1

だだっったたらら
学学内内にに憩憩いいののススペペーーススをを増増ややそそうう

文
京
図
書
館
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

会話のできる席数 「おしゃべりゾーン」の内、飲食のできる席数

年間平均

掲示中ポスター

【資料 ②-1】
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大きく増えた
増えた

変化なし
減った
大きく減った

数字でみる
福井大学のいま

第3号では、昨年12月に実施した「在学生調査」を紹介するよ。

福井大学では学生アンケートの結果を様々な改善活動につなげ
ています。毎年1、3年生全員に実施している「在学生調査」では、
大学生活への自己評価や学習意欲などを把握することで皆さん
の大学生活をより素晴らしいものにすることが目的です。

大
学
の
え
ら
い
ひ
と

この壁新聞へのご意見、ご感想は
高等教育推進センター教学IR部門（ir-adm@ml.u-fukui.ac.jp）まで

○ アンケート提出率

○ 福井大学での学生生活に満足している

○ 専門分野の知識が増えた

○ 教員に親近感を感じている

○ 授業がつまらない

○ 授業以外の勉強時間（一日あたり）

勉強と部活やバイトを両立させよう

学生の3/4は
満足しているけど
もっと多くの人が
満足するようにしたい。

授業はＬＩＶＥ！！
みんなもＬＩＶＥの参加者だよ
先生と一緒に盛り上げていこう！！

そのためにも調査を通して
色んなことを教えて欲しい。

YES 86％

75％

YES

YES 90％

76％
NO

１、2時間の勉強で予習・復習は大丈夫なの？
知識の定着には毎日の自学自習が欠かせないよ。

平均：１時間14分

1 3

1

3

3年1年 ＆

1 3＆

1 3＆

41％
YES

67％
YES

平均：１時間19分

51％
～1時間

30％
～２時間

8％
～3時間

11％
3時間～

81％

目標は 100％！！

より良い改革のためには、
全員の声が必要です。

8％
3時間～

11％
～3時間

36％
～２時間 45％

～1時間

1 3＆

回答してくれたみんな ありがとう！！
他の調査より、はるかに高い提出率

（発行元） 高等教育推進センター教学IR部門

vol.3（2023年１１月）

皆さんの回答を可能な限り今後の大学運営に反映していきます。「在学生調査」の結果公開も予定しています。

○ 授業中に居眠りした 1 3＆

睡眠不足が
日中の眠気につながってるよ。

生活リズムを整えよう

【資料 ②-2】
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委員会等 氏　　名 所属等

　安田　年博 センター長、理事（教育，評価担当）／副学長

　山田　徳史 副センター長、教学企画・支援部門長、工学研究科

　江端　弘樹 教学IR部門長、高等教育推進センター

　北島　弘一 学務部長

　淺原　雅浩 教育学部

　安倍　　博 医学部

　松田　和之 国際地域学部

　山田　徳史 部門長、工学研究科

　江端　弘樹 専任教員、高等教育推進センター

　大和真希子 教育学部

　磯見　智恵 医学部

　内村　智博 工学研究科

　松田　和之 国際地域学部

　北島　弘一 教務課長
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　山本　恭弘 学生サービス課長
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　林　　大剛 経営戦略課

　山田　徳史 工学研究科

　矢野　真弓 教務課

令和５年度 高等教育推進センター委員会等名簿

運営委員会

教学企画・支援部門

教学IR部門
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